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Minoru Mio

　 この論 文 では,インド 西部 メー ワール地 方に あ るスー フィー聖者 の ヒ ン ド

ゥーの弟子た ちを葬 った2つ の墓廟 への信仰 に関 する民 族誌 的調査 に基 づ き,

同地方 の生活宗教的な宗教実践 の動態 の把握を試みた。

　 コミュナ リズムが政治的言説 と して支配的 とな りつつ ある南 アジアにおいて

は,日 常生活 に根差 した宗教実践 も コ ミュナルな言説 と無関係ではな くな り,

宗教空間や信仰 に関お る行為を特定 の宗教 イデオ ロギー と関連 づけ,そ れ らの

アイデ ンティティーを純化 しようとす る動 きが顕著に なってい る。

　 この論文が対象 とす る墓廟 に眠 る2人 の宗教者 は,高 カ ース トの ヒン ドゥー

であ りつつ,ス ーフ ィズムの聖者 を師 とす る とい う,コ ミュナルなアイデン テ

ィテ ィーの分断線 の狭間 を生 き抜 いた。 その墓廟 は コ ミュナ リズムが高揚す る

1980年 代末か ら90年 代 にかけ て造営 され たが,そ の空 間の構成 やそ こでの宗 教

的実践は スーフ ィズム的要素 と ヒン ドゥー的要素 が巧み に融 合 され た形 とな っ

ている。

　論文 では墓廟 に眠 る聖者や その弟子たちが,コ ミェナルな言説 と交渉 しなが

ら,自 分た ちの宗教的実践 をいか に維持 してきたか を,墓 廟 の意味空 間の分析

や弟子た ち とのインタビュー に よって把握す る。 その結 果,ヒ ン ドゥーとイス

ラームの境界 にあって独 自の宗教的 実践 を強 固な意志 で維持 しつつ コ ミュナ リ

ズムが要請す る近代的主体へ の 自己の回収を も回避す る とい う,メ ー ワール地

方 の聖者廟信仰 の特質が明 らか となる。
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   Based on field research on the beliefs related to two mausoleums of 

Hindu disciples of a Sufi saint in the Mewar region of western India, this 

article aims to describe the dynamism of daily religious practices in this 

region. 

   In south Asia, communalism is becoming the dominant political 

discourse, and is beginning to have a strong effect on the religious 

practices of everyday life. Religious places and activities are connected 

to a specific religious ideology, and their natures require clarification 

under the influence of the communal discourse. 

   The two saints interred at the mausoleums served the Sufi saint as 

disciples, although they were high caste Hindus, and they lived through 

the liminality between the communal boundaries of Hinduism and 

Islam. The mausoleums were constructed from the end of the 1980s 

through the 1990s, when communalism was resurgent in India. Their 

structure and the religious practices observed at them, however, cleverly 

fuse both Sufi and Hindu elements. 

   This article tries to show how the saint and his disciples struggled to 

create and sustain their own religious practices and negotiate with com-

munal discourse, by analyzing the symbolism of the mausoleums and 

interviews with the disciples. It makes clear that the followers of these 

mausoleum beliefs are firmly preserving their liminal religious practices 

between Islam and Hinduism, and avoiding the influences of the com-

munal doctrines.

1問 題 の所 在

　 1.1聖 老 廟 と ア イ デ ソテ ィテ ィー ・ポ リ

　 　 　 テ ィクス

　 1.2　 バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の沿 革

2　 パ リ ・ラー ム の聖 者 廟

　 2.1変 成 す る墓 廟

　 2.2　 パ リ ・ラ ー ム　 　 開か れ た ア イ デ ン

　 　 　 ア イア イ ー

　 2.3　 バ リ ・ラ ー ムの 昇 天 と埋 葬

3　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の 成 立 と発 展

　 3。1デ ヴ ィ ・ラ ール の生 涯

　 3.2　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の発 展

4聖 者 廟 の ア イ デ ソテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ

　 クス と そ の 回避

　 4.1デ ヴ ィ ・ラ ー ル の聖 者 廟 を と りま く

　 　 　 信 仰 と政 治

　 4.2再 び バ リ ・ラ ー ム の聖 者 廟 へ 宙

　 　 　 吊 りに され る信仰 空 間

5結 　 　論
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1問 題の所在

1.1聖 者 廟 と ア イ デ ソ テ ィ テ ィ ー ・ポ リテ ィ ク ス

　 この論 文 は,イ ソ ド ・ラ ー ジ ャス タ ー ン州 南 東 部 メ ー ワール地 方 に お け る フ ィー ル

ドワ ー クに基 づ き,ス ー フ ィズ ム の伝 統 に連 な る ヒ ン ドゥーの聖 者廟 に お け る 弟子 や

信者 た ち の信 仰 に 関 わ る行 為 や 言 述 につ いて の民 族 誌 的 な記 述 ・分 析 を通 じて,宗 教

ナ シ ョナ リズ ムが政 治 的 言 説 と して 支 配 的 とな りつ つ あ る現 代南 ア ジ ア に おけ る,日

常生 活 に 根差 した宗 教 実 践 の動 態 の 把 握 を 目指 す もの で あ る。

　 イ ン ドに お け るス ー フ ィー聖 者 廟 は,イ ス ラ ー ムの伝 統 に基 盤 を置 く宗 教 空 間 で あ

りな が ら,こ こに眠 る聖 者 の霊 的 な 力 に す が って 悪霊 払 いや 病 の癒 しあ る いは 様 々な

願 い事 を か な え る こ とを 望 む ヒ ン ドゥーが 多 数参 集す る とい う特 徴 を もつ 。 つ ま り,

日常 的 な宗 教 的 実 践 の中 で ヒ ソ ドゥー と ム ス リムの交 流 が現 実 に生 じ,ま た イ ス ラ ー

ム的 と も ヒ ソ ドゥー的 と も い い きれ な い多 様 な 宗 教 的 実 践 が 交 錯 す る 空 間 と して,

ス ー フ ィー聖 者 廟 は 南 ア ジ アの 宗 教 空 間 の 中 で は特 異 な地 位 を 占め て きた 。

　 メー ワール 地 方 の 小 さな 商 業 都 市 カパ ーサ ソの郊 外 に あ る ババ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー

(Baba　 Diwana　 Shah,以 降 特 に 断 りの な い限 り本 論 文 では ババ な い しバ バ ・デ ィ ワナ

・シ ャー と表 記 す る)の 聖 者 廟 もそ の よ うな宗 教 的 実 践 の 場 の1つ で あ った
。 しか し,

1980年 代 後 半 か らイ ン ド社 会 に お い て 宗教 ナ シ ョナ リズ ムの 言 説 が 急速 に広 ま る過 程

と歩 調 を 合 わ せ る よ うに して,バ バ の聖 者 廟 は純 粋 な イ ス ラ ー ム的 空 間 へ と変 貌 を遂

げ つ つ あ る。 そ の 過 程 に つ い て は,既 に 別 の 拙 稿 で 検 討 を 加 え た(三 尾1998;

2000a)が,こ こ で は本 論 で対 象 とす る聖 者 廟 に も深 く関連 す る問 題 と して,宗 教 ナ

シ ョナ リズ ムが イ ン ドの 宗教 空 間 の あ り方 に与>xた 影 響 に つ い て簡 単 に ま とめ て お き

た い 。

　 イ ソ ドに お け る宗 教 ナ シ ョナ リズ ム は19世 紀 後 半 以 降 政 治状 況 の変 動 に合 わ せ て何

度 か 高 揚 期 と退 潮 期 を迎 え て き た が,80年 代 後 半 以 降 イ ン ド人 民 党(BJP)な どの キ ャ

ソペ ー ソを 通 じて ヒ ソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムが 広 範 な 支 持 を 集 め る 中 で,現 代 イ ン

ドの 政 治 ・社 会 に お け る 支配 的言 説 とな った 。 イ ソ ド人 民 党 に代 表 され る ヒ ン ドゥー

・ナ シ ョナ リス トは ,外 に ム ス リム とい う敵 を,ま た 内 に 「母 な る イ ン ドの大 地 に 生

まれ 」 数千 年 に及 ぶ ヒ ン ドゥー教 の伝 統 に 育 まれ て きた 人hを 想 像 し,汚 れ な き 「ヒ

ン ド ゥー」 に よる イ ソ ド国家 を 建 設 す る こ とを 呼 びか け た。 まさ に ヒ ン ドゥーに よる

�s
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「想 像 の 共 同 体」 の建 設 こそ が彼 ら の 目標 で あ った 。 彼 らに よれ ば,イ ス ラー ム教 も

ムス リム もイ ソ ドに と って は異 物 で あ り,栄 光 に 満 ちた ヒ ン ドゥーの伝 統 を 汚す もの

で あ った 。 そ して,独 立 以来 イ ソ ドの政 権 を 担 って きた イ ソ ド国 民会 議 派 の標 榜 す る

世 俗 主 義 は 実 際 の と ころ は ヒ ソ ドゥーを 軽 視 し,ム ス リムな どの 少数 者 を偏 重 す る も

ので あ る と攻 撃 した1)。彼 らの訴 え は,ラ ジ ー ヴ ・ガ ンデ ィー政 権 下 で の 経 済 改 革 以

降 急 速 に 数 を 増 し,豊 か に な った都 市 部 の中 産 ヒ ソ ドゥーを 中 心 に 急速 に 支持 を拡 大

して ゆ く。

　 イ ソ ド人 民 党 の 掲 げ る ヒ ソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムが 都 市 部 を 中 心 に 支 持 を得 た の

は,田 中 が 指 摘 す る よ うに(田 中1995)aイ ン ドの 近 代 的 な 経 済 発 展 を 促進 す る よ う

な主 張 が 含 まれ て い た か らだ と考 え られ る。 中 で も重 要 なの は,言 語 や カ ース トな ど

の相 違 を 越 えた 均 質 な 国 民 を創 り出 さな けれ ぽ な らな い とい う主 張 で あ った 。 また ヒ

ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムは親 族 や カー ス トな どの伝 統 的 な 社 会 紐 帯 を 否 定 し,そ こ

か ら近 代 的 な 個 人 の 析 出 を 促 す一 方 で,そ の個 人 に伝 統 的 な 共 同 体 に 代 わ る新 た な共

同体 を提 示 しよ うと して きた とい う特 徴 を合 わ せ も って い る2)0

　 ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ム が 大 衆 的 支 持 を 集 め た も う1つ の大 きな 要 因 と して

は,ナ シ ョナ リス ト勢 力 が い わ ゆ る ア ヨ ーデ ィヤ問 題 を政 治 的 な 中心 課 題 と し,大 衆

動 員 に成 功 した こ とが 挙 げ られ る。 ア ヨ ーデ ィヤ ・キ ャ ンペ ー ソの成 功 の理 由に は,

メデ ィア と儀 礼 的 行 為 とを 巧 み に ミ ック ス し大衆 の想 像 力 に訴 え た宣 伝 戦 略 の巧 妙 さ

が よ く指 摘 され る3)0筆者 は,そ れ に加 え て,こ の キ ャ ンペ ー ソでは ア イ デ ソテ ィテ ィー

の強 化 が宗 教 空 間 の境 界 の 問 題 と巧 み に 重 ね 合 わ され た 点 も大 衆 の支 持 を 拡 大 す る大

きな 要 因 だ った と考 え る。 自他 の アイ デ ソテ ィテ ィ ーの厳 格 な 区分 とい う本 来 抽 象 的

な ア イ デ ソテ ィテ ィー の問 題 は,ア ヨ ーデ ィヤ とい う神話 的 磁 力 を帯 びた 場 所 の 占有

とそ の純 粋 な ヒ ン ドゥー化 とい う具 体 的 ・物理 的 な 問題 に転 化 され る こ とで,大 衆 へ

の 訴 求 力 を もつ に 至 った と考 え られ る の で あ る(三 尾2000a:141-142)。 自他 の 境 界

が 明瞭 な個 人 主 義 的 主 体 の 成 立 を 要 請 す る点 で,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムは グ

ローバ リゼ ー シ ョンへ の応 答 と して西 欧 近 代 主 義 的 な アイ デ ソテ ィテ ィ ーの確 立 を 促

す もの で あ った とい え るだ ろ う4)0

　 80年 代 後半 の宗 教 ナ シ ョナ リズ ム の言 説 は,ま ず ヒソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズム の形

を取 って イ ン ド社 会 を席 巻 す る に至 った 。 しか し,そ れ に 対 応 す る形 で ムス リムの側

に も,南 ア ジア の ムス リム の文 化 的 斉 一・性 と連 続 性 を 強 調 し,ム ス リム と して の純 粋

な アイ デ ンテ ィテ ィー を強 化 し よ う とす る動 き も顕 著 とな って きた とい う指 摘 もあ り

(Hasan　 1998:15-16),宗 教 ナ シ ョナ リズ ム は 単 に ヒン ドゥー の み の 言 説 で は な くな っ
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て い る。 ヒ ン ドゥー と ムス リム とを問 わ ず,純 粋 な宗 教 的 アイ デ ンテ ィテ ィー を も っ

た 諸 個 人 か らな る 「宗 教 共 同体 」 を イ メ ー ジ し,同 様 な 他 の 「宗教 共 同体 」 との境 界

線 の 明 確 な 断絶 を 求 め,対 抗 す る 「宗 教 共 同体 」 に 対 す る優 越 を強 調 し よ う とす る言

説 を,以 後,イ ン ド独 自 の用 語 法 に 基 づ い て 「コ ミュ ナ リズ ム 」 と呼 ぶ こ とに し よ

う5}0

　 カパ ー サ ンの パ パ ・デ ィ ワナ ・シ ャーの 聖 者 廟 の アイ デ ンテ ィテ ィーは,ま さ に こ

の コ ミsナ リズ ム が イ ン ド社 会 全 体 を 覆 う状 況 に お い て 問題 化 し,ム ス リム の側 が 宗

教 空 間 の純 粋 な イ ス ラー ム的 ア イ デ ンテ ィテ ィーを 求 め る中 で イ ス ラ ーム化 した もの

で あ った。

　 しか し,拙 論 で 触 れ た よ うに(三 尾2000a=171-173),イ ス ラ ー ム化 が 進 行 す るバ

バ の聖 者 廟 の外 側 で は,バ バ に ヒソ ドゥー と して 仕 え た 弟子 の墓 廟 が ,コ ミュナル な

言 説 に よる信 仰 空 間 の支 配 を 避 け るか の よ うに建 設 され た。 こ こに は,バ バ の 以 前 の

聖 者 廟 とは ま た異 な る形 で,ヒ ン ドゥー的 と もイ ス ラ ー ム的 と もつ か な い独 自の 宗 教

空 間 が姿 を現 して い る。さ らに そ の後,カ パ ー サ ンか ら遠 く離 れ た 別 の 町 の郊 外 に も,

この弟 子 の そ の また 弟 子(こ ち ら も ヒン ドゥーで あ る)の 墓 廟 が 営 まれ る よ うに な っ

た。 ま た カ パ ーサ ソにお け るバ バ の 弟 子 の廟 も よ り複 雑 な構 造 を備 えた 墓 廟 に 改築 さ

れ る な ど,イ ス ラ ー ムに 連 な るス ー フ ィズ ム と ヒ ン ドゥー的 宗 教 実 践 とが 融 合 しあ う

よ うな境 界的 信 仰 空 間 が 維 持 され,ま た発 展 させ られ て きて い る。

　 ス ー フ ィー聖 者 廟 や そ の伝 統 に 連 な る墓 廟 に お け る ム ス リム と ヒン ドゥー との 関 係

や,ヒ ン ドゥー に と って のス ー フ ィ ー聖 者 廟 信 仰 の意 味 に関 す る先 行 研 究 は,研 究 の

数 自体 が非 常 に限 定 され た もの とな って い る。 ま た それ らの先 行 研 究 は,廟 信 仰 へ の

ヒ ン ドゥー の参 加 自体 が 限 定 的 な もの に と どま り,か つ ヒ ン ドゥー的 な 浄 ・不 浄 の世

界 観 の 中 で ス ー フ ィー聖 者 が 劣位 に位 置 づ け られ る とい う極 端 に ヒソ ドゥー中 心主 義

的 な捉 え方(van　 der　Veer　1994b:207)か,逆 に聖 者 廟 そ の もの が ヒ ソ ド ゥーの神 の地

を制 圧 した と い う世 界 観 の 上 に成 り立 って い る とい うイ ス ラ ー ム中 心 主 義 的 な観 点 か

らの把 握(Currie　 1989:..iの ど ち らか に な る こ とが 多 か っ た。 つ ま り,中 心 の軸 足

を ど ち らか に置 くか の違 い は あ って も,中 心 に な る宗 教 伝 統 が 他 方 を 劣位 者 と して包

摂 す る とい う形 で の 静 態 的 な構 造 と して両 者 の関 係 を 捉 え る見 方 が 主 流 とな って きた

の であ る。

　 我hの 対 象 とす る聖者 廟 に お い て は,ヒ ソ ドゥーの 参 加 は 限 定 的 で は な く,廟 信 仰

の 中 心 的 役 割 を 果 た して い る。 ま た ヒ ソ ドゥー教 的 世 界 観 とス ー フ ィズ ム的 世 界 観 と

は,ど ち らか が も う一方 を包 摂 す る よ うな関 係 に あ るの で は な い 。 む しろ廟 信 仰 の 当
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事者たちは,「超人間的な力を引き出すために,(ヒ ン ドゥーやイスラームの)効 力の

あるあれ これの方策を恣意的に用い」(Eaton　1993:281),意 図的に ヒンドゥー教的 と

もスーフィズム的ともいいがたい境界状況的な宗教空間を作 り出そ うとしているかの

ようなのである。

　イー トソの研究はコミュナ リズムが社会を覆 う以前のべソガル農村部における宗教

的実践のあ り方に焦点が合わせられている。 しか し,本 論で取 り上げる聖者廟は,宗

教の政治化が急激に進行して,コ ミュナ リズムの言説が社会を生きる人々の多くに内

面化されつつある状況の中で成立したものである。

　本論の目的は,上 記のような国家や社会の大きな動きの中で境界状況的な信仰を実

践する人々が,自 らの信仰をどのように捉え,自 らを取 り巻 く大状況とどのように交

渉 しながら,自 らの宗教実践をいかに維持しようとしているのかを,民 族誌的に明ら

かにすることにある。

　異なる2つ の宗教の間の交流や宗教的実践の融合を指す概念 としては,シ ソクレ

ティズムという用語が最も一般的であろ う。 しかし,こ の用語は融合 した宗教的実践

が何らかの実体的体系を備えることを含意す る危険がつきまとう(Mayaram　 1998:

287-288)。 我 々の事例では,宗 教的実践のあ り方や意味つげは周囲の状況 との応答の

中で常に変動 してお り,何 らかの教義体系が実体的に存在 しているわけではない。 ヒ

ソドゥー教的世界観や実践とイスラーム的なそれらとが混濡する状況は確かに見出せ

るが,我hは それを常に動態的な過程 として捉えなけれぽならない(Shaw　 and

Stewart　1994:7}o

　広 く異文化間の融合という現象を指す概念としては近年 「ハイプリデ ィティ」 とい

う用語 も定着 しつつある。 この概念は,体 系化した既存の宗教や言語の境界が侵犯さ

れ,越 境的な空間において異種混濡性が生ずる状況に注目したものであるが,基 本的

には大量の移民,異 文化間の婚姻,超 国家的なアイデンテ ィティーなどによって特徴

づけ られる現代先進諸国の都市的状況に限 って用 いられて きてお り(Mayaram

l998:286-287),そ の意味で汎用性が うすい。また大杉が指摘するように,ハ イブリディ

ティはポス トモダソな文化状況を読み解 くキー ・コンセプ トとして多用されながら,

異種混濡状況を意図的に生きる人々の背後にそこから脱け出したはずの近代的な 「主

体」をひそかに措定 し,そ の 「戦略的計算」を強調するとい う矛盾を抱え込んでい

る6)0

　本論文で取 り上げる聖者廟信仰に中心的な関与をしてきた信者たちの廟の造営や廟

における宗教的実践にのぞむ態度に,現 代南アジアの状況を生き抜 くための戦略的計
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算を読み込むことは客観的には可能かもしれない。 しか し,本 論で詳述するように,

当事者たちは自らの宗教的実践の創造や維持における主体性を否定する。筆者はこの

ようにまさにヒンドゥーとイスラームのはざまにあって独自の宗教的実践を維持 しつ

つ,なﾘ自 らの主体性を否定することにこそメーワール地域の聖者廟信仰の特質が見

出せると考えている。

　 コミュナ リズムの要請する近代的主体への自己の回収を避けて,は ざまに維持され

る信仰の実践を指す概念として,本 論ではマーヤーラームにならって 「境界状況的宗

教実践」 とい う用語を用いてゆ くことに しよ う(Mayaram　 1998:288-289;ま た

1997:36-39)。 マーヤーラームはラージャスターソ州北東部からデ リー近郊にかけて

の地域に暮らすメナの宗教的実践のあ り方を指 してこの用語を用いている。 メオの宗

教的実践は持続的な共同体に基盤を置 くものであ り,そ れ故にマーヤーラームの論考

では境界的曖昧さを強固に維持 しようとするメオの実践が土着的 ・伝統的傾向として

強調されて捉えられている。本論で取 り上げる宗教的実践は共同体に基盤を置 くもの

ではなく,む しろ新興のセクト型の教団における実践 という性格が強い。本論は,境

界状況的宗教実践は,共 同体の伝統に基盤を置かなくとも,コ ミュナリズムへの応答

として現代的な状況においても生 じうることを示す ものである。

　本論文は全部で5章 からなる。序章に続 く第2章 では,カパーサンにあるババ ・ディ

ワナ ・シャーの一番弟子の墓廟を取 り上げ,こ こに眠る聖者の行動や墓廟の構造に関

する記述 ・考察を通 じて,こ の廟に展開する宗教実践の特異な性格を整理する。第3

章では,第2章 で取 り上げた聖者の愛弟子の墓廟を取 り上げる。 ここでは,第2章 の

廟とはまた微妙に異なる形で境界状況的な宗教実践が維持されてきた。その成立過程

を捉えるとともに,こ の廟の成立が第2章 で取 り上げる墓廟の現在に大きな影響を与

えることになった背景を把握することがこの章の目的の1つ となる。第4章 では2つ

の墓廟をとりまく信仰 と政治の状況を総合 し,結 論にあたる第5章 と合わせてこれら

の墓廟の宗教実践の特質を検討する。

　本論の主たる対象である2つ の聖者廟についての記述に入る前に,次 節でこれらの

廟信仰の出発点 となったババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟の沿革7)を 簡単にまとめて

おくことにする。

1.2バ バ ・デ ィ ワ ナ ・ シ ャ ー 廟 の 沿 革

　 バ バ ・デ ィワナ ・シ ャー の聖 者 廟 は,メ ー ワール地 方 の 中心 都 市 ウ ダイ プ ール と古

都 チ ッ トー ル ガ ル を 結 ぶ 幹 線 道 路 の 中 間 に位 置 す る商 業 都 市 カ パ ー サ ンの 郊 外 に あ
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る。 廟 の 敷 地 面積 は現 在 の建 物 群 の周 りにあ る草地 も含 め て30ビ ガ ー余 り(1ビ ガ ー

は 約0.74ha)で,面 積 だ け か ら い え ば ラ ー一ジ ャ ス タ ー ソで も最 大 規 模 の ス ー フ ィー

聖 者 廟 で あ る(写 真1)。 廟 の 建 設 は1940年 代 末 頃 か ら始 ま った が,そ れ 以 前 に パ パ は

カパ ーサ ンで 長 い 間 活動 を続 け,多 数 の弟 子 が 彼 の も とに集 ま る よ うに な って いた 。

　 記 録 に よ る と8),・ミ・ミは1875年 頃 今 日の グ ジ ャ ラ ー ト州 の小 さ な 町 に 生 まれ,聖 者

に な る前 の 名 を ア ブ ドゥル ・ラ ジ ャ ク(Abdul　 Rajak)と い った 。 彼 の 家 庭 は 精 肉 加

工 を伝 統 的 職 業 とす る カサ イ ・ビ ラー ダ リー に属 して お り,こ れ は ムス リムの ビ ラ ー

ダ リー と しては 比 較 的 低 い 社 会 的地 位 に あ る と一 般 的 に見 な され て い る。 比較 的平 凡

な青 少 年 時 代 を 過 ご し,結 婚 して1男 を も うけ た後,1900年 頃 女 性 問 題 を き っか け と

して家 庭 生 活 を放 棄 し,修 行 に 入 る。

　 修 行 生 活 の詳 細 はは っ き り しな い が,お そ ら く1920年 代 末 頃 に メー ワール 地 方 の ク

リシ ュナ信 仰 の 中心 地 ナ トゥ ドワラ近 郊 に お い て,ス ー フ ィー の リフ ァイ ー教 団 の 聖

者 の も とで 見神 体 験 を成 就 し,自 ら も聖 者 とな った 。 そ の後,彼 は 師 の指 示 でバ バ ・

デ ィワナ ・シ ャ ー と改 名 し,1930年 代 初 頭 に は カパ ーサ ンに移 住 して弟 子 を集 め る よ

うに な った。

　 パ パ の 弟 子 に は初 期 か ら ヒ ソ ドゥーが 多 く,中 で も有 力 な 弟 子 とな った の が バ リ ・

ラ ー ム ・クマ ワ ッ ト(Hari　 Ram　 Kumawat)や,ー マ ンギ ー ・プ ール ・ヴ ャ ース(Mangi

写 真1バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー廟 の 建物 群
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Lai　Vy縱)な どで あ った 。 弟 子 た ち の 多 くは バ ラモ ソで,そ の 多 くは 教 員 や 地 方 官 僚

に な って お り,当 時 の メ ー ワール 社 会 で は 知 的 エ リー ト階層 に属 して いた と考 え られ

る。メー ワール に隣 接 す る シ ロ ヒ藩 王 国 の マ ハ ラジ ャ もバ ・ミの 熱 心 な 弟 子 で あ った し,

メ ー ワ ール藩 王 も しば しぼ 使 者 をバ バ の 寓 居 の も とに遣 わ して い た とい う。 一 方,バ

バ の ムス リムの弟 子 は 多 くが チ ーパ(ChiPa)と い うムス リム の 中 で は 中下 層 の ビ ラ ー

ダ リー 出身 者 が 多 か った 。 例 え ば イサ ー ク ・チ ーパ(ls緻　 ChiPa)と そ の 家族 や,マ

フ ム ー ド ・チ ーパ(Mahum棈　 Chipa)な どが 古 くか らの ム ス リム の弟 子 であ った 。 彼

らは ス ー フ ィ ーの伝 統 的 な儀 式 を 行 って バ バ の 正 式 な 弟 子,ム リ ヅ ド(murid)と な っ

た9)0バ バ の弟 子 た ち は,ヒ ソ ドゥーや ム ス リムの 別 な く師 弟 問 の人 格 的 な親 愛 を 基

礎 と した 信仰 集 団 を形 成 して いた 。

　 バ バ の 昇 天 は西 暦1944年 の2月6日 に 成 就 され た。

　 バ バ の 昇 天後,彼 が 自 らの墓 廟 建 設 の た め に 購 入 して あ った土 地 の所 有 権 を め ぐっ

て,バ バ の 孫娘 や弟 子 た ち の間 に 紛 争 が 生 じる。 しか し,バ バ に最 も深 く愛 され,ま

た バ バ に最 も深 い敬 愛 を 捧 げ た の は 自分 た ち を お い て 他 に は な い と主 張 した バ リ ・

ラ ー ム と マ ソギ ー ・ラー ルが 最 終 的 に 土 地 の 管 理運 営 権 を確 保 し,バ バ へ の深 い敬 愛

の表 現 と して の聖 者 廟 の建 設 に湛 進 す る こ とに な った 。

　 墓廟 建設 に あ た って指 導 的 立 場 に 立 った の は バ リ ・ラー ム で あ った。 バ ・ミの昇 天 を

記 念 す る年 祭 ウル ス('urs)も この 頃 か ら 開始 され た 。 ウル ス に は ム リ ッ ドた ち も積

極 的 に協 力 した が,ウ ル ス の最 も重 要 な 儀 礼 は この 頃 か ら既 に バ リ ・ラー ムに よ って

執 行 され て い た。

　 1950年 代末 に は,バ バ が バ リ ・ラ ー ムの 夢 の 中 で 墓 廟 だ け で は な く付 属 の様 々な 施

設 も造 る よ うに と指 示 し,以 後 聖 者 廟 建 設 が 本 格 化 す る。 何 を ど こに どの よ うに 建 設

す べ きか の 指示 は そ の度 に全 てバ バ が 夢 で バ リ ・ラー ムに伝 え た とい う。

　 廟 の 建設 は 順調 に進 み,1970年 代 初 め,巨 大 な 正 門(ダ ル ワー ザ ー)の 竣 工 を も っ

て 一 応廟 の基 本的 な建 設 が 終 了 した 。 この 頃 か ら,パ パ の墓 に宿 る霊 力 に よ る救 済 ・

願 掛 け の た め に聖 者 廟 を訪 れ る一 般 参 詣 者 が 増 加 す る よ うに な った とされ る。 また,

こ の頃 か らパ パ の 高弟 で あ った ヒ ン ドゥー の弟 子 た ち が,バ リ ・ラー ム を も師 と仰 ぐ

よ うに な る。 デ ヴ ィ ・ラ ー ル ・オ ジ ャ(Devi　 Lal　ojha)や オ ー ム ・プ ラ カ ー シ ュ ・

ヴ ャ ー ス(Om　 Prak縱h　 Vy縱)氏 な どの バ ラモ γが バ リ ・ラ ー ムの 有 力 な 弟 子 とな っ

て い った 。一 方,ノ ミバ の初 期 の頃 か らの 有 力 な 弟 子 で あ った マ ソギ ー ・ラール は,パ

リ ・ラ ー ム と い さか い を起 こ し,廟 の 信 者 集 団 か らは 次 第 に排 斥 され る よ うに な っ

た 。
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　 70年 代 以 降,聖 者廟 信 仰 は バ リ ・ラー ム とい う指 導 的 宗 教 者 の も とで,一 応 の安 定

期 に入 る。 しか し,1987年10月 に彼 が 昇 天 す る と,聖 者 廟 そ の もの も,ま た そ の信 仰

集 団 も新 しい 段 階 を 迎 え る こ とに な った。

　 バ リ ・ラ ー ムが 昇 天 す る と,イ サ ー クの 孫 に あ た る ニサ ー ル(Nis縒)氏 が バ バ の遺

言 を根 拠 に,廟 の 土 地 の所 有 権 は バ バ の孫 娘 に あ り,廟 の 管 理 運 営 や ウル ス で の秘 儀

執 行 の権 限は チ ー パの一 族 に あ る と主 張 した。 ヒ ン ドゥーの 弟 子 た ち は これ に抵 抗 し

た が,ニ サ ー ル らの働 きか け で ラ ー ジ ャス ター ソ州 政 府 の高 官 が 仲 裁 に 入 って,廟 は

州 の ワ ク フ ・ボ ー ドの管 轄 下 に 置 か れ る こ とに な り,実 際 の 廟 の 管 理 運 営 は チ ーパ の

一族 を 中 心 とす る ワ クフ委 員 会 が あ た る よ うに な った。 そ の後 廟 の管 理 運 営 を め ぐ っ

て,ム ス リムの 間 で激 しい抗 争 が 繰 り広 げ られ た が,ヒ ン ドゥー は 日常 的 な管 理 運 営

か らは 除 外 され,廟 の イ ス ラー ム化 が 急 速 に 進 め られ て い る。

2　 バ リ ・ラー ムの聖 者 廟

2.1変 成 す る墓 廟

バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ーの 聖者 廟 は現 在 も ラー ジ ャス タ ー ソ有 数 の ス ー フ ィー聖 者

写 真2　 1999年 現 在 の ・・リ ・ラー ムの 墓 廟
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廟 と して,願 掛 け や お 礼 参 りの た め に 訪 れ る多 数 の ム ス リムや ヒ ン ドゥー で常 に賑

わ って い る。 廟 は カパ ーサ ソの 中 心 か ら約3kmの と ころ にあ り,街 の 中 心 か らは パ

スが通 じて い る。 こ のバ ス道 路 の脇,バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の ち ょ うどは す 向 か

い に も う1つ 別 の 墓 廟 が ひ っそ りと建 って い る(写 真2)。

　 こ ち ら の墓 廟 は,2階 の上 に大 き な ドー ム(グ ソバ ジ)が 造 られ ては い る も の の,

煉 瓦 積 み の 表 面 に粗 く コ ソ ク リー トが 塗 られ た だ け で,仕 上 げ の 表 面 塗 装 の た め の

足 場 も見 当 た らず,造 成 途 中 で 放 り出 され た よ うな 印 象 を 受 け る。 バ ス道 路 か らは

30mほ ど も奥 に あ り,訪 れ る人 もババ の聖 者 廟 に 比 べ れ ば は る か に少 な い た め ,せ

わ しな い 巡 礼 た ち か らは 見過 ご され て し ま うか も しれ な い。 しか し,2階 部 分 の 回 廊

に は反 時計 回 り方 向 に墓 室 の周 りを 巡 って願 掛 け をす る ヒ ン ドゥーや ム ス リムの 姿 が

時折 り見受 け られ,こ こが 全 く見 捨 て られ た 墓廟 で は な い こと を うか が わ せ る。

　 この建 物 こそ が,パ リ ・ラ ー ムの 墓廟 で あ る。 序 章 で述 べ た よ うに バ リ ・ラ ーム は

1987年 に昇 天 す るが,弟 子 た ち は 彼 を現 在 墓 廟 の あ る地 に ヒン ドゥー と して は異 例 な

こ とで は あ るが 土 葬 し,廟 の建 設 を始 め た の で あ った 。

　 筆 者 が バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の調 査 を始 め た1995年 当 時,バ リ ・ラー ム の墓 廟

は まだ トタ ン屋 根 ぶ きの 平 屋 であ った(写 真3)。 墓 室 の 内部 に は 膝 の 高 さほ ど の コ

ン ク リー ト柵 が め ぐ ら され,そ の 中 に ビ ロー ドの 布 で 覆 わ れ た墓 が あ った。 墓 は 上 面

写真3　 1998年 以前 の バ リ ・ラー ム の墓 廟
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に何段かの切れ込みが入った直方体をしてお り,長 辺が南北軸に沿っていた。周 りの

柵には願掛けのための紐が無数にかけられ,こ こを参詣する者の数の多さを物語 って

いた(写 真4)。 十葬 とい う形態や墓の形などは,明 確iにイスラーム式の葬 り方であ

る。

　 この質素な墓廟は,1998年 に一気に今の形にまで改築される。即ち,か つての墓室

を一旦壊 し,オ リジナルな墓を密閉するように1階 部分の墓室を拡張 した後に2階 を

造 り,そ こにもう1つ の墓石を置き,さ らにその上にグソバジが築かれたのである。

2階 に至る外階段や2階 部分の回廊もその時に造 られたものだという。

　 2階 の墓室は八角形をしてお り,南 側 と西側に扉がある。墓石は1階 のオリジナル

な墓石の真上に,軸 が平行になるように置かれてお り,そ の周囲には膝たけの半分ほ

どの高さの柵が設けられている。柵は南側のみが途切れてお り,参 拝者はこの南側か

ら墓石に向か って脆き拝礼する。バ リ・ラームは頭部を北側にして,顔 のみ西に向

けて葬 られたとされているので,参 拝者はちょうどバリ ・ラームの足元に脆 くこと

になるのである。墓室全体の形をのぞけぽ,こ のように墓石が配置されることはスー

フィー聖者廟ではごく一般的なことである。 また墓を二重に し,通 常の礼拝用にコ

ピーの墓を作 って,地 下のオリジナルな墓の静詮を守ろうとすることも,ム スリムの

貴人やスーフィーの聖者の墓廟では普通に見られる伝統である。

写真4　 1998年 以前のパ リ ・ラームの墓廟 内の墓石
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　 と ころ が2階 の墓 室 に 入 る と,我 々は イ ス ラ ー ム的 な い しス ー ブ ィー的 な墓 廟 で は

決 して あ りえ な い 奇妙 な光 景 に 目を 奪 わ れ る こ とに な る。 墓 石 の頭 部 側,つ ま り墓室

の北 側 の壁 に壁 寵 が うが た れ,そ の ガ ラス 戸 の 内側 に バ リ ・ラ ー ムの 等 身 大 の 坐 像 が

安 置 され て い る の で あ る(写 真5)。 こ の石 膏 製 の坐 像 は,墓 廟 の 改 築 に合 わ せ て一

部 の弟 子 た ちが ラー ジ ャス タ ー ソ州 の 州都 ジ ャイ プ ー ル の土 器 造 り職 人 に 特 注 しバ リ

・ラー ム の生 前 の 写 真 を も とに 作 らせ た もの で
,顔 や パ グ リー(頭 に 巻 くタ ーバ ン)

な どに彩 色 が 施 され,か な り生 々 しい 印 象 を与 え る。 参 拝 者 は バ リ ・ラ ー ムの墓 石 の

足 元 で額 ず い た 後 に,坐 像 の 前 で額 ず く場 合 が 多 く,明 らか に この 像 は 礼拝 の対 象 に

な ってい る。 偶 像 崇 拝 を 厳禁 す るイ ス ラー ム の伝 統 に あ って は,聖 者 の生 前 の像 を作

り拝 礼 す るな ど考 え る こ と もで きな い異 端 的 な行 為 で あ る こ とは 言 うまで もな いだ ろ

う。

　 注 意 深 い 観 察 者 な らば,さ ら に この2階 の 墓 石 の形 状 も奇 妙 な こ とに 気 づ くだ ろ

写真5バ リ・ラームの墓廟に設置 された坐像
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う。 つ ま り,墓 石 は1階 の もの の 「コ ピー」 であ る こ とが 一 応 意 識 され,各 辺 の長 さ

や 高 さは1階 の も の と変 わ らな い。 だが,2階 の墓 石 は 上 面 が平 滑 に な っ て お り}イ

ス ラー ム式 の 墓 石 に 見 られ る よ うな階 段 状 の 切 り込 み や 頭 部 と足 部 を 示 す た め の起 伏

な どがつ け られ て いな い の で あ る(写 真6)。

　 墓 廟 が 増 築 され た1998年 は,墓 廟 を 管 理 す る トラス トが 墓 廟 の 正 式 名 称 をSant

Shri　Hari　Ram　 Saheb　 Samadisth縅(「 聖 者 バ リ ・ラ ー ム様 の サ マ デ ィーの 地 」)と す

る こ とを決 め た年 で もあ った 。 そ もそ もバ リ ・ラー ム の墓 廟 は イ ス ラ ー ム的 な 様式 で

造営 され て い た もの の,こ れ を イ ス ラ ー ム風 に マ ジ ャー ル と呼 ぶ のか ヒ ソ ドゥー風 に

サ マ デ ィー と呼 ぶ の か で す ら弟 子 た ち の間 で 混 乱 が あ った 。 弟 子 た ち の 総 意 が ま と

ま ったわ け で は な いが,墓 廟 を ヒン ドゥー的 名称 で 呼 ぶべ き とす る者 た ちが 一 応 の 主

導 権 を得 た の が1998年 だ った の であ る。

　 2階 に 石膏 像 を 置 い た り,墓 石 の 上 面 が 平 滑 に な って い た りす るの は,こ の 墓 廟 の

写真6　 バ リ ・ラームの現在 の墓廟の2階 の墓室
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名 乗 りと対 応 して の こ とだ と,廟 を サ マ デ ィ ー と呼ぶ 弟 子 た ちは 説 明す る。 つ ま り,

あ る種 の ヒ ン ドゥー聖 者 は 例 外 的 に土 葬 され る伝 統 が あ り,そ の場 合 そ の 地 点 に は立

方 体 で表 面 の平 板 な墓 石 が 置 か れ,こ れ こそ が サ マ デ ィー と呼 ぼ れ る。 彼 らの 主張 に

従 えぽ,バ リ ・ラ ー ムは ス ー フ ィ ーの聖 者 パ パ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ーに 仕 え て い た が,

彼 自身 は ま ぎれ も な く ヒン ドゥーだ った のだ か ら,ヒ ソ ドゥーの 聖 者 だ った こ とに な

る。 だ か らこそ 彼 の 墓 廟 は サ マ デ ィー と呼 ぶ べ き であ る し,墓 石 は 平 滑 で な けれ ぽ な

らな い と い うので あ る。

　 確 か に ヒン ドゥーの あ る種 の聖 者 が土 葬 され,そ の 墓 が サ マ デ ィー と呼 ば れ る こ と

は あ る。 こ の場 合,そ の 聖者 は モ ー ク シ ャの境 地 を 得 るた め の 修 行 を重 ね,最 終 的 に

瞑 想io>の 姿 勢 の ま ま こ の世 の生 を捨 て 去 った もの と され る。 こ の よ うな 聖 者 の 今 生

の終 わ り方 は 「サ マデ ィ ーを取 った」 と表 現 され,聖 者 は 別 の 形 の 生 を 生 きる こ とに

な った ので あ って,通 常 の意 味 で の死 を迎>xた わ け で は な い と考 え られ て い る。 サ マ

デ ィー を取 った 聖 者 の 体 が 焼 か れ る こ とが な い の は,彼 が 死 ん だ の で は な く,「 ま だ

生 きて い る」 か らな の で あ る。 聖 者 は サ マ デ ィーの 姿 勢,即 ち 禅 の瞑 想 と同一 の姿 勢

で土 中 に埋 め られ る。 そ の上 に置 か れ る 「墓 石 」 が 立 方 体 に な って い る の は,真 上 か

ら見 た サ マ デ ィ ーの 姿勢 が ち ょ う ど方 形 に な って お り,サ マ デ ィ ーを取 った ま ま生 き

る聖 者 の い る地 点 を 示 す の に適 切 だ か ら と説 明 され る。 この場 合 サ マ デ ィー の 石ii)

の各 面 は 基 本 的 に 平 滑 で あ る が,石 に は何 の 覆 い もか け な い 。 また 石 や サzデ ィー を

取 った 聖 者 か ら何 らか の霊 的 な 力 が発 出す る こ とは な い た め,こ こを願 掛 け の ため に

訪 れ る よ うな 人 は い な い し,ま してや 聖 者 の 昇 天 や 生 誕 を 記 念 す る よ うな祭 礼 が 行 わ

れ る こ とは な い12)。

　 ヒ ソ ドゥー の聖 者 の 一 般 的 な サ マ デ ィー と対 照 して み る と,「 サ マ デ ィ ー」 と して

の バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 はか な り変 則 的 で あ る こ とが わ か る。 パ リ ・ラー ム は瞑 想 の 姿

勢 で モ ー ク シ ャを 求 め な が ら この世 を 去 った とい うわ け で は な い 。従 って,瞑 想 の 姿

勢 で土 中 に 埋 め られ た の で は な く,横 た え られ て 埋 葬 され て い る。 だ か ら こそ,墓 石

の 形 状 は 横 た え られ た姿 勢 に合 わ せ る よ うに 直 方 体 な の で あ る。 さ らに墓 石 には あ た

か も ス ー フ ィ ーの聖 者 の それ にす る よ うに ビ ロー ドの 布 が か け られ た上 に ム ス リム の

聖 な る花 で あ るパ ラ の 花 び らが 散 ら され て す ら お り,こ の 点 で も い わ ゆ る 「サ マ

デ ィー」 とは 異 な って い る。 さら に,二 重 墓 の 構 造 に す る こ とは7ス ー フ ィー聖 者 廟

で は一 般 的 な の に対 し,ヒ ソ ドゥーの 聖 者 の 「サ マ デ ィ ー」 で は管 見 の限 り他 に 例 が

見当 た らな い。 ま た,こ の墓 廟 に は 癒 しや 願 い 事 の 成就 を求 め て訪 れ る人 々が 実 際 に

い る し,後 ほ ど述 べ る よ うに バ リ ・ラ ー ムの 昇 天 を 記 念 す る祭 礼 が弟 子 た ちを 中 心 に
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執行 され て い る な どの点 で も ヒ ン ドゥー聖 者 の 「サ マ デ ィー」 とは 明 らか に 異 な って

い る。 しか し,バ リ ・ラー ム の2階 の 墓 石 は表 面 が 平滑 で あ る点 で イ ス ラ ー ム的 な 墓

石 と も異 な り,な に よ り墓 室 に 偶 像 が あ る点 で こ こは純 粋 に イ ス ラー ム的 な 墓 廟 とは

言 い え な い し,実 際 に ここを 「サ マ デ ィ ー」 と呼 ぶ 人 々 もい る の で あ る13,/0

　 ラ ー ジ ャス タ ー ソの ヒ ソ ドゥーの 間 で は,聖 者 以 外 の遺 体 は通 常 焼 却 され14),墓 は

作 らな い 。骨 の大 部 分 は 焼 却 場(シ ャム シ ャ ー ン ・ガー ト)に 置 き去 りに し,一 部 を

近親 者 が 聖地 に運 び,そ こ で水 に流 す 。 一 方,ム ス リム は遺 体 を焼 か ず に埋 葬 し,墓

を 作 る。 これ は最 後 の審 判 に備 え るた め とされ る。 ス ー フ ィズム の信 者 は こ の最 後 の

審 判 の 際,肉 体 を取 り戻 して よみ が え った ス ー フ ィーの聖 者 が 自分 の信 者 の贈 罪 を 神

に と りな して くれ る と信 じて い る。 もち ろん ヒン ドゥーに は最 後 の審 判 とい う概 念 は

な く,彼 らの 魂 は モ ー ク シ ャを 得 て 輪 廻 を 解 脱 す る まで 何 回 も転 生 す る と信 じて い

る。 ヒン ドゥーが遺 体 を焼 き,墓 を 作 ら ない の は,死 後 の魂 が この世 へ の一 切 の 執 着

を捨 て,輪 廻 転 生 の輪 か ら抜 け 出 して モ ー クシ ャを 得 られ る よ うにす る た め な の であ

る。 生 前 の体 が残 って い て は,魂 が この世 に 戻 って きて し まい,場 合 に よ っては 人 々

を愚 依 で 苦 しめ る こ とす らあ る とされ る15)。

　 こ の よ うに,死 後 に遺 体 を焼 くか 焼 か ない か の 違 い は,死 後 の魂 の行 く末 が ど うな

るか とい う信 仰 に 根差 す違 い で あ り,当 事 者 の 宗 教 的 アイ デ ンテ ィテ ィー の根 本 に関

わ る 問題 で あ る16)0だ が,バ リ ・ラ ー ム の墓 廟 で は祀 られ て い る聖 者 の死 後 の魂 の運

命を 左 右 す る よ うな 重 大 な 点 が曖 昧 な状 態 に され,イ ス ラ ー ム的 要素 と ヒ ソ ドゥー的

要 素 が奇 妙 な 形 で 融 合 して い る の で あ る。

　 バ リ ・ラ ー ムの 墓 廟 の ア イ デ ンテ ィテ ィーの 曖 昧 さは,墓 廟 の 構造 だ け に と どま る

もの では ない 。 墓 廟 で と り行 われ る儀 礼 や 祭 礼 のあ り方 に も曖 昧 さが つ き ま と う。

　 墓 廟 で は,毎 日夕 方,メ ー ワ ール地 方 の他 の ス ー ブ ィー聖 者 廟 で の そ れ と よ く似 た

ロ ーバ ー ソの 儀 式17)が 行 わ れ る。 ローパ ー ソは墓 室 を 香 の 煙 で満 た し聖 者 の 墓 を よ

り光 栄 あ る も のに す るた め に,メ ー ワー ル地 方 の ス ー フ ィー聖 者 廟 の 場 合 に は,夕 刻

の マ グ リブ の ナ マ ー ズの 直 前 に 行 われ る。

　 ヒ ン ドゥー の寺 院 や サ マ デ ィーで あれ ば,夕 刻 には 神 像 や サ マ デ ィーに 対 す る ア ー

ル テ ィ とい う礼 拝 の儀 式 が 行 わ れ るの が 普通 で あ る。 そ の際 は,神 像 や サ マ デ ィー に

仕 え る者(プ ジ ャ リとい う)が ギ ー(牛 乳 か ら作 った 精 製 油)に 綿 の 紐 を た ら して 火

芯 に した 灯 明 に 火 を灯 し,こ の灯 明 を 体 の前 で 回 しなが ら鐘 を 振 っ て,神 像 や サ マ

デ ィー を聖 別 す る。 い あ わ せ た 者 た ち は,太 鼓 や 鉦,そ れ が な け れ ば 手 を た た き,

ア ール テ ィの歌 を唱 和 して 神 や聖 者 を た た え る。 ロー パ ー ソが 静 誰 な 雰 囲 気 に つ つ ま
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れ て 行 わ れ るの に対 し,ア ー ル テ ィは 神 像 に 神 聖 な る存在 を 呼 び込 も う とで もす るか

の よ うに 大 音 声 と と も に 行 わ れ る の で あ る 。 しか し,こ の バ リ ・ラ ー ム の 「サ マ

デ ィー」 で は ア ール テ ィは 一 切行 わ れ て い な い 。

　 さて,筆 者 が 参 列 す る こ と の で きた こ の墓 廟 の ロー バ ー ソの 際 に は,私 の他 に バ

リ ・ラ ー ム の 有 力 な 弟 子 の1人 で あ った オ ー ム ・プ ラ カ ー シ ェ ・ヴ ャー ス 氏(以 後

オ ーム氏 と表 記 す る)と,常 に この墓 廟 の管 理 や 清 掃 に あ た って い る侍 者18),及 び こ

の墓 廟 で病 が 癒 され て 以 来 毎 日この ロー パ ー ンに列 席 してい る とい うヒ ン ドゥーの 男

性 の3人 が参 加 した 。 そ の 次 第 は 以下 の よ うで あ っ た。 即 ち,

①ナーム氏が緑色の布を頭に巻き,南 側の入 り口で額ずいてから墓室に入 り,墓 の

　北西側に立つ。

②それに続いて侍者ともう1人 のヒンドゥー(彼 らは柄物のハンカチを頭に巻いて

　 いる)が 南側の入 り口で額ずいて墓室に入 り,オ ーム氏の脇に立つ。

③侍者たちが香炉に香を入れr火 をつけて墓の北西部分の脇に置 く。

④オーム氏がろ うそ く2本 に火をつけ,1本 ずつ侍者らに渡す。

⑤侍者たちは火のついたろ うそ くを頭上に掲げ瞑目する。オーム氏は何か大切なも

　のを捧げ持つかのような形で両手の平を内側に向けて開き,両 腕をゆるやかに曲

　げ,手 の平を顔 よりやや下のあた りに保って(こ の姿勢はナマーズの際のムスリ

　 ムの祈 りの姿勢の1つ を連想させるものである)無 言のまま瞑 目する。 しばらく

　後,ろ うそ くは墓の北側の床に置かれる。

⑥オーム氏は香炉に香を多めに加え,煙 をもくもくと立たせた後,香 炉を捧げ持っ

　て反時計回 りに墓石の周囲を1周 する。

⑦香炉を持 ってバ リ・ラームの石膏像の前に来ると,一 度立ち止まり,ガ ラス戸の

　前で像に向か って左から右に香炉を動かす。

⑧香炉 とろうそ くを墓室の西側入 り口脇の北側にある網窓の桟の部分に置 く。香の

　煙が網戸から外に出て行 く。

⑨侍者たちはろうそ くの火に手をかざし,そ れを頭につける。

⑩ナーム氏は墓室の外に参集 していた他の信者たち5～6人 ととともに墓室の外の

　回廊を反時計回 りに回 り歩 く。

⑪オーム氏は反時計回 りに3周 した後再び墓室に入 り,墓 石の北西側のすみに立 っ

　て東側を向き両 手を合わせて無言で瞑 目する。信者たちは回廊を自分たちの望む

　回数だけ回 り,三 々五 々帰って行 く。
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　 ローバ ー ン自体 が ス ー フ ィー聖者 廟 の伝 統 に従 うも ので あ る以 上 当 然 の こ と とい え

る で あ ろ うが,こ の 墓 廟 の ロ ーパ ー ンは イ ス ラ ー ム的 な儀 式 を 意 識 して 行 わ れ て い

る。 例 えば ① や ② で頭 に 緑 色 の 布 や,た とえ それ が 柄 物 で あ って もハ ソ カチ を 巻 く こ

とは,ヒ ン ドゥーが ス ー フ ィー聖 者廟 を訪 れ る際 に よ く見 られ る行 動 様 式 で あ る。 ま

た香 炉 も他 の ス ー フ ィー聖 者 廟 の もの と同一 の形 の真 鍮 製 であ る し,香 や ろ うそ くが

使 わ れ る の も,⑤ の オ ー ム氏 の 祈 りの 姿勢 もイ ス ラー ム的 な儀 礼 の 様 式 を 思 わ せ る。

さ らに この儀 式 の タ イ ミソ グ も,バ リ ・ラー ム が仕 え たバ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の

マ グ リブ の ナ マ ー ズに 合 わ せ る よ うに して行 わ れ て い る。

　 しか し,こ の ローバ ー ソに も他 の ス ー フ ィー聖 者 廟 では 見 られ な い,イ ス ラ ー ム的

な様 式 か らす れ ば 逸 脱 と思 わ れ る よ うな 点 が散 見 され る。 まず,こ の 廟 で は ロ ーバ ー

ンに続 い て ナ マ ー ズが 行 わ れ る こ とは な い。 そ もそ もこ の廟 で は ナ マ ー ズそ の もの が

行わ れ て い な い の で あ る。 また,他 の 廟 で は祈 りが全 く無 言 で行 わ れ る こ とは な い 。

祈 りの際 に は 法統 の系 譜 が 預 言 者 ム ハ ソ マ ドか らそ こに眠 る聖 者 ま でず っ と唱 え られ

た り,ク ル ア ー ソの一 節 が 唱 え られ た りす るの が 普通 で あ る。 こ の墓 廟 の ローバ ー ソ

が モデ ル に して い る と思 わ れ るバ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー の廟 で は,ロ ーバ ー ンの 前 に

バ バ が 自 ら作 った と伝 え られ る アル ジ ヤ(Arjiya)19)が キ ドマ ッ ト(廟 の侍 者)に よ っ

て朗hと 唱 え られ る。 この ア ル ジ ヤは バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 でバ バ の昇 天 直 後 か

ら唱 え られ続 け て きた もの で,バ バ の廟 に 長 く出 入 りして きた者 な ら誰 もが 暗 訥 で き

る と され る。 バ リ ・ラー ム の弟 子 で あ った オ ー ム氏 も当 然 この ア ル ジ ヤ を知 って い る

のだ が,バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 で は何 も朗 諦 せ ず 無 言 の ま ま祈 るの み で あ る。

　 後 で述 べ る よ うに,オ ー ム氏 は バ リ ・ラー ムの 弟 子 の 中 で彼 の墓 廟 を 出来 る限 りイ

ス ラ ー ム風 に 保 つ べ きだ と主 張 す る グル ー プの 指 導 者 的 存 在 な の だ が,そ の彼 で あ っ

て も バ リ ・ラ ー ムの墓 室 の 中 で クル ア ー ソを 朗 論 した り,バ バ ゆ か りの ア ル ジ ヤ を唱

えた りす る こ とに た め らい を 覚 え て い る。 また ⑪ に 見 られ る祈 りの姿 勢 は完 全 に ヒ ソ

ドゥー の そ れ を 思 わ せ る20)な ど,ス ー フ ィー聖 者 廟 的 で あ りなが ら,完 全 に そ うで

は な い とい うバ リ ・ラ ー ムの墓 廟 の曖 昧 な性 格 は 毎 日の 信 仰 実 践 に も表 れ て い る とい

え る だ ろ う。

　 この曖 昧 さは,バ リ ・ラ ー ムの年 忌 祭 に よ り強 く見出 され る。

　 年 忌 祭 は,廟 に 祀 られ る聖者 が昇 天 した 日を 祝 って 行 わ れ る。 ス ー フ ィー の聖 者 は

通 常 の意 味 で死 ぬ こ とは な く,昇 天 は聖 者 が 熱 烈 に 愛 す る神 と永 遠 の 合一 を果 た した

瞬 間 と され る。 そ れ ゆ え,年 忌 祭 は ウル ド ゥー語 で 一 般 に 婚 礼 を 意 味 す る ウル ス と呼

ぼれ,ど こ の聖 者 廟 で も最 重 要 の祭 礼 と して盛 大 に 祝 わ れ る。 祭 礼 で は,聖 者 や ム ハ
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ソマ ドへ の 信 仰 を熱 烈 に歌 い上 げ る南 ア ジ アの ス ー フ ィ ズ ム独 特 の 宗 教 歌 カ ッ ワ ヅ

リーの 演 奏 会 や,聖 者 を婚 礼 に相 応 し く新 しい 衣 装 で 飾 り立 て る(こ れ は 聖 者 の新 し

い 「身 体 」 た る 「墓 石 」 を儀 礼 的 に 洗 浄 し,「 墓 石 」 に 白檀 の ペ ー ス トを 塗 り,真 新

しい ビ ロ ー ドの布 を覆 うとい う方 法 で 象徴 的 に表 現 され る)儀 礼,聖 者 を 婚 礼 に 送 り

出 す た め に婚 礼 の際 と同様 の 香 料 や 贈 り物 を贈 る儀 礼 な どが 中心 行 事 とな り,近 隣 に

住 む ム ス リムや 祭 礼 のた め に そ こを訪 れ た 人 々に無 料 の食 事 が 振 る舞 わ れ る こ と も よ

くあ る21)0メ ー ワ ール 地 方 の よ うに ム ス リム の 間 で イ ス ラー ム暦 が守 られ て い る地 方

で は,ス ー フ ィー聖 者 廟 の 年 忌 祭 もイ ス ラ ーム暦 に従 って 行 わ れ る。

　 バ リ ・ラー ムは1987年10月 に 昇天 した。 彼 の墓 廟 で は,毎 年 彼 の 昇 天 に あ た る 日を

中心 に 前 後3日 に わ た って年 忌祭 を行 って い る。 バ リ ・ラ ー ムの 師 パ パ ・デ ィワナ ・

シ ャ ー廟 の ウル スで は特 に 「墓 石 」 の儀 礼 的 洗 浄,即 ち グ スル ・キ ・ラ スム の儀 礼 が

最 重 要 と され る(三 尾1998:16-18)の に な ら って か,バ リ ・ラ ー ム の墓 廟 で も こ の

儀 礼 が 念 入 りに 行 わ れ る。 ここ で も 「墓 石 」を 覆 うビ ロー ドの布 を掛 け か え る時,「 墓

石 」=「身 体 」 は 象徴 的 に は裸 で あ るた め,特 に 近 い 弟 子 の み の行 う秘 儀 と して行 わ れ

る。 弟 子 た ち の 話 に よる と,バ ラ の香 水 で 丁 寧 に 「墓 石 」 を 洗 い,白 檀 の ペ ー ス トを

塗 り,ビ ロ ー ドの布 を掛 け か>xる な どの 手 順 は バ バ の廟 と変 わ らな い。 また こ の廟 で

も,宗 教 歌 の会 が催 され,無 料 の 食 事 の 振 る舞 い も小規 模 で は あ るが 行 わ れ て い る。

　 日常 的 な ロー バ ー ン とい い,年 忌 祭 が 行 わ れ て い る こ と とい い,こ の墓 廟 を 「サ マ

デ ィー」 とす る の に は奇 異 な 感 を 否 め な い。 先 に も記 した よ うに ヒ ン ドゥーの 聖 者 の

サ マ デ ィー では,聖 者 が サ マデ ィ ーを取 った 日を記 念 す る祭 礼 な どは 一 切 行 わ れ な い

し,そ もそ もサ マ デ ィーを 取 った 正確 な年 月 日す ら覚 え られ て い な い こ とが 多 い 。

　 一 方,バ リ ・ラー ムは 少 な くと も公 に残 され た記 録 や 証 言 に よ る限 りス ー フ ィズ ム

の儀 軌 に則 って パ パ の正 式 な 弟 子,つ ま りム リッ ドに な った わ け では な い 。 また 神 と

の合 一 体 験 を 成 し遂 げ た こ とを誰 か に認 め られ た わ け で もな く,そ れ を 自 ら主 張 した

こ とも なか った 。 す る と理 屈 の 上 で は彼 の昇 天 が 神 との 永 遠 の 合 一 の 達成 で あ った と

見 るの は 難 しい こ とに な る。 バ リ ・ラー ムは 少 な くと も公 に イ ス ラ ー ムの信 仰 告 白 も

してい ない の で,仮 に 神 と永 遠 に 合一 して い る のだ と して も,そ の 神 とは一 体 何 の神

な のか も考 え て み る と よ くわ か らな い。 従 っ て,彼 の 昇 天 を ス ー フ ィ ズム で い う とこ

ろの ウ ルス と呼 ぶ こ と も奇異 な感 を生 じさせ るの で あ る。

　 彼 の年 忌 祭 の タイ ミン グ も揺 れ て い る。 彼 を ス ー フ ィ ーの 伝統 に位 置 づ け よ うとす

る人hは,年 忌 祭 を イ ス ラー一ム暦 に従 い,サ フ ァル(Safar)月25日 を中 心 に 行 って い

る。 また 彼 らは この祭 礼 を ウル ス と呼 ん で い る。 しか し,彼 は結 局 ヒ ン ドゥーで あ っ
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た こ とを重 視 し,墓 廟 を 「サ マ デ ィー」 と呼 ぶ 人 々は,年 忌祭 もイ ス ラー ム の暦 では

な く,ヒ ン ドゥ ーの暦 に 従 うべ きだ と主 張 して い る。 ヒ ソ ド ゥー暦 で は,彼 の昇 天 は

カ ール テ ィ カ(K疵tika)月 の暗 半 月13日 日に あ た る。 イス ラ ー ム暦 が純 粋 太 陰 暦 な の

に 対 して,ヒ ン ドゥー暦 は太 陰 太 陽 暦 な ので,2つ の 暦 は毎 年ず れ て ゆ く。 この 結 果,

バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 で は年 忌 祭 が2回 行 わ れ る こ とに な って し ま った の で あ る22)0さ

らに年 忌祭 を ヒ ソ ドゥー暦 で 行 う人 々は,年 忌 祭 を ウル ス で は な く ヒ ソデ ィー語 では

入 滅 記 念 日を 意 味 す るマ ハ ー ・プ ラ ヤ ー ン ・デ ィ ワー ス と称 し,「 墓 石 」 の儀 礼 的 洗

浄 も ウル ド ゥー語 で グス ル ・キ ・ラ ス ム と呼 ぶ の で は な くヒ ソデ ィー語 で グ ラブ ジ ャ

ル ・キ ・ア ビシ ェー カ(文 字 通 りの 意 味 で は 「パ ラ水 の灌 頂 儀 礼 」)と 呼 び,共 食 も

ボ ー ジ ャ ン と ヒ ンデ ィー語 化 し,ま た 食 事 の内 容 も ヒ ン ドゥーの祭 礼 に供 され る もの

に 変 え て い る。 さ らに歌 の会 で も,カ ッ ワ ッ リーを 歌 うの で は な く,ヒ ソ ドゥー の ク

リシ ュナ神 に捧 げ られ た バ ジ ャ ン23)を 歌 うよ うに な って い る。 か くて 「神 と永 遠 の

合 一 を 果 た した」 とい う限 りな くイ ス ラ ー ム的 な 意 義 を もつ 祭 礼 が,ヒ ン ドゥー的 な

神 を 称 え る歌 と と もに祝 わ れ る とい う情 景 が 生 ず る こ とに な る。

　 こ の よ うに バ リ ・ラー ムの墓 廟 にお いて は,そ の 空 間構 成 を 見 て も,ま た そ こで の

儀 礼 的 行 為 を 見 て も,ス ー フ ィ ズム的 ない しイ ス ラ ー ム的 な様 式 と ヒ ン ド ゥー 的 な そ

れ とが 独 特 の形 で接 合 しあ った様 相 を 見 出す こ とが で き る。確 か に こ こに は シ ソ ク レ

テ ィ ックな状 況 が 生 じて い る。 こ こに願 掛 け や 癒 しを 求 め て 訪 れ る参詣 者 の 中 に は,

ヒ ン ドゥーの 他 に 少数 で は あ るが ム ス リム もお り,こ こが 宗 教 的 アイ デ ソテ ィテ ィー

の違 い を 越 え た 信仰 の場 に な って い る こ と も間 違 い な い 。

　 そ うで あ れ ぽ,こ こは ナ ソデ ィが い う よ うに,多 元 的 で 寛 容 な 南 ア ジア の 草 の根 レ

ベル の民 衆 の 信仰 の 本質 の表 れ で あ り(Nandy　 1990:70丘),宗 教 間対 立 とは無 縁 の多 文

化 共 存 的 で理 想 的 な 信仰 空 間 の代 表 例 と見 な して い い の で あ ろ うか 。 既 出 の 拙論 で も

指 摘 した が(三 尾1998:3-4),ナ ソデ ィら の よ うに イ ン ド村 落 部 の 「前 近 代 的」 一 般

民 衆 の信 仰 の あ り方 に現 代 イ ン ドの 「宗 教 共 同体 」 間 の紛 争 を 乗 り越 え る可 能性 を見

出そ うとす る視 点 に は,実 体 と して草 の根 レベ ル の民 衆 や そ の 本 質 的 寛 容 さを か な り

ナ イ ー ブ に想 定 して しま って い る危 険 が あ る よ うに思 わ れ る。 この 視 点 に 立 つ と,争

いは 常 に 外 部 か ら持 ち込 まれ る もの とな り,民 衆 は 外 部 の 権 力 に 操 られ るだ け の存 在

と捉 え られ る こ とに な って し ま う。

　 本 章 の 冒頭 で も示 唆 した よ うに,パ リ ・ラー ム の墓 廟 は 仕 上 げ を 待 つ 段 階 の ま ま}

造 成 が放 置 され て い る。1998年 に トタ ン屋 根 の 小 屋 が け か ら2階 建 て の廟 ま で一 気 に

仕 事 が 進 んだ のに,そ の 後 は 足掛 け4年 た った 今 も全 く作 業 が 行 わ れ て い な い 。 二重
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墓 構 造 に した 場 合 は,直 ち に下 の オ リジ ナル な墓 石 を 取 り除 い て も との盛 り土 だ け の

状 態 に戻 さな い と,下 の墓 か ら発 出す る霊 力が 上 の 墓 に 届 か な い と され て い る の に,

そ の 工 事 す ら行 わ れ て い な い の で あ る。 こ こには,バ リ ・ラ ー ムの 墓廟 を どの よ うな

性 格 の も の と捉 え るか に 関す る 弟子 た ち の間 の紛 争 が 絡 ん で い る。 この紛 争 に つ い て

は第4章 で よ り詳 し く検 討す るが,バ リ ・ラー ム の弟 子 た ち の 中 に は,墓 廟 を よ リヒ

ソ ドゥー的 な もの に しよ うとす る人 々 と,出 来 る限 りス ー フ ィー聖 者廟 的 な性 格 を保

ち続 け よ うとす る人 々が あ り,廟 の造 成 や 運 営 を め ぐって 熾烈 な 主 導権 争 い を展 開 し

て い る ので あ る。

　 1998年 に は 一 旦 前 者(以 降 「ヒ ン ドゥ ー化 」 派 と呼 ぶ こ とに し よ う)が 主 導 権 を

握 り2階 の 墓 室 が で きた の だ が,バ リ ・ラ ー ム の石 膏 像 が 置 か れ る と,後 者(以 後

「ス ー フ ィー廟 」 派)が 強 く反 発 し,以 後 廟 の 建設 へ の協 力 を一 切 拒 ん でい る。 「ス ー

フ ィ ー廟 」 派 に は オ ー ム氏 を は じめ 廟 の あ る カ パ ーサ ソに 住 む 者 が 多 い の に 対 して

「ヒ ソ ドゥー化 」派 は カ パ ーサ ソ在 住 者 が ほ とん どい な い た め,「 ス ー フ ィー廟 」 派 が

協 力 を しな け れ ば 廟 堂 の 建 設 は 事 実 上 で きな い。 また,「 ス ー フ ィー廟 」 派 は 下 墓 の

石 を 取 り除 くこ とに も抵抗 して い る。 も し下 墓 が 盛 り土 の 状 態 に 戻 る と,墓 石 の形 状

が 「サ マ デ ィー」 的 な もの の み に な って しま うか らで あ る。

　 また 次 節 で 詳 し く述 べ る よ うに,バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャーの 愛 弟 子 で あ った バ リ ・

ラー ムを バ バ の廟 内 で は な く,廟 の外 側 の現 在 の 場所 に 葬 る に 至 っ た プ ロセ スや そ

の埋 葬 方 法 を め ぐ って は,バ リ ・ラ ー ム の弟 子 た ち の 間 だ け で は な く,地 域 の ヒ ソ

ドゥーや ム ス リムを 巻 き込 ん だ論 争 が 起 こ り,一 時 は 警 察 が 出 動 す るほ どの 緊張 も生

じて い る。

　 バ リ ・ラ ー ム の墓 廟 は,弟 子 た ち相 互 や弟 子 た ち と彼 らを 取 り巻 く社 会 との 間 の紛

争 や 相 互 交 渉 の 渦 中 に あ って発 展 を遂 げ て きた も ので あ り,牧 歌 的 な 多文 化共 存 の場

とは 単 純 には 言 い え な い 性格 を は らん で い る。 む しろ,こ こは 利 害 の 複雑 に錯 綜 す る

人 々が 分 有 しつ つ も,な お 各 々の信 仰 や ア イ デ ソテ ィテ ィーを か け て 相互 に争 う宗 教

空 間 と捉 え るべ きで あ ろ う。 現 況 で は建 物 と して の廟 堂 の発 展 は 静 止 して い る が,こ

れ も緊 張 をは らん だ 静 止 で あ って,予 定 調 和 的 な体 系 の もとに 廟 が 完 成 した た め で は

な い。 墓 廟 の 運 営 に 利 害 を もつ2つ の グル ー プ(「 ヒ ン ドゥー 化 」 派 と 「ス ー フ ィー

廟 」 派)で,廟 の 解 釈 そ の もの に お い て も揺 れ が あ る こ とか ら もわ か る通 り,こ こに

は 支 配 的 な教 義 体 系 も存 在 して い な い。 序 章 で も述 べ た よ うに,我 々は こ こで実 体 的

な 教 義 と して の 「シ ソ ク レテ ィズ ム」 を追 い求 め るの で は な く,絶 え ざ る対 話 の プ ロ

セ スに 注 目す べ きな の で あ る。
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　それに しても,こ の墓廟における 「対話」や 「交渉」においては,誰 がどのような

信仰やアイデンティティーをかけてきたのであろうか。また実際どのようなプロセス

を経て,今 の墓廟が姿を現すことになったのであろうか。次節では墓廟に眠るバリ・

ラームその人のアイデンティティーをめぐる解釈の揺れにまず注 月し,境 界的な信仰

空間が生まれてくる微細なプロセスの解明に踏み出す ことに しよう。

2.2　 バ リ ・ ラ ー ム 開 かれ た アイデ ソテ ィテ ィー

　 バ リ ・ラー ム の宗 教 的 ア イデ ソテ ィテ ィーは,生 前 か ら ヒ ン ドゥー とム ス リムの 一

般 的 な 区別 を超 越 した もの だ った 。 彼 は 少年 の 頃 か らス ー フ ィー の聖 者 パ パ ・デ ィ ワ

ナ ・シ ャー の も とに親 し く出入 りし,バ バ の教 え を受 け た。 そ してバ バ の晩 年 に は パ

パ 自身 が 「自分 の昇 天 後,私 に 会 い た い と思 った らバ リ ・ラー ムを 見 よ。 私 の子 とい

>
xぽ,バ リ ・ラー ム で あ る し,私 の 弟 子 とい え ば,そ れ は バ リ ・ラ ーム で あ る」 と言

うza)ほ ど の 有 力 な弟 子 と な った 。 しか し,バ バ が 望 ま な か った こ と も あ り(三 尾

1998:24),彼 は少 な く とも公 には 改 宗 せ ず,従 って ス ー フ ィズ ム の儀 軌 に 則 った 入 門

式 を 行 って バ バ の ム リッ ドに な った わ け では な か った。 それ ゆ 〉僴2..,ババ の昇 天 後 に バ

バ の 信 者 集 団 の正 式 な 後 継 指 導 者(sajj疆a　 nashin,サ ッジ ャー ダ ・ナ シ ソ と称 され

る)と な った わ け で もな い(van　 der　Veer　1992:550-551)。

　 そ れ に もか か わ らず,彼 は 自ら の後 半 生 の全 て を か け て バ バ の 壮麗 な聖 者 廟 を造 り

上 げ,出 来 上 が った廟 堂 は マ ス ジ ッ ドや 巡 礼 の宿 泊 施 設 まで 備 え る ラ ー ジ ャス タ ー ン

で も一,二 を 争 う規模 の もの とな った。 さ らに彼 は バ バ の ウル ス を 他 の 弟子 た ち ど協

力 して 挙 行 し,自 らは そ の最 重 要 な秘 儀 グス ル ・キ ・ラ ス ムの 執 行老 とな る。 これ ら

の 行 為 は,バ リ ・ラ ーム の パ パ に寄 せ る 「愛 」 の証 を 具 体 的 な 行 為 の表 れ と して示 す

必 要 が あ った か らだ った こ と,ま た この よ うに熱 意 を もって 廟 の建設 や運 営 に尽 力す

る こ とに周 囲 の ムス リムは 抵抗 せず,む しろ喜 ん で バ リ ・ラ ー ムに 協 力 して い た こ と

な どは,既 に 別 の 拙 論 で 詳 説 した(三 尾1998:31-33)。

　 しか し,ム ス リムの 間 で は バ リ ・ラ ーム が ア イ デ ンテ ィテ ィーを 曖 昧 に した ま ま廟

を運 営 す る こ とを 疑 問 視 した り,問 題視 した りす る者 が全 くい なか った わ け では な い

よ うだ 。 ババ の廟 の 第2代 の ワ ク フ委 員 会 委 員長 の ・・フ ィ ー ズ ・モ ハ ソマ ド(Haflz

Mohammad)氏 は 次 の よ うに 語 る。 彼 は,小 学 校 の教 師だ った バ リ ・ラー ムが 担任 し

た生 徒 で,成 長 後 も彼 を 支 え て ウル ス で も役 割 を果 た して いた とい う。

　 　 ある時,カ パーサ ンの ムス リムが大勢でパ リ・ラームの部屋 を訪れ,「 この ま まあなたが廟

　 　 を動 か してゆ くと困 った ことが起 きるで しょう」 とバ リ ・ラームに詰め寄 った ことがあ り
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三尾　 聖者廟空 間におけるアイデ ンティテ ボ ー ポ リテ ィクスの生成 とその同避

ます。 それはつ ま り,あ なたは ムス リムになった のか,そ れ ともこれ か らムス リムにな る

のか,自 分の宗教は何なのかを宣言 して下さいとい う意味で した。イス ラー ムへの改宗 は,

大勢 のムス リムの前で,「 私はムス リムになる」 と宣言 して信仰告 白を述 べ,名 をムス リム

風に変 える ことが必要 です。 しか し,バ リ ・ラームは 「後 はなる ようにな るだ ろ う」 とだ

け答>x,ず っ と無言 を押 し通 しました。待 てど暮 らせ ど何 もしゃべ らないので,ム ス リム

は しびれ を切 らし部屋 を出て行 って しまい ま した。 バ リ・ラー ムは,皆 の前で信仰告 白を

したわけで もなければ名前も変 えなか った ので,ム ス リムではあ りません。

　 バ リ ・ラ ー ムは 自身 の 改宗 に抵 抗 を示 した ことが わ か るが,同 時 に彼 は 自 らの 口か

ら 「改 宗 しな い 」 と も 「ヒ ン ドゥー に と ど ま る」 と も明 言 して い な い こ とに も注 目 し

てお きた い 。 つ ま り彼 は 公 の場 で の改 宗 とい う行 為 は 拒 ん だ もの の,自 らの ア イ デ ン

テ ィテ ィーの 曖 昧 さ も同 時 に保 持 し続 け よ うと した と も見 る こ とが で きる の で あ る。

　 とい うの も,こ の 出来 事 の後 一 般 の ム ス リムの 問 で バ リ ・ラ ーム を改 宗 させ よ うと

い う動 きは な くな った も の の,弟 子 た ち の 間 に バ リ ・ラ ー ム の 曖 昧 な ア イ デ ソ テ ィ

テ ィーを め ぐる様 々な疑 問 が残 った か ら であ る。 バ リ ・ラ ー ムの一 番 弟 子 で あ った デ

ヴ ィ ・ラ ール の 次 男 ジ ャム ネ ー シ ュ ・オ ジ ャ氏(Jamn駸h　 Ojha,以 後 ジ ャム ネ ー シ ュ

氏 と表 記 す る)に よ る と,疑 問 は 大 き く2つ の点 に 集 中 した と い う。1つ は バ リ ・

ラ ー ムの 昇 天 後,バ リ ・ラー ム を ど の よ うに葬 り,ど の よ うに祀 るべ きか とい う点 で

あ り,も う1つ は 彼 の昇 天 後,バ バ の廟 の運 営 を どの よ うに す べ きか とい う こ とで あ っ

た 。

　 第2の 点 は パ パ の廟 の そ の後 の運 命 に関 わ る重 要 な 問題 で あ るが,バ リ ・ラ ー ムの

アイ デ ンテ ィテ ィ ー とい う こ とに関 して い えぽ 第1の 疑 問 が特 に注 目され る。 仮 に バ

リ ・ラ ー ムが ヒ ソ ド ゥーで あ る こ とに 曖 昧 な 点 が な け れ ば,彼 が昇 天 した 後 火 葬 す る

べ き こ とは 特 に 議論 の余 地 が な い こ とだ か らで あ る。逆 に い えば,弟 子 た ち の間 で す

らバ リ ・ラ ー ムの宗 教 的 ア イ デ ン テ ィテ ィーに は疑 問 が あ り,埋 葬 とい う師 の魂 の 運

命 を 左 右 す る事 柄 を ど うす べ きか に つ い て逡 巡 が生 まれ て い た こ とが わ か る。

　 しか し,こ れ らの疑 問 に は バ リ ・ラ ー ムか ら十 全 な形 で答 が与 え られ る こ とは遂 に

な か った 。 バ リ ・ラー ム は晩 年 に至 って 突 然倒 れ て半 身不 随 の状 態 に な り,満 足 に 話

を す る こ と もで きな くな っ て しま った の で あ る25)0

　 ウル ス の よ うな廟 の重 要 な儀 礼 は バ リ ・ラ ー ムが 付 き添 った り,遠 くか ら見 守 った

りす る中 で 彼 の弟 子 の デ ヴ ィ ・ラ ール が 代 お りに と り行 う こ とが 多 くな った 。 一 方,

廟 の 出納 や 日常 的 な管 理 運 営 事 務 は バ リ ・ラ ーム の娘 婿 の1人 に任 され る よ うに な っ

た26)0デ ヴ ィ ・ラ ール は カ パ ー サ ンか ら パ ス で も3～4時 間 の マ ソ ダル と い う街 に 住

625



国立民族学博物館研究報告　 26巻4号

ん で お り,日 常 的 に カ パ ー サ ンの廟 の 管 理 運 営 や 儀 礼 に は 関 われ なか っ た。

　 こ うして 弟 子 た ち の間 の疑 問 の1つ,バ リ ・ラ ー ムの昇 天 後 に廟 の指 導 的 役 割 を 果

た す の は 誰 か に つ い て は,バ リ ・ラ ー ム 自 らの 行 動 に よ って 答 が半 ぽ 示 され た形 と

な った。 しか し,バ リ ・ラー ム の娘 婿 は 喜 捨 を 私 物化 し,バ バ の墓 室 内 に入 る時 に 身

を 清 め よ うと しな い な ど,バ リ ・ラ ー ムの 弟 子 た ち や ム ス リムの一 般 信 者 の信 頼 を 損

な うよ うな行 動 が 目立 ったた め,次 第 に 支 持 者 を 失 って い った。 こ うして ヒ ン ドゥー

の 弟 子 た ちや 関 係 者 の 中 に絶 対 的 な指 導 力 を もつ 権 威 が い な くな った こ と も,バ バ の

正 式 な ム リ ッ ドの子 孫 で あ る ニサ ール ・チ ーパ 氏 ら ムス リム に よ る廟 の管 理 運 営 の

「イ ス ラ ー ム化 」 に つ な が る原 因 とな っ た と思 わ れ る。

　 一方,自 らの 昇 天後 の埋 葬 方 法 につ い ては,バ リ ・ラ ー ムは 最後 まで は っき りと し

た 意 志 を 公 に せ ず,い よい よ健 康 が 衰 えた 時,ご く近 しい 人 々に極 め て謎 め いた 遺 言

を伝 えた のみ で あ った。 バ リ ・ラー ムの遺 言 を 聞 い た1人 は 彼 の 妻 で あ った。 彼 女 に

対 しバ リ ・ラ ー ムは 「自分 が 世 を 去 る と,世 間 の 人 々は 私 の体 を 焼 こ う とす るだ ろ

う。 しか し私 の体 は焼 い て は な ら な い」 とだ け 伝 えた とい う2兀 妻 が,焼 か な い の な

ら土 葬 す る のか,ま た 土 葬 す る と して ど こに どの よ うな 方 法 で 埋葬 す れ ぽ い い の か を

問 い た だ して も,彼 は 口を 閉 ざ しそれ 以 上 は一 切 語 らな か った 。

　 別 の形 の遺 言 を 聞 いた 人 々 もい る。 それ は バ リ ・ラー ムの 最 も重 要 な 弟 子 デ ヴ ィ ・

ラ ール とバ バ の 廟 の ム ス リム の 有 力 な 信 者 の1人 ア ブ ド ゥル ・パ フ ィ ー ズ(Abdul

HaffZ)氏28)で あ る。 バ リ ・ラ ー ムは 昇 天 の 近 い こ とを悟 りこの2人 を枕 頭 に呼 び,

「自分 の遺 体 は 焼 か ず に 埋 葬 せ よ。 また この遺 志 は 私 が 昇 天 す る ま で秘 密 に せ よ」

と言 った とい う2910ア ブ ドゥル ・ハ フ ィ ーズ 氏 が 「埋 葬 とは ムス リム 式 の 土葬 の こ と

です か。 改宗 の儀 式 な しに そ の よ うな こ とを した ら混 乱が 起 きて しまい ます 。 改 宗す

る の で す か 。 そ れ と も他 の方 法 で 土葬 を す るの です か 。」 と尋 ね る と,バ リ ・ラー ム

は た った一 言 「遺 体 の答 は 遺 体 が 出 す だ ろ う」 とだ け答 え、 後 は 沈 黙 して しま った と

い う。

　 前 節 の 記述 か ら明 らか な よ うに,土 葬 す る とい う手段 に もイ ス ラー ム的 な そ れ と ヒ

ソ ドゥー的 な それ とが あ りうるた め,バ リ ・ラ ー ムの遺 言 だ け で は どの よ うな 方 法 で

の埋 葬 を 望 ん だ の か は不 明確 で あ る。 後 は バ リ ・ラ ー ムの お かれ た状 況 か ら類 推 せ よ

とい う謎 か け な の だ ろ うか 。 そ れ に して も,自 らが 昇 天 した後 の魂 の運 命 に 関 わ る問

題 に つ い て は っ き りした意 志 を 表 明 しな い とい うの は ど うい う こ とな のだ ろ うか 。

　 こ こに は2つ の 可 能 性 が あ り うるだ ろ う。 そ の1つ は バ リ ・ラ ー ムが 密 か に イ ス

ラ ー ムに 改 宗 して い た とい う可 能 性 であ り,も う1つ は ア イ デ ソテ ィテ ィー の曖 昧 さ
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を 最 後 まで維 持 し続 け よ う とい う意 志 の 表 れ と 見 る可能 性 で あ る。

　 前 者 の 可 能 性 も全 くな い とは い え ない 。 バ リ ・ラ ー ムの遺 言か らは遺 体 が焼 か れ て

しま うこ とへ の 強 い恐 怖 が読 み取 れ る。 彼 は最 後 の 最 後 まで 自分 の 昇天 後 の処 理 を ど

うす るか を 明 らか に しなか っ た し,埋 葬 方 法 に つ い て もぼ んや りと した指 示 しか 出 し

てい な い の に,遺 体 を焼 くな とい うこ とだ け は 非 常 に 明確 に伝 え て い る。 埋 葬 方 法 を

状 況 か ら推 す とす れ ぽ,長 い 間 ス ー フ ィー聖 者 の弟 子 と して務 め て きた こ とか ら して,

イ ス ラ ー ム式 の埋 葬 を 思 い描 くこ とは ご く自然 の類 推 とい え る だ ろ う。 ア ブ ドゥル ・

ハ フ ィーズ 氏 の 問 い の 中 に もそ の連 想 が 無 理 な く働 い た様 子 が うかが え る。 同氏 の指

摘 に よ る まで もな く,改 宗 な しに イ ス ラ ー ム式 の埋 葬 を す れ ぽ混 乱 が起 こる こ とは バ

リ ・ラ ー ム も十分 承 知 して い たは ず で あ る。 そ れ な らぽ,バ リ ・ラー ムは 実 は 改 宗 し

てい た と考 え られ な い だ ろ うか。

　 こ こ で 思 い 出 さ れ る の が,イ ス ラ ー ム へ の 特 異 な 改 宗 方 法 で あ る タ ッキ ヤ

(taqiyya)と い う行 為(Khan　 1997:37)で あ る。 中世 以 降 の ラ ー ジ ャス タ ー ンにお け る

イ ス ラ ー ム,特 に シー ア派 の 中 で も 「過 激 派 」 と され る イス マ イ リー派 の布 教 運 動 の

歴 史 の 先 駆 的 な 研 究 を 続 け て い る カ ー ンに よ る と,タ ヅキ ヤ とは イ ス マ イ リー派 での

み 認 め られ て い る改 宗 の あ り方 で,改 宗 した 事 実 や イ ス マイ リー派 へ の所 属 が 明 らか

に な った 場 合 に 身 に 危 険 が 生 じる よ うな 時 に は,真 の 信 仰 を 隠 し,別 の派 や 場 合 に

よっ て は 別 の 宗 教 を 信 じて い るふ りを す る こ とが許 され る とい う もの で あ る(Khan

1997:31-37)。 彼 女 の 大 胆 か つ 説 得 力 の あ る論 証 に よれ ぽ,イ ス マ イ リー 派 は15世 紀

以 降 特 に ラ ー ジ ャス タ ー ソ州西 部 か ら グジ ャラ ー ト州 に か け て活 発 に布 教 活 動 を 展 開

し信 者 を 順 調 に 増 や して い った。しか し,彼 らは ス ン ナ派 の ム ス リム勢 力や ヒ ソ ドゥー

王 権 の 圧 力 を 避 け るた め に時 に ス ー フ ィー教 団 や 場 合 に よ って は ヒ ソ ドゥー的 な聖 者

信 仰 の姿 を 借 りて 地 に潜 り教 勢 を維 持 す る戦 略 を 取 り続 け た。例 えぽ,ラ ー ジ ャス タ ー

ンを 越 え て広 くイ ソ ド全 土 の 不 可触 民 層 か らの信 仰 を 集 め て い る ラ ー ムデ ヴ ジー もイ

ス マ イ リー派 の聖 者 だ った とい う(Khan　 1997:6aﾟ}。 さ らに 興 味 深 い こ とに ラ ー ム

デ ヴジ ー の社 に お い て は,「 サ マデ ィー」が実 際 に は イ ス ラ ー ム的 な墓 で あ るマ ジ ャー

ル の形 を して お り,「 サ マ デ ィ ー」 へ の 捧 げ も の と して 今 で も盛 ん に イ ス ラ ー ム風 の

か け布 で あ るチ ャ ー ダル が 用 い られ て い る とい う(Khan　 1997:91)。 ラ ー ム デ ヴジ ー

信 仰 は,19世 紀 以 降 イ スマ イ リー派 の 活動 が衰 え ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムが勃 興

す る とい う背 景 の 中 で 徐 々に ヒ ソ ドゥー化 し,今 では イ ス マ イ リー派 の聖 者 が起 源 で

あ る ことは 忘 れ 去 られ て い る。 カ ー ソに よれ ば,こ の よ うに イ スマ イ リー派 起 源 とい

う こ とが 次 第 に 曖 昧 に な った り積極 的 に否 定 され た りして ヒソ ドゥー化 して し ま った
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教 派 は数 多 い30)。 しか し,グ ジ ャ ラ ー ト州 ア ー メ ダ バ ー ド郊 外 の イ マ ー ム ・シ ャ ー

(Imam　 Shah)廟 の よ うに,コ ミュ ナ ル な ア イ デ ソ テ ィテ ィ ーが 強 化 され る現 実 の 中

で,タ ッキ ヤ の戦 略 を 曲 が りな りに も維 持 し続 け よ うと して い る教 派 もあ る(Khan

and　Moir　 1999)o

　 遺 体 が 焼 か れ る こ とへ の強 い 恐 怖 や 昇 天 後 の 埋 葬 形 態 を 考 え 合 わ せ る と,バ リ ・

ラ ー ムは い つ の 時 点 か は定 か で な い もの の密 か に 改 宗 し,パ パ の指 示 な い し黙 認 の も

とに タ ッキ ヤを 続 け て い た の で は な いか とい う仮 説 は そ れ な りの 根拠 を もつ よ うに思

わ れ る。

　 パ パ の熱 心 な 弟 子の1人 だ った と され る メー ワー ルの 隣 国 シ ロヒの 藩 王 マ ハ ラジ ャ

・サ ル ー プ ・シ ソ ・ジ ー(Maharaja　 Sarup　 Singh　ji)も,密 か に 改 宗 し ムス リム風 に

改名 す ら した も の の,そ の 事 実 を押 し隠 し,親 交 の あ った ア ル ワール の 藩 王 に だ け死

の 間 際 に 改宗 した こ とを 明 か して 自 らを 土葬 す る よ うに遺 言 して い る31)0ヒ ン ド ゥー

の護 持者 を もっ て任 ず る ラ ー ジ プ ー トの,し か も藩 王 が,20世 紀 前 半 の 印 パ 分 離 独立

直 前 に イ ス ラ ー ム に 改 宗 した こ とが 露 顕 す れ ぽ 政 治 的 ・社 会 的 大 混 乱 は 避 け られ な

い 。 シ ロ ヒ藩 王 が 改宗 の事 実 を 押 し隠 した の も,そ れ を配 慮 した 上 の こ と と推 測 され

る。 も し,・ ミバ と シ ロ ヒ藩 王 の交 流 に よ って藩 王 が 改宗 した こ とが事 実 とす れ ば,バ

・ミは 藩 王 の秘 密 改宗 に も改 宗 を隠 し続 け た こ とに も何 らか の形 で 関与 して いた こ とに

な る。 パ パ は タ ッキ ヤ の伝 統 を ど こか で 知 り,そ れ を 改 宗 した 自 らの弟 子 に も指 示 し

て い た の で は な い だ ろ うか。 バ リ ・ラー ムが パパ の 昇 天 後 強 引 と もい え るや り方 で 廟

の 管 理 運 営 権 を 握 り,安 ん じて秘 儀 を執 行 して こ られ た の もバ バ との 間 で秘 密 裡 に 彼

が 改 宗 した 事 実 が あ った か らで は な い だ ろ うか 。

　 状 況 証 拠 を 重 ね,推 測 を 続 け れ ば き りが な い。しか し,バ バ が イ ス マ イ リー派 で あ っ

た り同派 とど こか で 接 触 が あ った りした痕 跡 は今 の とこ ろ見 つ か って い な い。 改宗 に

際 して タ ッキ ヤ を 認 め る の は イ ス マ イ リー派 の み で あ る とす る と,パ パ が イ ス マ イ

リー派 と何 の関 係 もな か った の な らば,彼 が タ ッキ ヤ を認 め た 可 能 性 も また な くな っ

て し ま う3Z}0ま た バ リ ・ラ ー ムの場 合 は,シ ロ ヒ藩 王 の よ うに 改宗 の事 実 を誰 か に 明

か した証 拠 は ど こに も残 って い な い 。 これ らが 明 らか に な ら な い限 り,パ リ ・ラ ー ム

の秘 密 改宗 は仮 説 の域 を 出な い 。

　 しか しな が ら,バ リ ・ラー ムが 昇 天 後 遺 体 を焼 か れ る こ とを恐 れ た ことは 重 大 な 意

味 を もつ と思 わ れ る 。 この こ とは 彼 が 最 後 の 審 判,聖 者 に よ る順 罪 とい った ス ー

フ ィズ ム的 な世 界 観 を受 け 入 れ て いた 可 能 性 を 強 く示 唆す る もの だ か らで あ る。 信 仰

告 白や 改 名 とい った外 的 な行 為 は な くと も,ス ー フ ィー聖 者 に長 く仕 え た バ リ ・ラ ー
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ムが 世 界 観 の 面 で ス ー フ ィズ ムの 強 い影 響 を 受 け た こ とは 十 分 に 考 え られ る。 ロイが

ジ ャ ワ島 そ の他 で の ギ ア ー ツの 研 究(Geertz　 l968)を 踏 ま えつ つ ベ ンガ ル の事 例 に お

い て指 摘 して い る よ うに(Roy　 1983:249-253),「 改 宗 」 が あ る宗 教 か ら別 の宗 教 へ の

断 絶 的 移 行 を意 味 す るの で は な く,曖 昧 な 中間 段 階 が あ り うる とい うこ と も こ こで 合

わ せ て 確 認 して お きた い。

　 バ リ ・ラー ムの 埋 葬 に 関 す る遺 言 の も う1つ の解 釈 の 可 能 性 は,彼 が最 後 まで コ

ミュナ ル な ア イ デ ソ テ ィテ ィ ーに 回収 され る こ とを 拒 も う と した とい う可 能 性 で あ

る。

　 彼 の師 であ るバ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャーは,生 前 か ら ヒ ン ドゥー も ムス リム も分 け隔

て な く受 け 入 れ,彼 を慕 う者 を弟 子 と して身 辺 に 置 き続 け た。 また バ バ が ヒ ン ドゥー

の弟 子 を重 用 す るの に 不 満 を とな えた ム ス リムの 弟 子 を 叱 責 し,以 後 この 弟子 を遠 ざ

け た とい う話 や,ま た先 に も触 れ た よ うに ミー ラ ー ・バ ジ ャ ンを こ よな く愛 した とい

う伝 説 も弟 子 の子 孫 た ち の間 に は伝 わ っ て い る33)0印 パ分 離 独 立 前 夜 の,ヒ ソ ドゥー

とム ス リムの コ ミ ュナ ル な対 立 が激 化 しつ つ あ る状 況 の 中 で,パ パ は この よ うな ア イ

デ ソテ ィテ ィーの 差 異 を超 越 す る よ うな信 仰 のあ り方 を 実 践 し よ うと して い た の であ

る。

　 秘 密 改 宗 説 が 成 り立 た な い とす れ ぽ,バ リ ・ラ ー ムが ヒン ドゥーで あ りな が らババ

の聖 者 廟 を 造 り上 げ た の も,ま た廟 に ヒ ソ ドゥー ・ム ス リムの 区 別 な く巡 礼 を迎 え入

れ た の も,上 で 述 べ た 師 の意 志 を きち ん と継 承 し,コ ミュナ ル な 区別 を超 越 す る よ う

な信 仰 空 間 を 維 持 し続 け よ うとす る意 図 に よる ものだ と捉 え られ よ う。

　 この解 釈 に 従 え ば,バ リ ・ラ ーム は,昇 天 に際 して も,ま た 昇 天 の 後 も,こ の ヒ ン

ドゥーで もな け れ ぽ イ ス ラ ーム で もな い ア イ デ ソテ ィテ ィーの あ り方 を維 持 しよ う と

して いた と考 え られ る。埋 葬 の仕 方 まで細 か く指 示 す れ ぽ,コ ミュナ ル な言 説 が社 会

のす み ず み ま でを 覆 い つ く しつつ あ る状 況 の中 で,自 らの ア イデ ンテ ィテ ィー が どち

らか に 回収 され て 解 釈 され る こ とに な って しま う。 む しろ 形 態 が 曖 昧 な方 がパ パ 以来

の教 え を よ く維 持 で き る こ とに な る。 仮 に彼 が ス ー フ ィズ ム的世 界 観 を 受 容 して い た

と して も,遺 体 が 焼 か れ さ>xし なけ れ ぽ そ の後 の墓 の 形 態 は どの よ うで あ って も構 わ

な い。 そ の よ うな 意 図 の も とに,バ リ ・ラー ムは あ えて 埋 葬 の 形 態 を 弟 子 た ち の解 釈

と行 為 に 委 ね て し ま った の で は な い だ ろ うか 。

　 つ ま り こ こか らは,「 意 図 的 な 両 義 性,ア イ デ ソ テ ィテ ィー の 主 張 に 対 して 両 義

性 を 選 好 す る こ と,分 派 的 な 境 界 作 りに 対 す る 抵 抗 と い う意 味 で の フ ァ ジ ー さ」

(Mayaram　 1998:285)を 強 固 な意 志 で維 持 し よ うとす る姿 勢 を読 み 取 る こ とが の で あ
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る。 序 章 で も述 べ た よ うに,コ ミュナ ル な ア イ デ ソテ ィテ ィーは,ヒ ソ ドゥー と ムス

リム双方 に 明確 な境 界 を 引 くこ とを 求 あ る。 即 ち 自他 の区 別 が くっ き りとな され,ヒ

ソ ドゥー は よ りヒ ソ ドゥー ら し く,ム ス リム は よ りム ス リム ら し く行 動 す る こ とを,

自 らに もま た ア イ デ ソテ ィテ ィーを 同 じ くす る(は ず の)者 に も求 め るの で あ る。 そ

こか ら析 出 して くる主 体 は,宗 教 的 な実 践 に関 わ る意 志 と行 為 を 常 に反 省 的 に 点検 し,

曖 昧 さを 自 らに もま た他 者 に も許 さな い 。 こ こに お い て主 体 は,絶 対 的 か つ 排 他 的 な

審 判 基 準 を もち,明 晰 な意 識 の も と に意 志 と行 為 を統 御 し よ う とす る主 体 つ ま りま

さ し く近 代 的 主体 とな る の で あ る。 これ に 対 して,フ ァジー な ア イ デ ソテ ィテ ィーは

境 界 線 で の分 断 を拒 み,む し ろそ の境 界線 の 間 に と ど まろ うとす る。 「ヒ ソ ドゥーか

ム ス リムか 」 とい う判 断 を逃 れ,境 界 的 な状 態 に 踏 み と ど ま るに は,コ ミュナ ル ・ア

イ デ ンテ ィテ ィーの 要請 す る主体 た る こ とを 拒 む こ と も必要 とな る。 つ ま り,主 体 的

判 断 を 一部 放 棄 し,自 らの 意 志 と行 為 を常 に暖 昧 で 不 安 定 な 状 況 と して維 持 して ゆ く

こ とが,コ ミ ュナ ル ・ア イ デ ンテ ィテ ィ ーに 対 置 さ れ る フ ァ ジ ー な ア イ デ ソテ ィ

テ ィー の必 要 条 件 とな る。

　 バ リ ・ラー ム はバ バ とい う師 に 自 らを委 ね,自 己 を否 定 して仕 え る こ とY'`生涯 を 費

や した宗 教 者 で あ る。 そ の生 き方 は,他 者 の判 断 に は屈 しな い絶 対 的 な 判 断 基 準 と し

て の 「自己 」 を求 め る近 代 的 主 体 とは 大 きな 隔 た りが あ る。 そ の彼 が コ ミ ュナル な ア

イ デ ソ テ ィテ ィー決 定,つ ま りあ れ か これ か の 主体 的 な判 断 を迫 られ た 時 に 取 り うる

選 択肢 は何 だ った で あ ろ うか 。 ロ ゴス の 人 で は な く,ひ たす ら行 為 に よ っ て 自 らの 信

仰 を 実 践 し表 現 して きた彼 は,主 体 的 な アイ デ ソテ ィテ ィー選 択 を迫 る言 説 に 対 して

ひ と まず 沈 黙 で 答 え る こ とに な る。 そ う して アイ デ ンテ ィテ ィー が それ で決 定 して し

ま うか ら こそ あ え て 曖昧 さを強 い意 志 で維 持 しよ うと した の で あ る。 公 に改 宗 の告 白

をす る こ とを 迫 られ た 時 に 「後 は な る よ うに な る」と答 え た ことに も,弟 子 た ち に 「遺

体 の答 は遺 体 が 出 す 」 と遺 言 した こ とか ら も,自 らの 主 体 的 判 断 を放 棄 し,後 は 自ら

が信 ず る ものに 任 せ よ うとい う意 志 を読 み 取 る こ とが で き よ う。

　 いず れ にせ よ,バ リ ・ラ ー ムの遣 言 は ご く近 しい者 にの み 残 され,そ の 内 容 は多 様

な解 釈 に対 して開 か れ た ま ま,バ リ ・ラー ムは昇 天 を 迎 え る こ とに な る。

　 しか し,本 人 の意 図 や アイ デ ソ テ ィテ ィ ーは曖 昧 な ま ま であ った と して も,そ の 当

人 を埋 葬 しさ らに何 らか の モ ニxメ ン トを残 す と した ら,そ れ は 曖 昧 な ま まで は あ り

え な い 。 それ は何 らか の 行 為 を 必 然 的 に伴 い,何 らか の具 体 的 な形 を 残 す こ とに な る

か らで あ る。80年 代 後 半 とい う コ ミュナル な 言説 が充 満 した社 会 空 間 に お い て は,そ

れ らが どの よ うな形 を とって も ヒ ソ ドゥー的 で あ るか また は イ ス ラー ム的 な 行 為 や 形
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と して常 に意 味 を 付与 され て し ま う。 そ の結 果,埋 葬 され て い る本 人 の ア イ デ ンテ ィ

テ ィーが 固 定 され るの と同時 に,埋 葬 や モ ニ ュ メ ソ トの 維 持 に 関与 す る者 た ち の ア イ

デ ソ テ ィテ ィー まで もが染 め 上 げ られ てゆ く可 能 性 が 常 に つ きま と う こ とに な る。

　 バ リ ・ラ ー ム の埋 葬 とそ の 後 の 墓 廟 の 建 設 が 複 雑 な 変 遷 を た ど る こ とに な った の

は,残 され た 弟 子 た ちや 近 親 者 が コ ミュナ ルな 言 説 と も交 渉 しつ つ,そ れ 自体 曖 昧 な

故 人 の 遺 志 を 解 釈 し実現 し よ う と した結 果 と考 え られ る。

　 次 節 で は,バ リ ・ラ ー ムの埋 葬 を 中心 に,弟 子 た ちの アイ デ ンテ ィテ ィー をか けた

交 渉 の過 程 を 捉 え る こ とに し よ う。

2.3　 バ リ ・ラ ームの昇 天 と埋葬

　 バ リ ・ラ ー ムは長 く病 に苦 しん だ後,結 局1987年10月 に バ バ の 廟 内 に あ る彼 自身 の

居 室 で 昇 天 を 遂 げ た 。昇 天 の しば ら く前 か ら,一 番 弟 子 の デ ヴ ィ ・ラ ール は バ リ ・ラー

ム を埋 葬 す るな ら,彼 が生 涯 をか け て造 り上 げ て きた バ バ の 廟 の 敷地 内 に埋 葬 す る こ

とを 計 画 して い た 。埋 葬 地 にす るた め の土 地 も廟 の 正 門 の 北 側 に 続 く宿泊 施 設 の はず

れ に パ リ ・ラ ー ム名義 で購 入 して あ った 。

　 これ に 対 して,ム ス リムは 強 い抵 抗 を示 した 。 彼 らは,カ パ ーサ ンに 居住 す る ム ス

リムを 中 心 に バ リ ・ラ ー ムの廟 内埋 葬 反 対 のた め の デ モ 行 進 を 組織 し,バ バ の廟 を取

り囲 ん だ 。 この た め 警察 が 出動 す るな ど,廟 の周 辺 は 一 時 緊 迫 した空 気 に包 まれ た と

い う。

　 ム ス リムが 連 想 した の は,序 章 で も簡 単 に 触 れ た ア ヨーデ ィヤ の マ ス ジ ッ ド問題 で

あ った 。 当時 この 問 題 は イ ン ド人 民 党 な どの キ ャ ンペ ー ンに よ って 次 第 に 全 国的 な政

治 課 題YyL.発展 しつ つ あ った。 ア ヨー デ ィヤに は ム ガル の 初 代 皇 帝 バ ー ブル の武 将 の祈

願 に基 づ き マ ス ジ ッ ドが建 て られ,何 世 紀 に もわ た って ム ス リムの 信仰 空 間 が維 持 さ

れ て きた 。 と こ ろが,一 部 の ヒ ソ ドゥ ーに よっ て マ ス ジ ッ ドの あ る場 所 こそ が ヒ ン

ドゥー の崇 拝 す る ラ ーマ 神 の 生 まれ た と ころだ とい う主 張 が な され,イ ン ド独 立 の直

後 には,マ ス ジ ッ ドの内 陣 に ラ ーマ神 像 を設 置 す る こ と,ま た ムス リム と ヒ ン ド ゥー

は別 々 の入 り ロを 使 って この空 間 を共 有 す る ことが 認 め られ て しま った。 この 当時,

イ ソ ド人 民 党 に代 表 され る ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リス トの要 求 は さ らに エ ス カ レー ト

し,こ の信 仰 空 間 か ら ムス リムを 完全 に排 除 し ラー マ生 誕 地 記 念 寺 院 を造 る とい う計

画 が現 実 の も の と な りつ つ あ った。

　 カ パ ー サ ソの ム ス リムは,「 た と え バ リ ・ラー ム が スー フ ィー聖 者 に 長 く仕 え た と

して も,最 後 まで 信 仰告 白を しな か った のだ か ら,結 局 は ヒン ドゥーだ った の だ。 ヒ
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ン ドゥーを バ バ の 廟 に埋 葬 す れ ぽ,後 に な って こ こは ヒ ソ ドゥー の聖 者 の信 仰 空 間 で

あ る とい う主 張 をす る者 が き っ と現 れ る に違 い な い。 そ うす れ ぽ ア ヨー デ ィヤの マ ス

ジ ッ ドと同 じ混 乱 が 起 きて,神 聖 な パ パ の廟 が 汚 され て しま う」34)のを 恐 れ た の で あ

る。 こ こか らは,国 家 レベ ル で支 配 的 な コ ミュナ ル ・ア イ デ ソテ ィテ ィー言 説 が 既 に

地 方 的 な紛 争 に も持 ち込 まれ つ つ あ った こ とを うか が う こ とが で き る。

　 この ま ま事 態 を放 置 す れ ぽ 廟 で 暴 力 騒 ぎに 発 展 す る可 能 性 もあ り,そ うな れ ば よ り

広 域 で の ヒ ン ド ゥー ・ム ス リム間 の 暴 動 に つ な が る こ とは避 け られ な い。遂 に,カ パ ー

サ ンを管 轄す る チ ヅ トー ル ガル ・デ ィス トリク トの行 政 の最 高 責 任 者(コ レ クタ ー)

が 事 態 の 収拾 に乗 り出 した 。 コ レ クタ ーは デ ィス トリク トの警 察 長 官 を 伴 って 廟 内 の

バ リ ・ラ ーム の居 室 を訪 れ て弟 子 た ち の 意 向 を確 か め,カ パ ーサ ンの ム ス リム長 老 ら

と バ リ ・ラー ム を廟 の外 に埋 葬 す る よ うに説 得 した。

　 か つ て バ リ ・ラー ムが 健 在 だ った 頃,パ パ の ム リッ ドで カ パ ーサ ソに 在 住 の ヌ ール

・モ ハ ンマ ド(Noor　 Mohammad)と い う男 性35)が 亡 くな った 。 カパ ーサ ソの ムス リ

ムは バ バ へ の信 仰 が篤 か った この ヌール 氏 を バ バ の墓 室 近 くに埋 葬 しよ うと した 。 と

ころ が,そ の時 パ リ ・ラ ー ムは 「この廟 は バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ーだ け が眠 る場 所 で,

他 の誰 も葬 る こ とは で き な い」 と主 張 し,ム ス リムの計 画 が頓 挫 して しま った 。 ムス

リム長 老 らは この バ リ ・ラ ー ムの 論理 を 引 き合 い に 出 し,も しバ リ ・ラ ー ムを 廟 内 に

葬 れ ぽ そ れ は バ リ ・ラー ム 自身 の 意 向 に も逆 ら う こ とに な る と主 張 した 。

　 この論 理 に は,バ リ ・ラ ー ムの 弟 子 た ち も従 わ ざ る を えな い。 結 局,彼 らは 廟 の近

くの 土地 を探 してそ こに 埋 葬 す る こ とに した。 埋 葬 は急 い で行 わ なけ れ ば な らな い。

コ レ クタ ー ら の斡 旋 もあ り,弟 子 た ち は 今 バ リ ・ラ ー ム の 墓 廟 が 建 つ 荒 地 を10万 ル

ピー で 緊急 に購 入 した。 金 は 弟 子 た ち が 融通 しあ った が,名 義 は バ リ ・ラ ー ムの 代理

と して ババ の廟 の運 営 に も携 わ った バ リ ・ラ ー ムの娘 婿 の もの と した 。形 式 の上 では,

廟 は バ リ ・ラー ム の一 族 の資 産 と い うこ とに な った の で あ る。

　 さて,実 際 に バ リ ・ラ ー ム の埋 葬 が 行 わ れ た の は彼 の昇 天 の翌 日の こ とで あ った 。

ム ス リムの多 くは バ リ ・ラ ー ムを パ パ の廟 に葬 る こ とに は反 対 してい た もの の,葬 列

に は 参 加 す る意 向 を もつ 者 も多 か った。 しか し,こ の 日の早 朝 ジ ョー ドプ ール の ム ス

リム の 法学 者 か ら 「バ リ ・ラ ー ムは 信仰 告 白を公 に しなか った 以 上,ム ス リムで は な

い 。 ムス リム で な い も の の葬 儀 に 参 加 す る こ とは認 め られ な い し,参 列 す れ ば コ ミュ

ニテ ィー か ら除 外 して構 わ な い」 とい う旨の フ ァ トワが 出 され た 。 前 日の 騒動 の 中 で

バ リ ・ラー ム の(少 な くと も表 向 きは)ヒ ン ドゥー と しての アイ デ ン テ ィテ ィーを ム

ス リム も認識 して い た こ とは 明 らか で あ る。 それ に もかか わ らず フ ァ トワまで 出 して
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ムス リムの葬 列 へ の参 加 を禁 じた こ とは,コ ミュナ ル な ア イ デ ンテ ィテ ィーの 差 異 を

越>xた 聖者 へ の尊 崇 の念 を葬 儀 へ の参 列 とい う形 で表 現 し よ う とす る ム ス リムが か な

りい た ら しい こ とを,逆 説 的 に 明 らか に す るエ ピ ソ ー ドとい え るだ ろ う。 また そ の よ

うな 地 元 の ムス リムの動 きに対 して,長 老 や 法 学 者 た ち が 強 い危 惧 を覚>xて いた こ と

も うか カミえ よ う。

　 いず れ にせ よ,フ ァ トワに よる禁 止 は葬 送 へ の ム ス リムの 参 加 の 気運 を大 き く殺 ぐ

こ とに な った 。 デ ヴ ィ ・ラー ル の次 男 ジ ャム ネ ー シ ュ氏 に よれ ば,実 際 に葬 列 に参 加

した ム ス リムは2～3人 のみ で,彼 ら も埋 葬 地 の 手 前 で葬 列 を 離 れ,埋 葬 そ の も の に

まで参 加 した ム ス リムは1人 もい な か った とい う。 ヒ ソ ドゥーの 側 も,ヒ ソ ド ゥーで

あ った の に 土 葬 を す る とい うい さ さ か 奇 異 な葬 送 へ の 出席 を 見 合 わ せ る者 が 多か っ

た。 そ の結 果,昇 天 前 は 偉 大 な 聖 者 と して広 く尊 崇 を集 め た者 の葬 儀 と して は か な り

寂 し く,ご く限 られ た 人 数 で埋 葬 が と り行 わ れ る こ とに な った。

　 そ れ で も弟 子 た ち は,「 バ リ ・ラー ム の 出 身 地 で あ る マル ワー ル地 方 の クマ ワ ッ ト

に は 死 者 を 土葬 す る習 慣 が あ る。 マル ワール は 砂 漠 で 遺 体 を焼 くだ け の薪 を集 め るの

は 大 変 だ か ら」 とい うか な り苦 し い説 明36)を つ け て 土葬 を 行 った 。 しか し,こ の 説

明を して くれ た ア ヴ ィ ニ ー シ ュ氏(オ ー ム ・プラ カ ー シ ュ氏 の 長 男 で,バ バや バ リ ・

ラー ム の墓 廟 に向 か うパ ス通 りで薬 局 を経 営 して い る)は,同 時 に 「我 々は ど うい う

や り方 で師 の埋 葬 を す れ ば い い の か よ くわ か らな か った 」 と も語 って い る。 実 際 に は

頼 るべ き先 例 も な く,地 域 の コ ミュ ニテ ィー の人 々か らは 厳 しい 批 判 的 な 視線 を 浴 び

る 中 でt何 とか 師 の遺 志 を 尊 重 し,師 を悼 む 感 情 を 表 現 し よ う とす る弟 子 た ち の 苦衷

が察 せ られ る。

　 ア ヴ ィニー シ ュ氏 の話 を 続 け よ う。

師はス ーフィーの聖者に仕 えた方 で したか ら,何 とかイ スラーム式 に埋葬 を しようと思 っ

てい ました。 しか し,ム ス リムが誰 も来なか ったので クル アー ンを読 む人 もお らず,埋 葬

は黙 々と行われ ま した。南北を測 って,体 を横たえて埋葬す るこ とはわ か っていたのです

が,顔 を どちらに向けた らいいのかわか りません。皆で 「ど うしようか」 と言いなが ら師

の体を地面 に掘 った穴の中におろ しま した。す るとど うで しょう。師の顔が 自然 と動いて

西を向 きま した。 師の意志 が現れた と思い,そ のままに しま したが,後 でそのや り方が イ

スラーム式では正 しか った とわか りま した。

　バ リ・ラーム自身,埋 葬の方法については非決定の態度を貫き,曖 昧な遺言 しか残

さなか った。それに対 して弟子たちも師の遺言に何 とか解釈を加えつつ,最 終的な部

分では主体的な判断を放棄 していることに注目しておきたい。弟子たちにしてみれぽ,
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埋 葬 の最 後 の最 後 に至 って,ま さに バ リ ・ラー ム の遺 言 通 り 「遺 体 の答 は遺 体 が 出 し」

た の で あ る 。 何 らか の 重 大 な選 択 が 問 わ れ て い る場 面 で 判 断 を 働 か せ る こ とが な

く,自 分(た ち)と は 何 か 別 の意 志 の働 きに よ って 「自然 に 事 が 成 った 」 とい う説 明

は 今後 も しぼ しぼ 現 れ て くる。 この こ との 含意 は前 節 で も既 に検 討 した が,第4章 以

降 で さ らに総 合的 に考 察 を 加 え る。

　 バ リ ・ラー ムの埋 葬 地 は,1ヶ 月余 りの 間 は盛 り土 を した まま の状 態 に お かれ た。

そ の 後 本章 冒頭 で見 た よ うにイ ス ラ ー ム式 の墓 石 で覆 わ れ,さ らに雨 露 を しの ぐた め

に トタ ン屋 根 の 建物 が築 か れ て い った37)0当 初 弟 子 た ち の 間 に は 墓 廟 の 営 み 方 や 祭礼

の 方 法 に つ い て異 論 が さ しは さ まれ る よ うな事 態 は起 こ らな か った ら しい 。 しか し,

バ リ ・ラ ー ムの昇 天 か ら1年 が た ち最 初 の年 忌 祭 が 行 われ る頃 に な る と,弟 子 や 近 親

者 た ち の 間 に 次第 に亀 裂 が 生 じて くる。

　 バ リ ・ラ ー ムの一 番 弟 子 と 目され てい た の は マ ソ ダル 出身 の サ ラス ワ ッ ト ・ブ ラ ー

マ ソた るデ ヴ ィ ・ラー ル で あ った 。 デ ヴ ィ ・ラ ール もバ リ ・ラ ーム に仕 えつ つ,そ の

卓 越 した 信仰 の熱 心 さ と 自身 の カ リス マ的 人 格 に よ って 周 囲 か ら聖 者 と見 な され る よ

うに な って い た 。 また彼 は かね て 自ら の信 仰 を,自 己 を 滅 して ひ たす ら師 に仕 え る こ

とに よって 悟 りの 境地 に至 り師 の 力 に よっ て神 を 見 出そ うとす る グル ・パ クテ ィの流

れ を くむ もの と捉 え,自 らの息 子 た ちや 弟 子 に説 明 して い た 。 彼 は,パ パ こそ 神 の化

身 であ り,バ リ ・ラ ーム は この世 に現 れ た神 に仕 え る聖 者 で,デ ヴ ィ ・ラー ル に と っ

て は真 の 神 に 引 き合 わ せ て くれ た 師 で あ る と捉 え て い た とい う。 神 た る パ パ が ス ー

フ ィー の 聖 者 で あ る点 は 奇 妙 で は あ るが,デ ヴ ィ ・プ ー ル の 信 仰 の あ り方 は ヒ ン

ドゥー的 な聖 者 信 仰 に 非常 に近 い性 格 を も って い た こ とに な る。

　 デ ヴ ィ ・ラ ール は,バ リ ・ラー ム の年 忌 祭 が 巡 って くる と38),一 番 弟 子 と して当 然

の よ うに バ リ ・ラ ー ムの 墓 の儀 礼 的 洗浄 を行 お う と した。 と こ ろが,バ リ ・ラ ー ムの

娘 婿 は墓 室 の扉 に 鍵 を か け,デ ヴ ィ ・ラー ル の立 ち入 りを 拒 ん だ の であ る。

　 デ ヴ ィ ・ラール とバ リ ・ラ ー ムの 娘婿 とは,バ リ ・ラー ム の晩 年 か ら既 に パ パ の墓

廟 の運 営 や 儀 礼 執 行 の 継 承 権 を め ぐって 潜在 的 に対 立 関係 に あ った と思 わ れ る。 また

バ リ ・ラ ーム の未 亡 人 や 娘 婿 らは,バ リ ・ラ ーム の埋 葬 地 が娘 婿 の名 義 とな った こ と

か ら,こ こを実 際 上 も 自分 た ち親 族 の プ ライ ベ ー トな信 仰 の場 に しよ うと して い た と

され る。 娘 婿 らは,今 後 デ ヴ ィ ・プ ール が墓 廟 の儀 礼 な どで主 導 権 を握 る と自分 た ち

の 意 図 が実 現 しな くな って しま うこ とを 恐 れ た の で あ ろ う。 さら に バ リ ・ラ ー ムの 妻

は バ リ ・ラー ムの墓 廟 内 に住 む 意 向を も って い た が,デ ヴ ィ ・ラー ルは そ の考 え に あ

ま り積 極 的 で は なか った 。 バ リ ・ラ ー ムの 妻 に して み る と,自 分 は デ ヴ ィ ・ラ ール の
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グル ・バ トニー に あた るの に,自 分 の 意 向 を きち ん と聞 こ う と しな い のは 不 遜 だ とい

う思 い もあ った39)と い う。

　娘 婿 らの行 動 は,オ ー ム ・プ ラカ ー シ ュ氏 らに よ って も支 持 され て いた 。 彼 は 出 生

時 に パ パ か ら命 を 救 わ れ て40)以 来 の熱 心 な パ パ の 信 者 で あ り,パ リ ・ラー ムに も長

年 に わ た って 仕 え 可愛 が られ て きた とい う自負 が あ った 。 そ の た め 自分 がバ バ や バ リ

・ラ ー ムの 廟 で は デ ヴ ィ ・ラ ールほ どに 重 要 な役 割 を 果 た せ な い こ とに不 満 を抱 い て

いた 。 また,自 らの 出 自に 関 わ りな く スー フ ィズ ム的 な 信 仰 や 儀 礼 の あ り方 を き ち ん

と守 る こ とが,バ バ や バ リ ・ラー ム に仕 えた 者 の 正 しい 行 い な の に 、 デ ヴ ィ ・ラール

はそ れ を 故 意 に ヒン ドゥー的 に解 釈 し直 して い るの で は な い か とい う危 惧 もあ った。

オ ー ム氏 にす れ ば,バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 が 「ヒ ン ドゥー化 」 す るの を 防 ぐた め に も,

デ ヴ ィ ・プー ルが 廟 の儀 礼 の主 導権 を握 る の を黙 って認 め るわ け に は い か な か った の

で あ ろ う。 立 ち入 りを 拒 まれ た デ ヴ ィ ・ラ ール は あた りを は ば か らず 号 泣 し,師 へ の

思 い が満 た され な い こ とに 落 胆 して マ ソ ダル に戻 った とい う。

　 デ ヴ ィ ・ラー ル が年 忌 祭 の時 に 墓 室 へ の 立 ち 入 りが拒 まれ た 背 景 に は,上 記 の よ う

な 感情 の もつれ や 墓 廟 の運 営 に関 す る見 解 の違 い が絡 ん で いた 。 墓 廟 を どの よ うに 祀

り,ど の よ うに運 営 して ゆ くか は 廟 に 眠 る当 人 の アイ デ ソテ ィテ ィー の問 題 であ る と

同 時 に,廟 の運 営 に 中核 的 に関 わ る者 た ち の 信 仰 や ア イデ ソテ ィテ ィー の問 題 で もあ

る。 バ リ ・ラ ー ムの 弟子 た ち の 間 に は,バ バ や バ リ ・ラ ー ムの廟 の捉 え方 や 彼 らへ の

信 仰 の あ り方 を め ぐって微 妙 な差 異 が 生 じつ つ あ った の で あ る。

　 ここで,バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 の そ の後 の あ り方 に大 きな 影 響 を 及 ぼす 出来 事 が生 ず

る。 最 重 要 の 弟 子 デ ヴ ィ ・ラ ール そ の人 が,師 の昇 天 の ち ょ うど2年 後 に 師 を追 うか

の よ うに 他 界 して しま う。残 され た2人 の 息 子 と弟 子 た ち は,マ ソ ダル で デ ヴ ィ ・ラー

ル の墓 廟 を営 む と同 時 に,デ ヴ ィ ・ラ ール の意 志 を継 い で結 束 して バ リ ・ラ ー ムの墓

廟 の運 営 や 造 営,あ るい は バ バ の 墓廟 で の祭 礼 に大 き な影 響 力 を 及 ぼ す よ うに な って

い った。 デ ヴ ィ ・ラール の 墓 廟 は,時 期 的 に は バ リ ・ラー ム の二 重 墓 式 の 墓 廟 に 先行

し,そ の雛 型 とな る よ うな独 特 の 様 式 を も って建 造 され て い る。 ここ で章 を 改 め,マ

ン ダル に おけ るデ ヴ ィ ・ラ ー ルの 廟 の 発 展 を お さえ て お くこ とに し よ う。
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3　 デ ヴィ ・ラール の聖者廟 の成立 と発展

3.1デ ヴ ィ ・ラ ー ル の 生 涯

　 デ ヴ ィ ・ラ ール の 故 郷 マ ン ダル は,バ バ や バ リ ・ラ ー ムの 墓 廟 が あ る カ パ ーサ ンの

北60kmほ どの と ころ に あ る。 メ ー ワール 地 方 有 数 の産 業 都市 ビル ワ ラの 郊 外 に位

置 してお り,か つ て は 小 さな 農村 だ った が ビル ワ ラの 発 展 に 歩 調 を 合 わ せ る か の よ う

に発 展 し,今 では 商 店 や 住 宅 の建 ち並 ぶ 町 とな って い る。

　 デ ヴ ィ ・ラ ー ルが まだ 小 学 生 の時7バ リ ・ラー ムが 担 任 と してzン ダル に赴 任 して

きた こ とが,こ の2人 の 出 会 い で あ った。 デ ヴ ィ ・プール は バ リ ・ラ ー ムの 感化 を受

け,ま もな く晩 年 のバ バ の も とを訪 れ る よ うに な る。 デ ヴ ィ ・ラ ール の 父 は 貧 し く,

富 裕 な商 人や 時 には マ ハ ラ ナの使 い す ら訪れ る とい うス ー フ ィーの 聖 者 の も とに ヒ ソ

ドゥー の 息子 が 出入 りす る こ とを 案 じた。 しか し,デ ヴ ィ ・ラ ール は 父 を 逆 に 説 き伏

せ,父 を もバ バ の も とに連 れ て 行 った。 父 は ババ を一 目見 る な り 「この 人 は 神 だ 」 と

言 い,バ バ の も とに ひれ 伏 した とい う。 こ うして,デ ヴ ィ ・ラ ール の 一 族 は 皆 バ バ の

熱心 な信 者 に な っ てゆ く41)0

　 バ バ も早 くか らデ ヴ ィ ・ラ ー ル の 宗 教 家 と して の 資 質 を 見 抜 い て い た 。 バ バ は バ

リ ・ラ ーム に 「デ ヴ ィ ・ラール の眼 に は 人 を磁 力 で ひ きつ け る よ うな 魅 力が 備 わ って

い る。 また彼 の心 は神 へ の思 い で熱 くな って い る。 あ ま りデ ヴ ィ ・ラール に 普通 の教

育 を 受 け させ て は い け な い。 教 育 に よ る知 識 を 身 に つけ る と,神 へ の 思 い で 熱 くな っ

た頭 や心 を 狂わ せ る こと に な る」 と常 々言 って い た とい う。 しか し,デ ヴ ィ ・ラ ール

は 長 じて 後(そ の頃 に は バ バ は 昇 天 して い た)「 私 の ジ ャ ー テ ィの 者 は 皆 大 学 に 行

き,知 識 を使 った仕 事 を しなけ れ ぽ な ら ない 」 と言 い,ウ ダイ プール で大 学 教 育 を 受

け,さ らに ア ー グ ラに行 って ヒソ デ ィー語 と ウル ドゥー語 の大 学 院 教 育 を 受 け た42)・

　 修 士 課 程 まで修 了 した彼 は,故 郷 に戻 り官 吏 に な る。 官 僚 と しては 主 に 収 税 や 登 記

関 係 の 仕 事 を歴 任 した が,こ の こ とは バ リ ・ラ ー ムを助 け て バ バ の廟 が ワ ク フ ・ボ ー

ドの 管 理 下 に 入 らな い よ うにす る ことに 寄 与 した と思 わ れ る43)0

　 同 時 に,転 勤 す る先 々の有 名 な寺 院 な どで デ ヴ ィ ・ラー ル は ひ たす ら神 を 求 め 様 々

な 宗 派 の 修 行 に も励 ん だ。 例 え ぽ コタに いた 時 は,ア ゴ リ ・パ ソ トの聖 者 につ き悟 り

を 開 くた め に 何 日間 も火葬 場 で修 行 を した 。 また チ ッ トール ガ ル で は ミー ラー ・パ ー

イが 籠 って い た とい う寺 院 に半 年 ほ ど籠 リバ ク テ ィに 打 ち込 ん だ こ と もあ った 。 さ ら
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に マ イ ジ ー と呼 ば れ るﾘ)バ バ の熱 烈 な 女 性 信 者 と と もに ム ス リム の墓 地 に 何 日 も暮

ら し,見 神 体 験 を 求 め た こ と もあ った 。 これ らの修 行 を 通 じて 宗 教 家 と して の経 験 が

深 ま って い った と思 わ れ るが,デ ヴ ィ ・ラール は 片 時 もバ バ とバ リ ・ラー ムを忘 れ る

こ とは な か った。 様 々な修 行 をす る際 も,バ リ ・ラ ー ムの 助 言 を常 に 求 め て お り,苦

しい時 に 訪 れ る の は いつ もバ バ の墓 廟 とそ の か た わ らに あ る バ リ ・ラー ムの 居 室 で

あ った 。 官 吏 と して の 貢献 もあ り,デ ヴ ィ ・プール は 次 第 に バ リ ・ラ ーム に と って も

か け が えの な い 重要 な 弟子 とな ってゆ く。

　 デ ヴ ィ ・ラ ール は70年 代 後 半 に長 い官 吏 生 活 を 引 退 し,故 郷 の マ ン ダル に戻 って 隠

居 生 活 に入 る。 隠 居 した彼 は,マ ソダ ル の町 を散 歩 して は 幼 な じみ の 家 や お気 に入 り

の店 の前 に座 り込 み あ れ これ 宗教 に まつ わ る話 を して過 ごす よ うに な った。 マ ソダ ル

の人 々が,デ ヴ ィ ・ラ ール の宗 教 者 と して の不 思 議 な 力 に 気 づ くの は これ 以後 の こ と

で あ った 。 デ ヴ ィ ・ラ ー ル は 様 々 な予 言 や 願 い事 を か な え る奇 跡 で 人hを 感 服 させ

た。 また 温 和 で人 格 的 な魅 力 を た た え,ヒ ン ドゥー ・イ ス ラ ー ムを 問 わ ず 様 々な説 話

を語 っ て は,集 ま った 人 々に 自 らの行 い を正 し神 聖 な る存 在 を 求 め る気 持 ち を起 こ さ

せ る 力を も っ てい た とい う。 町一 番 の荒 くれ 者 を 自負 して い た 仕 立 屋 の 兄 弟(ラ メー

シ ュ ・ダ ル ジ ーRam駸h　 Darji氏 とバ ブ ー ・ラ ール ・ダル ジ ーBabⅢal　 Darji氏 の

兄弟)も,そ の よ うな デ ヴ ィ ・ラ ール の不 思 議 な力 に 魅 入 られ た 者 の 代表 で}後 に デ

ヴ ィ ・ラー ル の息 子 た ちを 助 け て墓 廟 の造 営 や運 営 に尽 力す る よ うに な る。

　 マ ンダ ル では,デ ヴ ィ ・ラ ール 自身 が 次第 に聖 者 と見 な され,彼 を 尊 崇 す る人 々が

彼 の も とに通 っ て仕 え る よ うに な った が,デ ヴ ィ ・ラー ルは 自 らの 力 の 源 は カパ ーサ

ンの バ リ ・ラー ム とバ バ で あ る こ とを 人 々に伝 え,彼 ら もカ パ ーサ ンを 訪 れ る よ う促

した。 マ ソ ダル の人 々は,デ ヴ ィ ・ラ ール の指 導 に従 い,や が て 師 に な ら って バ リ ・

ラ ー ム を も師 と仰 ぐ よ うに な っ て ゆ く。 バ リ ・ラ ー ム が カパ ーサ ソの パ パ ・デ ィワ

ナ ・シ ャー廟 で言 わば カ ル ト内 カル トを 発 展 させ,権 威 を よ り一 層 高 め て ゆ くの に デ

ヴ ィ ・ラー ル の 力 は大 きか った 。

　 また 前章 で も述 べ た よ うに,デ ヴ ィ ・ラ ール は バ バ の廟 で も積 極 的 に 活 動 した 。 特

に80年 代半 ぽ に 入 って バ リ ・ラ ー ムの 体 の 自由 が きか な くな る と,バ リ ・ラー ムに 代

わ って ウル ス の重 要 な儀 礼 を 執 行 す る よ うに な った。 彼 は,バ リ ・ラ ー ムの 昇 天後 廟

の イ ス ラ ー ム化 が進 行す る 中 で もrこ の役 割 は 死 守 し続 け,や が て そ の役 割 は 自分 の

息 子 た ち に 継承 され る こ とに な る。 さ らに バ リ ・ラ ー ムの埋 葬 や 墓 廟 の営 み で も主 導

的 役 割 を 果 た そ う と した のだ が,反 対 派 の抵 抗 を受 け た こ とで 力を 落 と し,1989年 に

他 界 の 時 を迎 え る に至 る。
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3.2　 デ ヴィ ・ラールの聖者 廟 の発展

　 デ ヴ ィ ・ラ ー ル は バ リ ・ラー ムが 昇 天 した 際 も は た 目に もお か るほ ど落 胆 し,バ

リ ・ラ ー ムの 遺 体 にす が っ て 「私 もす ぐに お 側 に 呼 ん で くだ さ い」 と大 声 で 嘆願 し

た 。 そ の 後,気 丈 に も立 ち直 って 埋 葬 を と り行 い,墓 廟 の造 営 に も力を つ く した の だ

が,翌1988年 の 年 忌 祭 で は 墓 石 の洗 浄 儀 礼 をす る の を拒 まれ て し ま った 。 デ ヴ ィ ・

ラ ー ルは 号泣 しな が ら,親 しい友 人 に 「私 が しよ うとす る こ とは皆 が 受 け 入れ よ うと

しな い 。 こん な こ とで は,こ の世 に い る意 味 は な い。 も う立 ち去 って グル の も と に行

くこ とに し よ うと思 う」 と憤 愚 を 語 った 。 気 力 が め っ き り衰>xた こ とに気 づ いた もの

の病 に か か った わ け で もな い ため,こ の 言 葉 を 伝 え 聞 い た 息子 た ち は ま さか これ が デ

ヴ ィ ・ラ ール の 自 らの死 の予 言 だ とは 思 い も しな か った。

　 しか しJこ れ か ら後 デ ヴ ィ ・ラール は しば しば 自 らの 死 を予 期 させ る言 動 を 取 る よ

うに な った とい う。 そ の 中 で,彼 は 他 界 後 の 自 らの遺 体 の取 り扱 い方 を も周 囲に 漏 ら

して い る。 それ は,「 バ リ ・ラー ム の 時 の よ うに 混 乱 が 起 こる の を 私 は 望 まな い 。 私

の遺 体 は 焼 い て構 わ な い。 しか し世 間 とは 別 に して ほ しい(ド ゥニヤ ・セ ・ア ラ グ ・

ラ クナ ー また は カル ナ ー)」 とい うもの で あ った45)0

　 後 半部 分 が また して も謎 め い てお り,具 体 的 に 何 を ど うす る こ とを指 す のか,こ の

言 葉 だ け か らは わ か らな い。 周 囲 の人 々は,師 で あ るバ リ ・ラー ムの遺 体 の埋 葬 をめ

ぐって 様 々な 混乱 が起 こ った の で,デ ヴ ィ ・ラ ール は 自 らの遺 体 を ヒ ン ドゥー の伝 統

に従 って 焼 き,混 乱 を招 か な い よ うに指 示 した もの だ と思 った が,後 半 は 聞 き流 して

お りそ の 真意 を あ え て尋 ね よ う と しなか った 。 しか し,後 に この後 半 部 分 の解 釈 が大

き な意 味 を もつ よ うに な っ て くる。 遺 体 を 焼 くの か 焼 か な い の か で 違 い は あ る も の

の,処 理 方 法 を 意 図 的 に曖 昧 に し別 の もの の 意 志 に 委 ね よ う とす る点 で,デ ヴ ィ ・

ラ ー ルは 見事 に 師 の方 法 を受 け継 いだ こ とに な る。

　 翌 年,つ ま り1989年 の7月,デ ヴ ィ ・プール は 会 食 に 呼 ば れ た 先 か ら帰 る途 中突 然

嘔 吐 し,そ の ま ま意識 を失 って倒 れ て しま う。 息 子 た ち は ジ ャイ プー ルや デ リー の病

院 に 父 を 入 院 させ 懸命 に治 療 に努 め た 。 闘 病 生 活 の 途 中,バ リ ・ラー ム の2度 目の年

忌 祭 が 巡 って くる と46),意 識 が 朦 朧 と した ま まだ った デ ヴ ィ ・ラ ール は 突 然 正 気 を 取

り戻 し,病 室 の ベ ッ ドに3日3晩 座 った ま ま過 ご した 。 この 時,彼 は 「自分 の身 体 は

こ こ デ リーに あ って も心 は カパ ーサ ソに あ る」 と言 い,バ リ ・ラ ーム の墓 廟 で起 こ っ

てい る こ とを 生 き生 き と語 った とい う。 しか し,デ ヴ ィ ・ラ ール の気 力 と奇 跡 もこ こ

まで であ った 。デ リーか ら マ ソダル に戻 った 彼 は1989年10月25日,ヒ ソ ドゥー暦 の カ ー
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ル テ ィ ヵ月暗 半 月ll日 目,イ ス ラー ム暦 ラ ヴ ィ ウル ・ア ッ ワル(Raviul　 Awwal)月25

日の夕 刻 に亡 くな った 。 師 バ リ ・ラ ーム と ヒ ソ ドゥー暦 な ら2日 違 い,イ ス ラ ー ム暦

な ら1月 遅 れ の 同 じ 日の 昇 天 で あ った。 息子 た ち は,こ れ も師 を慕 うデ ヴ ィ ・ラ ール

の 思 い が結 実 した もの と捉 え て い る。

　 デ ヴ ィ ・ラー ルが 昇 天 す る と直 ち に 息 子や 弟子 た ちが 集 ま って 葬 儀 を ど うす べ きか

が話 し合 わ れ た 。 遺 体 の 取 り扱 い に つ い て の 彼 の遺 言 が 全 員 に 明か され た の も この場

で あ った 。 弟 子 た ち は 「世 間 とは別 に して ほ しい 」 の解 釈 を め ぐっ て 苦 悩 した 。 デ

ヴ ィ ・ラー ル は マ ソ ダルの 火葬 場 の 近 くに 土地 を所 有 して い た。 荒 地 の ま まで,火 葬

場 に も近 いた め 普 段 は め った に 人 が 行 か な い と ころ だ った。 しか し,彼 は 生 前 弟子 の

1人 に 「こ の土 地 は 将 来 役 に立 つ だ ろ う」 と漏 ら した こ とが あ り,ま た 別 の弟 子 に は

「私 は将 来 火葬 場 を栄 え させ るだ ろ う」と謎 め いた 言 葉 を 言 った こ とが あ った。集 ま っ

た弟 子 た ちは 遺 言 の他 に,こ れ らの 言葉 を重 ね 合わ せ,結 局 デ ヴ ィ ・ラ ール は 今 の 火

葬 場 の近 くの彼 自身 の土 地 で 遺 体 を 焼 くこ とを 望 ん で い た のだ と解 釈 した 。 これ な ら

ば 確か に一 般 の ヒ ソ ドゥーの 火 葬 場 とは 別 に な る上,荒 地 も役 に立 つ こ とに な る。 火

葬 の行 わ れ た場 所 に何 らか の モ ニ ュメ ン トが 出来 て参 拝 の ため に人 々が 集 まれ ば,「火

葬 場 が 栄 え る」 とい うデ ヴ ィ ・ラ ール の 予 言 も成就 す る こ とに な るだ ろ う。 仕 立 屋 の

弟 子 兄 弟 とデ ヴ ィ ・プ ール の2人 の 息 子 は そ の 日の 夜 に 火葬 場 に 隣 接 す る デ ヴ ィ ・

ラ ール の 土地 に 出か けa火 葬 を す るべ き場 所 を 確 定 させ た。

　 デ ヴ ィ ・ラ ール の長 男 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 は デ ヴ ィ ・ラー ル の遺 体 を焼 くこ と

そ の もの に つ い て も,こ の 時 点 で は まだ 逡 巡 が あ った とい う。 しか し遺 体 を ど の よ う

に扱 った と して もデ ヴ ィ ・ラール のそ の 後 の こ とは バ バ や バ リ ・ラー ムが 見 て くれ る

だ ろ うと思 い 結局 遺 体 を焼 くこ とに 同意 した とい うの で あ る47}0

　 こ の こ とは,少 な くと もデ ヴ ィ ・プール の近 親 に まで は 遺体 を焼 く こ との恐 怖 が 共

有 され て い た こ とを うか がわ せ る。 デ ヴ ィ ・ラ ール の 遺 言 も よ く見 れ ぽ 遺 体 を焼 くこ

とは 「構 わ な い」 と言 って い るの であ って,積 極 的 に遺 体 を焼 く よ うに言 っ てい るわ

け では ない 。 あ くまで残 され た ものが 社 会 的 混 乱 に 巻 き込 まれ な い よ うに との配 慮 か

ら,や む な く焼 い て も よい と言 っ て い る よ うに も取 れ る。 つ ま り,前 章 で述 べ た タ ッ

キ ヤの 伝 統 と まで は い か な く とも,デ ヴ ィ ・ラール も また遺 体 の 保存 と最 後 の審 判 で

の 師 の と りな し とい う世 界 観 を あ る程 度 受 け 入 れ て い た が 故 に,遺 体 を 積 極 的 に 焼

くよ うに は 指 示 しな か った と も考 え られ るの で あ る。 長 男 の心 配 も,遺 体 を焼 い た

後 の 魂 の 状 態 に 向 け られ て い る。 また 残 され た 者 た ち の そ の後 の行 動 を見 て も,ス ー

フ ィー的 な い しイ ス ラ ーム的 な葬 送 や モ ニ ュ メソ トを 残 す こ とを意 識 して い る。 これ
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らは,デ ヴィ ・プールが何らかの形でイスラーム的世界観を受容 したことを残された

者たちが察知 していたことを疑わせる。 しか し,デ ヴィ ・ラール(あ るいはその息子

や弟子)は この件について何ら明確iな証拠を残 しているおけではない。またこれから

述べるように,遺 体の取 り扱いやモニュメントの建造については他の説明も十分に成

り立つので,こ こで述べたことは憶測の域を出ない。

　さて,葬 送が行われたのは翌 日のことであった。火葬場までの行列が出発する直前

になると,誰 が言い出すともな く遺体の周 りでローパーンの儀式が行われたとい う。

この儀式は無言で,香 炉に香が大量にたかれその香炉を弟子の1人 が持って遺体の

周囲を回るというものであった。

　葬列が動き出す と,集 まった近隣の人々が この地方で葬列を送 る慣習通 りに

rRam　 N緡　 Satya　Hai」(文 字通 り訳せば,「 ラーマ神の名は真理である」)と 唱えだ

した。しかし,弟 子たちはそのように唱えるのは世間一般の葬儀の時だけで,こ の葬

列は特別な聖者のものだか ら唱えるべきではないと周囲を説得し,結 局無言のまま葬

列が進んだという。「世間 とは別にせ よ」とい うデヴィ・ラールの遣言のしば りであ

ろうか。それにしても,無 言の葬列 とい うのは少な くともこの地方では異例であ り,

ラーマというヒン ドゥーの神の名を,ス ーフィーの聖者に人生を捧げた師の葬送に使

わせまいという弟子たちの意思を読み込むこともできよう。

　火葬場の隣のデヴィ・ラールの土地では,こ のあた りの ヒソ ドゥーのしきた りに

従って遺体の火葬が行われた。通例ならぽ,遺 骨は しばらくの間放置 され,そ の後一

部が集められ,息 子たちの手でハ リドワールやバラーナシーなどの聖地に運ばれてガ

ンガーに流され,残 りは火葬場で朽ちるに任されることになる。

　 しか し,「世間 とは別にせ よ」 とい う遺言や 「火葬場を栄えさせる」という予言は

全て成就 されねばならない。 この後,「 オー トマチ ックに仕事が進み」48}写真に見ら

れるような墓廟が火葬の行われた場所に姿を現すことになった(写 真7)。 ヒンドゥー

で火葬をした聖者の墓廟などは異例中の異例で,も ちろん何をどのような形で造営す

べきかの先例は全 くない49)0しか し,建 築の節 目節 目でデヴィ・ラールからの 「イソ

スピレーショソの助けがあって」50)仕事はスムーズに進んでいったとい う。

　廟は二重墓構造で,火 葬をしたその場所がオリジナルな下墓になっている。当初は

火葬後の遺骨の上 にそのまま盛 り土がしてあったが,火 葬 の1ヶ 月余 り後に墓石で

覆 ったとい う。その際,墓 石は遺骨を覆 うように直方体であったが,既 に上面は平

滑な形を していた。墓石にはチ ャーダルがかけられバ ラの花が散らされていたが,

チャーダルにはデヴィ・ラールが生前好んで着ていたケーサル色の布が用いられ,ム
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写 真7デ ヴ ィ ・ラ ール の墓 廟 の全 景

スリムにとっての聖なる色である緑色の布は使ったことがなかった。下墓の周 りには

1993年 頃煉瓦づ くりの墓室が造 られた。そ うして97年 に現在のような2階 建ての墓

廟が完成 した。その際,i階 のオ リジナルな墓の墓石は取 り除かれ,も との盛 り土に

戻された。盛 り土の上には白のチ ャーダルがかけ られている。下墓は密閉されてお

り,年 忌祭などの特別な場合に親族や近 しい弟子たちのみが立ち入ることできる。

　2階 の墓室は八角形で周囲に露天の回廊がめ ぐらされている。墓室への入り口は,

東側 と南側の2箇 所にある。墓はオ リジナルな墓 と同様に南北に軸が沿 った直方体

で,頭 部は北側になっている。墓の周囲には膝の半分丈ほどのコンクリー ト製の低い

フェソスがめ ぐらされ,足 部にあたる南側だけが切れている。北側の壁は二重の壁寵

があり,下 には花飾 りをかけられたデヴィ・プールの等身大の石膏像が置かれ(写 真

8),そ の上にバ リ・ラームの大写 しの写真が飾 られている。さらに北西側の壁には

ババの写真も飾られている。墓の上面はオ リジナルな時と同様に平滑で,緑 色以外の

チャーダルで覆われバ ラの花びらが散 らされている(写 真9)。 チャーダルは弟子た

ちや ここで願掛けをして願いがかなったものが寄付 し,年 に数回は取 り替えられる。

このようにデヴィ・ラールの墓廟もイスラーム的様式 とヒソ ドゥー的様式とが微妙に

混ざ り合 った構成になっているが,こ こはマジャールとかダルガーとは決 して呼ばれ

ず一貫 して 「サマデ ィー」と称されている。またこの墓廟は縁結びや妊娠の願掛けに
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写真8　 デ ヴ ィ ・ラールの墓 廟の2階 に設置 された坐像

は特 に霊 験 が あ らたか とされ,訪 れ る信者 も年h増 え て い る とい う。

　 この墓 廟 で も,毎 タ ローパ ー ンが 行 わ れ て い る。 そ の後 で マ グ リブ の ナ マ ー ズが 行

わ れ るわ け で は な い が,マ グ リブの ナ マ ー ズ の刻 限51)の 直 前 に す るの は バ リ ・ラ ー

ムの 墓廟 と同様 で あ る。 日常 の儀 礼 の タイ ミン グは ムス リム の共 同体 の儀 礼 を 律 す る

タイ ミソ グに 合 わ され て い る こ とに な る。

　 筆 者 は,こ の 墓 廟 で ラ ク シ ャ ー ・パ ンダ ソの祭 礼 が 行 わ れ た 際52)の ロー バ ー ンに

参 列 す る機 会 を 得 た。 祭 礼 とい うこ と もあ り30人 余 りの 人 々が参 加 して お り,ビ ル ワ

ラ在 住 の デ ヴ ィ ・ラ ール の長 男 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏(ビ ル ワ ラに あ る州 立 大 学 の

数 学 の 教 授 で あ る)が ロー バ ー ソを主 催 した 。 通 常 の ロ ーバ ー ソで は参 加 者 は10人 前

後 で あ る し,デ ヴ ィ ・ラー ル の 息 子 た ち53)は い ず れ もマ ン ダル か ら離 れ た と ころ に

住 ん で い るた め ロ ーバ ー ソに は 出席 しな い こ とが 多い 。

　 墓 室 で香 を た き,そ の 香 を 持 って 「サ マ デ ィー」 の周 りを 回 るな ど,儀 式 を主 催 す
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写真9　 デヴィ ・ラールの墓廟 の2階 の墓室

るの は,ジ ャイ ・プ ラカ ー シ ュ氏 と弟 の ジ ャ ムネ ー シ ュ氏,そ れ に ジ ャイ ・プ ラ カ ー

シ ュ氏 の長 男 で あ った。 ローバ ー ンの 手 順 は,バ リ ・ラー ム の墓 廟 に おけ るそ れ とほ

ぼ 同 じで あ る。儀 礼 が終 始 無 言 で行 わ れ る こ と も同様 で あ る。 しか し,こ こ では イス

ラー ム様 式 の 香炉 で は な く,ヒ ソ ドゥー の儀 礼 の 時 に使 わ れ る素 焼 き の高 杯(ド ゥー

プ ・ダ ー ソ)が 香 を た く器 具 と して用 い られ,ま た 焚 きつ け と して牛 糞 を固 め て干 し

た もの(カ ンデ ー)が 使 わ れ,ろ うそ くだ け で な く線 香 も灯 され る な ど,バ リ ・ラー

ム の墓 廟 よ り微 妙 で は あ る が ヒ ン ドゥー 的要 素 が 強 い 。 そ の一 方,香 料 が た か れ た

ドゥー プ ・ダ ー ソが墓 を1周 した 後 の拝 礼 で は,列 席 して い た 人 々が一 斉 に ま る で ナ

マ ー ズの 時 を 思 わ せ る よ うな姿 勢 で脆 き 「サ マデ ィー」 に 向 か って額 ず く。 こ の よ う

な脆 きの姿 勢 は,ヒ ソ ドゥー の寺 院 や サ マ デ ィーで は 決 して 見 られ な い よ うな身 体 動

作 で あ る。 だ が,そ のす ぐ後,人 々は 立 ち上 が って 順 に デ ヴ ィ ・ラー ル の石 膏 像 の前

に進 み,今 度 は ヒ ソ ドゥー の グル の 前 です る よ うな ダ ソ ドワ ッ ト プ ラ ナ ー ムの 姿
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勢54)で 拝 礼 をす る。 この よ うに,バ リ ・ラ ー ム の墓 廟 とは また 異 な った あ り方 で 法

具 や 身 体 動 作 に イ ス ラ ーム式 と ヒ ン ドゥー式 の混 瀟 が 認 め られ る。

　 この 「サ マ デ ィー」 に お い て も年 忌 祭 が 行 わ れ る。 ジ ャ ムネ ー シ ュ氏は 次 の よ うに

語 る。

もち ろ ん ヒ ン ドゥー の他 の聖 老 のサ マデ ィ ーで は年 忌 祭 な どは しな い こ とは 知 って い ます 。

で も,デ ヴ ィ ・プ ー ルは ス ー フ ィー の 流 れ に連 な る聖 者 で した 。 こ の道 で は世 を 去 る 時 に

そ の 人 の 生 涯 の事 跡 が 定 ま る の で昇 天 を 記 念 して お 祭 りを す る の です 。 他 の聖 者 の と ころ

で は 誕 生 を 祝 う祭 りが あ る で し ょ う55)。そ の逆 な の で す 。 また 昇 天 は,師 の も とに魂 が赴

く時 で もあ る の で,め で た い の で す 。私 た ち は この お祭 りを マ ハ ー ・プ ラ ヤ ー ソ ・デ ィ ワ ー

ス と呼 ん で い ます 。 す る こ とは,グ ラ ブ ・ジ ャル ・キ ・ア ビ シ ェ ー カ とバ ジ ャ ン,そ れ に

ボ ージ ャ ソで す 。 デ ヴ ィ ・ラ ー ルが 神 と崇 め 仕rxた ・ミバ ・デ ィ ワ ナ ・シ ャー の廟 の年 忌祭

と同 じです が,私 た ち は ヒ ソ ドゥー な の で こ う呼 ん で い ます 。 儀 式 で す る こ と は,他 に手

本 もな い か らバ バ の 廟 の や り方 で して い ま す が,ム ス リムで もな い の に ウル ドゥー語 は使

え ま せ ん。 年 忌 祭 の 日で す が,私 た ち は ヒ ソ ドゥ ーな の で ヒ ソ ド ゥー の暦 で な い と記 念 日

をす る実 感 が わ き ませ ん 。 イ ス ラ ー ム の暦 で デ ヴ ィ ・ラー ル の 昇 天 の 日を 言 う時 に は,い

ち い ち カ レ ン ダ ーを 確 か め な い とい け な い ほ どで す。 バ バ の 廟 で は 長 年 の 習 慣 で イ ス ラー

ム暦 で ウル ス を して き ま した か ら何 の抵 抗 も あ り ませ ん が,こ こで は ヒ ン ドゥー式 の カ レ

ソ ダー を使 わ な い と ど う も し っ く り来 な い の です 。 だか ら,私 た ち は カ ー一ル テ ィヵ月 の暗

半 月11日 目(ギ ャ ー ラス),ち ょ うどデ ィパ ー ワ リー のお 祭 りの 直 前 に 年 忌祭 を して い ます
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　 デ ヴ ィ ・ラ ール の 「サ マ デ ィ ー」 で は,廟 の呼 称 同様 に 年 忌 祭 の タイ ミン グや 呼称

につ い て も弟 子 た ちの 間 で 見解 が対 立 す る よ うな ことは 起 こ って い な い。 年忌 祭 の 日

の夜 に は ラ ッ トリ ・ジ ャ グ ラ ン57)と して ク リシ ュナ の バ ジ ャ ンが 参 集 した 人 々の 間

で歌 わ れ る。

　 ま た,こ の サ マ デ ィ ーで は先 に も述 べ た よ うに,ラ クシ ャ ー ・バ ン ダ ソの他 に も,

デ ィパ ー ワ リー,ホ ー リー,グ ル ・プー ニマの よ うな ヒン ドゥーの祭 礼 が祝 わ れ る。

ラク シ ャ ー ・バ ン ダ ンの時 に は,デ ヴ ィ ・ラール の 弟 子 た ち や墓 廟 で願 掛 け を して願

い 事 が か な っ た 人 々が代 わ る代 わ る墓 廟 を訪 れ,ナ リヤ ール を 捧 げ,「 サ マ デ ィー一」

の周 囲 に め ぐらせ て あ る柵 に ラ クシ ャーを 結 ん で ゆ く。 これ は 次 の ラ クシ ャー ・バ ソ

ダ ンの 時 まで デ ヴ ィ ・ラー ルが 信 者 を 凶 事 か ら守 って くれ る よ うに願 っ て の こ とだ と

い う58)0そ れ 以 外 の 祭 礼 の 時 に は,弟 子 た ちや マ ンダ ルの 人 々が この 墓 廟 に 集 ま り,

ボ ー ジ ャ ソを食 べ てか ら ラ ッ トリ ・ジ ャ グラ ソを す る。 ジ ャ グ ラ ソで歌 わ れ るの は ク

リシ ュナ の パ ジ ャ ンが多 いが,ヒ ン ドゥーの 神 を 称 え る歌 な ら ど うい うも ので も構 わ

ず 様 々な歌 が次 々 に歌 わ れ て ゆ く。 ス ー フ ィ ー聖 者廟 で この よ うな行 事 が 行 わ れ る こ
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とは も ち ろん な い し,ヒ ン ドゥー の 「サ マ デ ィー」 で も ヒ ン ドゥーの祭 礼 が祝 わ れ る

こ とは 普 通 な い 。 そ の意 味 で極 め て新 しい祭 礼 の 形 が デ ヴ ィ ・ラ ール の墓 廟 空 間 では

創 造 され つ つ あ る と見 る こ とが で き よ う。

　 デ ヴ ィ ・ラ ール の 墓 廟 は ス ー フ ィズ ム的 な結 構 を も ちな が ら,そ れ に ヒ ン ド ゥー的

な宗 教 実 践 を 様 々な 形 で 重ね,ヒ ン ドゥー的 な説 明を 合 理 的 に 首 尾 一貫 す る よ うに付

け加 えた よ うに 見 え る。年 忌祭 に 関す る ジ ャム ネ ー シx氏 の 説 明 も大 学 の 教職 に あ る

者 の説 明 ら し く,ヒ ン ドゥー とス ー フ ィー の慣 習 の間 を 巧 み に 行 き来 しな が ら一 見 し

た とこ ろ破 綻 の ない もの に な って い る。 この よ うな宗 教 空 間 の 構 成 は,ス ー フ ィー の

聖 者 を 「神 」 と見 な し,そ の ヒ ソ ド ゥー の弟 子 に ヒ ソ ドゥ ー的 な グル ・パ クテ ィの

文 脈 で 師 と して 仕>xた デ ヴ ィ ・ラ ール の 生 涯 に ち ょ う ど見 合 った 形 と もい え る だ ろ

う。 そ こに は,2つ の異 な る伝 統 の混 靖 とい った 時 に イ メー ジ しが ちな 伝 統 の 無秩 序

な そ の場 限 りの合 成 とい うよ りは,緻 密 な計 算 に 基 づ く空 間 の 構 成 が 見 られ るの で あ

る。

　 ま た デ ヴ ィ ・ラ ー ル の 「サ マデ ィー」 は一 見 して 明 らか に バ リ ・ラ ー ムの 墓 廟 の雛

形 とな って い る こ ともわ か る。 しか し,バ リ ・ラ ーム の墓 廟 は デ ヴ ィ ・ラ ール と完全

に 同 じ形 で構 築 され たわ け では ない し,デ ヴ ィ ・ラ ール の 「サ マ デ ィー」 に は 見 られ

な い 破綻 が あ ち こち に 見 られ る。な に よ りも バ リ ・ラ ー ムの 墓廟 は完 成 して い な い し,

そ の 呼 称 も完 全 に定 着 した も のに は な って い な い の で あ る。

　 デ ヴ ィ ・ラー ル の墓 廟 の空 間 構 築 は,一 体 どの よ うな背 景 の も とで進 んだ の で あ ろ

うか 。 弟 子 た ち の墓 廟 造 営 は,冷 静 な 計 算 と師 へ の情 熱 の 間 で どの よ うに行 わ れ た の

だ ろ うか 。 また そ れ は バ リ ・ラー ム の墓 廟 の 第2段 階 の造 営 に どの よ うに影 響 した の

だ ろ うか 。 こ こで再 び章 を 改 め,バ リ ・ラ ー ム とデ ヴ ィ ・ラー ル とい う特 異 な 生 涯 を

送 った 宗 教 家 の墓 廟 の構 成 に 関わ る力 学 を 検 討 す る こ とに し よ う。

4聖 者 廟 の アイ デ ンテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ クス とそ の 回避

4.1デ ヴィ ・ラールの聖者廟 を と りま く信 仰 と政治

　マンダルにおいてデヴィ ・ラールの墓廟が造営された80年 代末から90年代前半にか

けての時期は,彼 の息子たちがパパ ・ディワナ ・シャーやバリ・ラームの廟での発言

力の維持を求めてけわしい活動を続けた時期にあたる。デヴィ ・ラールは後の2つ の

廟における主要な信者としての活動を通 じて独自の宗教的実践を形成 し,ま た宗教家
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と して の地 位 を 高 め た 。 残 され た2人 の 息子 に とっ て2つ の廟 での 彼 の 宗 教 実践 の あ

り方 を継 承 す る こ とは,な に よ りも父 の遺 志 を体 現 し,偉 大 な 宗 教 家 で あ った 父 に対

す る崇 敬 の念 を 表 す こ とに つ な が る行為 で あ った。

　 当時 パ パ の廟 で は,バ バ の ム リ ッ ドで あ った チ ー パ家 の主 導 の も とでJバ リ ・ラ ー

ム(と 同 時 に そ の 愛 弟 子 の デ ヴ ィ ・ラ ー ル)が 廟 内 で 大 切 に 育 て た 菩 提 樹 が ヒ ソ

ドゥー的 な もの と して 切 り倒 され,バ リ ・ラー ム の居 室 が イ ス ラ ー ム神 学 の 教 育 の場

で あ る マ ダル サ に 改 造 され る な ど(三 尾1998:39),空 間 の イ ス ラ ー ム化 が 目に見 え

る形 で進 行 して いた 。 同 時 に,ム ス リムの 間 か らは最 重 要 な ウル ス の祭 礼 に お い て ヒ

ン ドゥーが重 要 な役 割 を 果 た す こ と,と りわ け秘 儀 で あ る グス ル ・キ ・ラ ス ムに ヒ ン

ドゥー 即 ち デ ヴ ィ ・ラール や そ の息 子 た ち が参 加 を続 け る こ とに強 い批 判 が 加 え ら

れ る よ うに な りつ つ あ った 。 ス ー フ ィー聖 者 廟 が 「イ ス ラー ム の もの」 で あ る以 上,

空 間 的構 成 も儀 礼 な どの宗 教 的 実 践 に お い て も全 て が イ ス ラ ーム的 で な けれ ば な ら な

い とい う主張 で あ り,こ こに は コ ミュナル な言 説 の 影 響 を 明確 に見 て取 る こ とが で き

よ う。

　 デ ヴ ィ ・ラ ール の 息子 た ち は,こ の よ うな流 れ に 抵 抗 して ウル ス で 中心 的 役 割 を果

た し続 け,グ スル ・キ ・ラス ムに も参 加 して きた 。 実 際 あ る年 に は チ ーパ家 が他 の ム

ス リム の 要 求 を 入 れ,息 子 た ち に グス ル ・キ ・ラス ムへ の参 加 を 辞 退 す る よ うに と

言 って きた こ と もあ った。 彼 らは そ の要 求 をは ね つ け て,祭 礼 の場 で チ ー パ 家 の 人h

と議 論 を し,グ ス ル ・キ ・ラス ムのた め に半 ば 強 行 的 に バ バ の 墓 室 に 入 った とい う。

また ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 は バ バ の廟 を ワ クフ ・ボ ー ドの 管 理 か ら ムス リム と ヒ ン

ドゥー双 方 の代 表 が 参 加 した トラス トの管 理 に変 え るべ くチ ーパ 家 の 人 々 と交渉 を続

け て い る。

　 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 と弟 の ジ ャ ムネ ー シ ュ氏 は,「 周 囲 が ム ス リムぽ か りで 自

分 た ち に厳 しい視 線 を 向 け る中 で,グ スル ・キ ・ラス ム のた め に 墓 室 に 入 って儀 礼 を

す る に は相 当 の勇 気 が い り,誰 で もで き る こ とで は な い」 と 自分 た ち の 行 動 を振 り返

る。 そ の よ うな 思 い ま で して儀 礼 に参 加 し続 け る のは,「 バ リ ・ラ ー ム が在 世 中 は彼

が この廟 に来 る信 者 を 客 と して 迎 え る主人 だ った。 デ ヴ ィ ・ラール は そ の 一 番 弟 子 と

して 主人 役 を継 承 した のだ か ら,そ の 息子 で あ る我 々が そ の次 の 主 人 役 に な るの は 当

然 」 とい う意 識 が 強 く,ま た 「バ バ は ム ス リム とか ヒ ン ドゥー とい う違 い を 意 識 せ ず

に 平 等 に 弟子 や信 者 を愛 した 。 だ か らバ リ ・ラ ーム も一 番 弟 子 と して ババ に仕}xた 。

我 々は 弟 子 と して バ バや バ リ ・ラ ー ムの そ の よ うな意 思 と行 為 を 継 承 して ゆ く義 務 が

あ る」59)とい う思 い が あ る か らだ とい う。
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　 実 際,彼 らは 「廟 の主 人」 と して ウル ス の際 に は 来 訪 老 に ラ ン ガル を無 料 で振 る舞

い,ウ ル スを 閉 じる儀礼 で は主 だ った 参 集 者 に 贈 り物 を 贈 与 して い る。 一 方 チ ーパ 家

は正 統 な ム リ ッ ドと して バ バ の廟 の主 人 は当 然 自分 た ち だ とい う意識 を もち,さ らに

最 近 バ バの 廟 に 住 み つ く よ うに な った バ バ の唯 一一の 血 縁 で あ る パ パ の孫 娘 とそ の息

子60)も 廟 の主 人 の 正 統 な後 継 者 は 自分 た ち で あ る と主 張 す る よ うに な って い る。 こ

うしてバ バ の廟 に は 現在3つ の 中心 が生 じ,ウ ル ス の儀 礼 そ の もの が 多 中 心 化 ・多 次

元化 しつ つ あ る61)。

　 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 らが ムス リム の ム リッ ドや バ バの 血 縁 者 の 主 張 に対 抗 で き

る根 拠 は,要 約 す れ ば 「バ バ の 一 番 弟 子 バ リ ・ラー ム のそ の また 一 番 弟 子 の 息 子 」 だ

か ら とい うこ とに尽 き る。 しか し,単 な る血 縁 は 「廟 の主 人 」 の継 承 者 に な れ るだ け

の根 拠 とは な ら な い。 そ れ を 認 め れ ぽ バ バの孫 娘 た ち の主 張 を認 め る こ とに な って し

ま うか らで あ る。 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 らは あ く まで,バ バ か ら デ ヴ ィ ・ラ ール に

まで至 る3代 の聖 者 に 最 も深 い愛 を捧 げ,ま た彼 らの宗 教 的 実 践 を 最 も よ く体 現 す る

もの は 自分 た ちだ とい う意 識 に支 え られ て これ ら の廟 の 活 動 に関 わ って い る の で あ

る。

　 しか るに コ ミュナ ル な言 説 が 支 配 的 とな りつ つ あ るバ バ の廟 で は,バ リ ・ラ ー ムや

デ ヴ ィ ・プー ル の存 在 は 「ヒ ソ ドゥー であ りな が ら」 イ ス ラ ーム的 聖 者 に 深 い 信 仰 を

寄 せ た 者 と捉 え返 され る よ うに な りつ つ あ る。 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 ら が 「ヒ ソ

ドゥー と ムス リム の違 い を越 え た」 愛 を 強調 しよ うと して も,対 抗 す る言 説 が 「イ ス

ラ ー ムか ヒ ン ドゥーか 」 とい う違 い を まず 重 視 し,そ の アイ デ ンテ ィテ ィー に基 づ い

て 各 々 の宗 教 的実 践 の意 義 を 測 ろ う とす る もの で あ る以 上,「 非 イ ス ラ ー ム ・非 ヒ ン

ドゥー」 とい う主 張 は通 らず 「非 イ ス ラ ー ム的 な る もの 」 は 全 て 「ヒ ソ ドゥー的 な る

もの 」 に す りか わ って解 釈 され て しま うので あ る。 そ の 結 果,ジ ャイ ・プ ラカ ー シ ュ

氏 や そ の 弟 の 宗教 的 実 践,あ る いは 彼 ら の父 のそ れ の 意 義 は,そ の 「非 イ ス ラー ム ・

非 ヒ ソ ドゥー」的 な曖 昧 さ よ りも 「ヒ ン ドゥー的 」な側 面 が よ り強 調 され て捉 え られ,

ジ ャ イ ・プ ラ カ ー シ ュ兄 弟 は 好 む と好 ま ざ る とに 関 わ らず ヒ ン ド ゥー ・コ ミュ ニ

テ ィー の代 表 と して 廟 の 祭 礼 に参 加 す る もの とい うア イ デ ン テ ィテ ィ ーを 負わ され る

こ とに な る。

　 しか し,あ くまで ス ー フ ィー的 な バ バ の廟 に関 わ ろ う と して い る ジ ャイ ・プ ラ カー

シ ュ兄弟 と しては,何 らか の 形 で パ パ の カ ル トに連 な る宗 教 実 践 の 形 態 は保 持 して お

く必 要 が あ る。 デ ヴ ィ ・ラ ール が紛 うか た な き ヒ ソ ドゥー の聖 者 とい うこ とに な って

し まえ ば,イ ス ラ ー ム化 が 進 む 廟 か らは 完 全 に 除 か れ て し ま う危 険 性 が 生 じる。 ま
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た,デ ヴ ィ ・ラー ル を完 全 な ヒン ドゥー聖 者 に位 置 づ け て しま えば デ ヴ ィ ・ラ ール の

特徴 あ る信 仰 を無 に帰 し,か え って デ ヴ ィ ・ラ ール の意 思 を 継 承 しえ ない こ とに な っ

て しま いか ね な い。 コ ミュ ナル な 言説 へ の応 答 と して は 「ヒ ン ドゥー」 性 を 強調 しな

が ら,な お も曖 昧 な アイ デ ンテ ィテ ィ ーが保 持 され る とい う綱 渡 りが 要 求 され る こ と

に な る。

　 一方,マ ンダ ル の地 域 社 会 の 人 々が デ ヴ ィ ・ラー ル とそ の廟 に 向 け る視 線 も,バ バ

の廟 に参 集 す る ム ス リム とは 逆 方 向 か らで は あ るが,デ ヴ ィ ・ラ ール や 彼 の 息 子 た ち

の宗 教 実 践 を よ り 「ヒ ソ ドゥー的 」 に捉>x返 させ る文 脈 を 形 づ くった と思 わ れ る。 マ

ン ダル の 人 々 の 中 に は,「 デ ヴ ィ ・ラ ー ル は バ ラ モ ンな の に,な ぜ 葬 儀 の時 に ロ ー

バ ー ンを した り,火 葬 後 に 墓 石 を造 った り廟 を造 った りした のか 」 と,ジ ャイ ・プ ラ

カー シ ュ氏 ら に直 接 尋 ね る者 もい た。 コ ミュナ ル な言 説 と して,純 粋 な ヒ ン ドゥー ア

イ デ ソテ ィテ ィーが 強 調 され つ つ あ る社 会状 況 の も とでは,こ の よ うな 疑 問 が 生 ず る

の は あ る意 味 で当 然 の こ とで あ ろ う。 そ の よ うな状 況 で彼 らの 行 動 に 何 らか の形 で ヒ

ン ドゥー的 な説 明が つ か な け れ ば,大 学 教 授 とい う社 会 的 地 位 も地 に 落 ち て しま う可

能 性 す らあ る。 従 って,デ ヴ ィ ・ラ ール の廟 の構 造 や そ こで 行 わ れ る儀 礼 的 行為 に つ

い て ヒ ソ ドゥー的 な文 脈 で 何 らか の 合理 的 説 明 をつ け る必 要 が 客 観 的 に は 生 じて い た

と見 る こ とが で き るだ ろ う。

　 実際,ジ ャイ ・プ ラ カ ー シx氏 と ジ ャ ム ネー シ ュ氏 や,デ ヴ ィ ・プ ール に 近 か った

弟 子 た ち は,第3章 に 述 べ た デ ヴ ィ ・ラー ル 自身 の信 仰 の あ り方 を さ らに 展 開 し,デ

ヴ ィ ・ラー ル を,ス ー フ ィーの聖 者 に仕 え たか も しれ な いが,神 へ の 信 愛 を 基本 とす

る プ レー ム ・マ ー ル グ(愛 の 道)に 連 な る ヒ ン ドゥー の聖 者 だ と捉xて い る。

　 彼 らは,デ ヴ ィ ・プ ール の 父 が初 め て バ バ に会 った 時,バ バ が 花 の 首飾 りをか け て

い る姿 を見 て 「ま る で シ ヴ ァ ・リソガ が花 で飾 られ て い る よ うだ 」 と言 い,リ ンガ に

対 す る時 と同 じよ うに拝 礼 した とい う出 来事 を引 き合 いに 出 し,バ バ こそ は 神 の化 身

(ア ヴ ァタ ー ル)だ った とす る。 そ して バ リ ・ラー ムは 聖 者 崇 拝 に お け る グル な の で

あ って,デ ヴ ィ ・ラ ール を 神 に 引 き合 わせ る役 割 を担 う,神 以 上 に 重 要 な存 在 と して

尊崇 す る。 デ ヴ ィ ・ラ ー ルは バ リ ・ラ ー ムにす が りなが ら,神 を ひ た す ら求 め る存 在

で あ っ て,バ バ と デ ヴ ィ ・ラ ール の関 係 は ち ょ う ど ク リシ ュナ と ミー ラ ー ・バ ー イ の

関 係 に なぞ ら え る こ とが で き る。 また 同時 に デ ヴ ィ ・プール は 人 々を 神 に 引 き合 わせ

うる 力 を もつ グル で もあ った。 この 力や 奇 跡 を引 き起 こす 能 力 は,究 極 的 に は神 で あ

る パパ に 由来 す る。 そ の 力 は,デ ヴ ィ ・ラ ール 自身 の 苦 しい 修 行 や バ バ や バ リ ・ラー

ム に対 す る深 い信 愛 を 基 盤 とす る もの で あ るが,同 時 にパ パ や バ リ ・ラ ー ムに選 ばれ
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彼 らか ら深 い愛 を注 が れ た か ら こそ獲 得 で きた もの で あ った 。 この よ うな 師 弟 の愛 の

関 係 こそ プ レー ム ・マ ール グそ の もの の特 徴 で あ る とい う62)0

　 シ ヴ ァが ア ヴ ァ ター ル を とる こ とは な い し63),バ バ を シ ヴ ァに な ぞ らえ てみ た りク

リシ ュナ に なぞ らえ てみ た りす るな ど,弟 子 た ち の説 明 の中 に ち ぐは ぐな 点 は 見 られ

る も の の,デ ヴ ィ ・プ ール 自身 や彼 に従 う者 た ち の信 仰 が ヒソ ドゥー的 な 文脈 に ひ き

つ け て 捉 え られ て い る こ とが よ くわ か る。 コ ミュナ ル な 分 断線 に 基 づ い て デ ヴ ィ ・

ラール を捉 え よ うとす る もの に対 しては,デ ヴ ィ ・ラ ール は あ くまで も ヒ ソ ドゥー な

の であ る。

　 デ ヴィ ・プ ール の墓 廟 や そ の儀 礼 が 多 分 に ヒン ドゥー的 色 彩 を 帯 び て い る の も,コ

ミュナ ル な 言 説 に 応 答 し,必 要 な と こ ろ で は 「ヒ ソ ド ゥー」 と して の ア イ デ ソ テ ィ

テ ィ ーを 強調 し よ うとい うデ ヴ ィ ・ラ ール の 息 子 た ち や 弟子 た ち の戦 略 的 計 算 と一 応

は読 み 解 くこ とが で き よ う。

　 だ か ら と言 っ て,デ ヴ ィ ・ラー ル の 墓 廟 や そ こ で展 開 す る宗 教 的 実 践 が 完 全 に コ

ミュナ ル な言 説 に 回収 され,曖 昧 さを 失 って し ま った わ け で は な い。 ヒ ン ドゥー的 装

い は濃 厚 で あ る もの の,墓 廟 自体 が 超 自然 的 な霊 力 を保 つ とい う信 仰 そ の もの が ヒ ン

ドゥーの伝 統 に連 な る もの で は な い 。 また これ まで述 べ て きた こ とか ら も,墓 石 の 形

態 や年 忌 祭,ロ ーパ ー ンな どの 儀 式 もい くら ヒ ソ ドゥー風 の名 称 を使 った と こ ろで,

ス ー フ ィー的 な伝 統 を 色 濃 く残 して い る こ とは 明 らか で あ る。

　 デ ヴ ィ ・ラー ル の後 に 残 され た 者 た ち は,こ の よ うな信 仰 空 間 や 信 仰 実 践 の あ り方

自体 も 「ドゥニ ヤ ・セ ・ア ラ グ ・カル ナ ー」 とい うデ ヴ ィ ・ラ ー ルの 昇 天 に 際 して の

メ ッセ ー ジの 成 就 した も の と捉 え て い る 。 ジ ャム ネ ー シ ュ氏 に よれ ば,「 父 デ ヴ ィ ・

ラー ルは ス ー フ ィー的 な 性 質 を もつ グル で した。 だか ら普 通 の ヒン ドゥーの聖 者 とは

少 し異 な る墓 廟 が 必 要 だ った の で し ょ う。 私 た ち は 父 の言 葉 を 懸 命 に解 釈 し ま した

が,墓 廟 は 自然 とあ の よ うな形 を取 った の です 」 とい うこ とに な る軌

　 客 観 的 に見 る と墓 廟 に して もそ こで行 わ れ る儀 礼 に して も ス ー フ ィ ー的要 素 と ヒ ソ

ドゥー的 要 素 とが,ま さに墓 廟 を取 り巻 く政 治 的 ・社 会 的 状 況 の要 請 を冷 静 に計 算 し

た か の如 く,言 葉 を 変 え て言 え ば,造 営 に取 り組 んだ 主 体 の あ る種 の意 図 の も とに融

合 され て い る よ うに 見 え る。 しか し,こ の よ うな 「主 体 的 計 算 」 は 当事 者 の言 明 にお

いて は 明 確iに否 定 され る。 第3章 で の弟 子 た ちの 言葉 に よれ ば,墓 廟 の造 営 は建 設 に

あ た った 者 た ち が 何 らか の意 図を もつ よ うな こ と もな く 「オ ー トマ チ ッ ク」 に進 ん だ

の で あ る。 彼 らは何 者 か に導 か れ て作 業 を 進 め た に過 ぎな い。 従 って,当 事 者 に と っ

て は 墓 廟 に お け る ヒ ン ドゥー的 要 素 と ス ー フ ィー的 要 素 は 自然 に 融 合 が な っ た の で
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あって,彼 らには師の言葉を遺志にそ うように解釈する以外の作為性は否定されるの

である65}0

　 自己を否定 し師に絶対的に服従することによって神に至ろうとしたデヴィ ・ラール

の信仰実践に忠実に従 うならば,こ のような主体性の拒否はあるいは当然のことかも

しれない。弟子か らすれば,自 らが眠る空間の結構は師自身の意思によるところであっ

て弟子が 自らの主体性を働かせるべき領分ではあ りえない。そもそも弟子の一挙手一

投足は師の意思と恩恵によってこそなされるべきなのである。

　同時に,デ ヴィ・ラールの息子や弟子たちの言動か らは,ヒ ン ドゥーの側からもム

スリムの側からもコミュナルな言説にからめとられそ うにな りつつ,ぎ りぎりのとこ

ろでコミュナルな言説が用意する主体性への罠を回避 しようとする強靱な意志を垣間

見ることができよう。コミュナルな言説に応答すれば,何 らかの形である境界線を画

定 しなければならない。その分だけ,コ ミュナルな言説に曖昧さが切 り取られていっ

てしまう。具体的には,墓 石を何と呼び,儀 礼的行為に何を使 うのかとい う信仰実践

の細部 において,ヒ ソドゥー的なるものとイスラーム的なるもの との間の境界線が

引き直 され,コ ミュナルな視線からの点検が迫 られることになる。それでもなお,デ

ヴィ ・ラールの墓廟ではその視線からは不分明な信仰実践が しぶとく保持され続けて

いる。墓廟の造成をめ ぐって当事者が主体的計算を否定する言葉使いには,こ のよう

にコミュナルな言説や実践を最後のところで拒み,身 をかわす姿勢がぴった りと対応

しているのである。

4.2再 び バ リ ・ ラ ー ム の 聖 者 廟 へ 宙吊 りにされる信仰空間

　 デ ヴ ィ ・ラー ル の息 子 た ち が ムス リムか らの批 判 的 な視 線 に もか か わ らず バ バ の廟

の祭 礼 に積 極 的 に関 与 し続 け られ る根拠 はS彼 らが パ パ を神 と して崇 拝 した デ ヴ ィ ・

ラー ル の意 志 を 忠 実 に 継 承 す る もの で あ る とい う こ と と同時 に,そ の デ ヴ ィ ・ラ ール

がバ バ の廟 で 最 も重 要 な 役 割 を 果 た した バ リ ・ラー ム の一 番 弟 子 で あ った とい う こ と

に も求 め られ る も ので あ った 。 従 って デ ヴ ィ ・ラー ル の息 子 た ちは,バ リ ・ラ ー ムの

墓 廟 の運 営 に も積 極 的 に 関 わ り,バ リ ・ラ ーム の一 番 弟 子 の子 孫 と して の役 割 を 果 た

そ うと した 。

　 彼 らは,バ リ ・ラ ー ムの 墓廟 が バ バ の それ に比 べ て あ ま りに 貧 弱 で あ る こ とを か ね

て気 に してお り,い ず れ は 二 重 墓構 造 の墓 廟 が営 まれ る こ とを 期 して い た 。 イ ス ラー

ム化 の進 む バ バ の 聖 者 廟 の す ぐ外 側 に,道 路 か らも 目立 つ 形 で ス ー フ ィ ー聖 者 に仕 え

た ヒ ン ドゥー の弟 子 の モ ニ ュメ ン トを あ え て建 築 す る こ とには 意 義 が あ った と思 わ れ
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る。 そ れ は,バ バ の カ ル トが ム ス リムの 弟 子 や 信老 だ け で維 持 され て い た わ け で は な

い こ と,そ れ ど ころか ヒ ン ドゥーが 一番 弟 子 と して最 も深 い敬 愛 を捧 げ て い た こ とを

広 く示 し,バ バ の廟 の イ ス ラー ム化 に 抵 抗 す る弟子 た ち の意 思 を 明示 す る こ とに つ な

が る。

　 そ うで あ れ ば,墓 廟 の結 構 は マ ソ ダル に 姿 を現 しつ つ あ った バ リ ・ラー ムの そ れ が

最 も相 応 しい。 何 と言 っ て も この 墓 廟 は,ヒ ン ド ゥー と して スー フ ィーの 聖 者 に 仕>x

た とい う生涯 の 特徴 に 見合 うか の よ うに2つ の要 素 が融 合 す る構 造 に な って い る。 ま

た この構 造 の墓 廟 で ヒ ソ ドゥー的 な祭 礼 を と り行 う こ とが で きれ ぽ,マ ソダ ルの そ れ

と一 貫 性 を 保 て る。 そ の こ と も,マ ン ダ ルの 弟 子 た ち の指 導 的立 場 に あ る息 子 た ち に

と って は 都 合 が い い こ とに な る だ ろ う。

　 しか し,第2章 で も述 べ た よ うに バ リ ・ラ ー ムの墓 廟 で は,そ の運 営 や 信 仰 のあ り

方 を め ぐって 利害 の対 立 が あ り,デ ヴ ィ ・ラ ール の 息 子 た ち が期 待 して いた よ うに は

事 が 進 まな か った。 バ リ ・ラー ム の遺 志 が,デ ヴ ィ ・ラ ール の それ 以 上 に 曖 昧 だ った

こ と も悩 み の種 で あ った。 残 され た者 た ち の誰 か に バ リ ・ラ ー ムか らの イ ンス ピ レー

シ ョンが 示 され る よ うな こ と もな い。 デ ヴ ィ ・ラ ール の 息子 た ち は,バ リ ・ラー ムの

墓 廟 を マ ジ ャ ール で は な くサ マ デ ィー と呼 び,年 忌 祭 を ヒ ン ドゥー暦 で も挙 行 す る な

ど新 しい 試 み も始 め た。 しか し,ジ ャム ネ ー シ ュ氏 に よ る と 「新 しい試 み を 始ﾘる た

び に,私 た ちは そ れ が パ リ ・ラー ム の意 思 に か な うの か ど うかわ か らず,い つ も心 配

で した 。父 の と ころ です る よ うに儀 礼 を す るの が,私 た ち に は しっ く り来 るの で す が,

そ れ を バ リ ・ラー ムが 嘉 す るか ど うか は わ か らな か った 」66)のだ とい う。 昇 天 した 師

の意 思 の 所 在 を 畏 れ な が ら,何 とか 廟 の運 営 を 続 け て ゆ こ う とす る苦 悩 が 読 み取 れ る。

彼 ら に と って,儀 礼 よ りも恒 久 的 に形 が残 る墓 廟 の造 営 は,バ リ ・ラー ム の意 思 な し

に は進 め られ な い 大 事 で あ った 。 こ う して,墓 廟 を 壮 麗 に 造 ろ うとい う思 い のみ が 空

回 りして,バ リ ・ラ ー ムの 昇天 か ら10年 余 りが経 過 す る こ とに な った の で あ る。

　 と ころが,デ ヴ ィ ・ラ ール の 廟 が完 成 した1997年rバ リ ・ラ ー ムの 墓廟 に利 害 を も

つ 者 の 間 の 力 関 係 を 大 き く変 え る よ うな 出来 事 が 相 次 い で 起 こ った。 まず バ リ ・ラー

ム の廟 内 で未 亡 人 と ともに暮 ら して い た末 娘 が 謎 の 自殺 を 遂 げ,続 い て半 年 後,そ の

夫 が 病 院 にか か った 際 の 注射 の ミス で事 故 死 して しま った の で あ る。 末娘 の婿 はバ バ

の廟 の管 理 運 営 の 実 務 に お い て も弟子 た ち の信 頼 を失 って いた が,バ リ ・ラ ー ムの墓

廟 の敷 地 内で は と ころ 構 お ず 小 便 をす る な ど,立 ち居 振 舞 い に 何 か と悪 評 が あ った。

また末 娘 と2人 で 廟 へ の 喜 捨 を 私物 化 して い る とい う批 判 もか ね て 弟 子 た ち の 間 に く

す ぶ り続 け てい た 。 しか し,彼 らは バ リ ・ラー ム とそ の妻 に 可愛 が られ一 時 は・ミパ の
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廟 の 管理 運 営 の後 継 者 と も目 され て い た た め,バ リ ・ラー ム の墓 廟 で も最 も強 い 発言

力 を もち,デ ヴ ィ ・ラール や そ の息 子 た ちのや り方 に常 に批 判 的 であ った 。

　 そ の2人 が相 次 い で怪 死 を遂 げ た の で あ る。 弟 子 た ち の間 だ け では な く,カ パー サ

ンの 人 々の 問 で も,こ の2人 の 死 は そ れ ま で の悪 行 が 遂 に バ リ ・ラー ムの 逆 鱗 に ふ

れ,そ の 罰 が くだ った結 果 だ とい う見 方 が 支 配 的 に な った。 デ ヴ ィ ・ラール の 息 子 た

ち は この 事件 を,娘 婿 た ち が考 え て いた よ うに 廟 を ス ー フ ィー的 色 彩 の強 い ま ま維 持

す る こ とに バ リ ・ラ ーム が反 対 す る意 思 を表 した もの と捉 え た。 それ は と りもな お さ

ず 彼 らが 期 待 して い る よ うに マ ソ ダル の墓 廟 の 形 式 を この地 に も実現 させ よ とい う意

思 の表 明を 意 味 す る。

　 この 時 期,カ パ ーサ ンの有 力 な弟 子 オ ー ム氏 は 体 調 を 崩 しr積 極 的 な活 動 が で き な

い 状 態 に あ った 。 老 齢 の バ リ ・ラ ー ム の 未 亡 人 だ け で は,マ ソ ダル の ジ ャイ ・プ ラ

カ ー シ ュ氏 兄 弟 に は 対 抗 で きな い。 こ う して,1998年 に バ リ ・ラ ー ムの廟 は一 気 に今

の形 に ま で改 築 が 進 め られ た の で あ る。

　 しか し,2階 の墓 室 に バ リ ・ラー ム の石 膏 像 が設 置 され る とオ ー ム氏 らは強 行 に反

対 を表 明す る よ うに な った 。 カパ ーサ ソの 弟子 た ち の 中に も ジ ャ イ ・プ ラ カ ー シ ュ氏

らを助 け て墓 廟 の建 造 に 力 を 貸 す 者 もい た が,石 膏 像 の設 置 に は 多 くが 反 対 し,廟 に

姿 を現 さな くな って しま う者 が 続 出 した 。 オ ー ム 氏 は ジ ャイ ・プ ラカ ー シ ュ氏 らの行

動 を 以下 の よ うに批 判 す る。

　 彼 らは ヒ ン ドゥー と ム ス リム の違 い を越 え た廟 と言 うけ れ ど,違 い を 持 ち込 ん で い る の

は 彼 らの 方 で す 。 廟 は ヒソ ドゥー の聖 者 を 祀 りな が ら,ス ー フ ィズ ム の正 しい や り方 で造

られ るべ きで す 。 そ うで あれ ぽ こそ,ヒ ン ドゥ ー と ム ス リム の ハ ー モ ニー が 廟 に お い て 保

た れ る こ と に な ります 。 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュた ち は,ス ー フ ィズ ム の廟 に わ ざわ ざ ヒ ソ

ド ゥーの よ うな墓 石 や偶 像 を持 ち込 ん で,バ リ ・ラ ー ムを ヒ ソ ドゥー的 な聖 者 に 仕 立 て 上

げ よ うと して い るの です 。彼 らは,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リス トた ち の言 い 分 に 負 け,ス ー

フ ィ ーの 廟 に 来 て い る くせ に 自分 た ちを ヒン ド ゥーに 見せ よ う と して い る の です67)0

　 設 置 され て し ま った石 膏 像 は動 か した り破 壊 した りす れ ば バ リ ・ラー ム の怒 りを呼

ぶ とい う怖 れ が あ り,ま た廟 で は平 和 が 保 た れ な け れ ぽ な らな い とい う思 い も強 いた

め,オ ー ム氏 は 像 の 強 制 移 動 とい った強 い 手 段 に は 訴 え て い な い が,ジ ャイ ・プ ラ

カ ー シ ュ氏 らの行 為 に は い まだ に 強 い反 対 を続 け てい る。 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 ら

は,今 や 石 膏 像 も置 か れ た こ とで あ るか ら,廟 で の年 忌 祭 は す べ て を ヒ ソ ド ゥー風 の

呼称 に 改 め,ヒ ン ドゥー暦 に の み 基 づ い て と り行 うこ と を トラ ス トの会 合 で 提 案 し

た。 当然,オ ー ム氏 らは 反対 し,依 然 と して こ こでは イ ス ラ ー ム暦 に 基 づ くもの と ヒ
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ン ドゥー暦 の そ れ との2回 の年 忌 祭 が 弟 子 た ちの 分 裂 に対 応 して挙 行 され て い る。

　ジ ャ ムネ ー シ ュ氏 は オ ー ム氏 を批 判 して こ う言 う。

　 オ ーム氏は実際 には何 も しない くせ に我 々のす ることなす ことに,い ちいち批判ばか り

してい ます。我hを コミュナ リス ト呼ばわ りす るが,本 当の コ ミュナ リス トはオー ム氏の

方 です。彼は,バ リ ・ラームの廟 ではイ スラーム風の帽子をかぶ った りしてム ス リムの よ

うな顔 を してい るの に,自 分 の家 に帰 る とヒソ ドゥーの儀式を した り,祭 礼 に参加 した り

してい ます。生活を2つ に分け,別 の ところで別 の慣 習に従 うのは不誠実 で一 貫性があ り

ませ ん。 コ ミュナ リス トに陰で批判 され るのを怖れ ているか らこ うい うことにな るのです。

我 々は師 の意思通 りに事を運んでい るので何者 も怖れ る ことは あ りません68)。

　 両者 は互 い に互 い を コ ミ ュナ リズ ムの 言説 に 引 き込 まれ て しま った も の と して 批 判

しあ って い る。 こ の こ とは,立 場 の 違 い を越 え て弟 子 た ち の間 に コ ミュナ リズ ムの 分

断 線 に従 って しま うこ とへ の強 い 警 戒感 が あ る こ とを示 唆 して い る。 同 時 に,互 い の

批 判 に コ ミュナ リズ ム の言 説 を 使 って い る こ とは,次 第 に双 方 が そ の言 説 を 内 面 化 し

て ゆ く過 程 に入 り込 ん でい る こ とを も意 味 し よ う。

　 ジ ャム ネ ー シ ュ氏 は,廟 を 今 の形 に ま で造 った 後,バ リ ・ラ ー ムか らの イ ンス ピ

レー シ ョンが全 くな い こ とに 再 び畏 れ を 抱 く よ うに な って い る。 何 らか 彼 らの 行動 を

嘉 す る き ざ しが 現 れ て も よい は ず な の に,カ パ ー サ ンでは 彼 ら の行 動 に 批 判 的 な 人 々

ば か りが 目につ く。 ジ ャムネ ー シ ュ氏 は せ め て夢 の 中 に で もバ リ ・ラ ー ムが 立 ち 現 れ

て,今 後 ど うす れ ば よい か を 示 して くれ る こ とを期 待 して い る とい う。

　 こ うして バ リ ・ラー ムの 墓 廟 は,こ こに関 わ る ものた ちす べ て の 意 思 が す れ違 い に

な っ た ま ま,よ リス ー フ ィー的 な信 仰 実 践 と よ りヒ ン ドゥー的 な そ れ とが 共存 す る,

言 わ ば 宙 吊 りの信 仰 空 間 と して,カ パ ーサ ン郊 外 に存 続 して い るの で あ る。

5結 論

　ババ ・ディワナ ・シャー及びその弟子たちの3つ の聖者廟では,聖 者廟 カル トの運

営にあたる中心的メソパーの変動や宗教的アイデソティティーをめ ぐる政治的な状況

の変動に対応 して,廟 空間そのものが絶}xず 変貌を続けている。また廟における儀礼

その他の宗教的実践の内容や意味づけも信者たちと廟を取 り巻 く政治 ・社会状況との

交渉の中で常に動態的に変化を続けている。宗教空間や儀礼は,固 定的かつ静態的な

伝統の再生産としてではなく,具 体的な宗教空間において行為する者相互の交渉や彼

らと支配的な言説 との交渉のプロセスの表れ として捉えることの必要性が明らかに確
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認 される。

　本論においては,ヒ ンドゥー ・ムス リム双方のアイデソティティーの純化を求めよ

うとする言説が支配的な社会状況において,そ のような潮流からすれば周縁にある者

たちの苦闘の過程を儀礼や宗教空間の構造に見ることができた。またその一方で,今

日のバ リ・ラームの墓廟は,デ ヴィ ・ラールの息子たちとオーム氏との間に見られる

ように自らのアイデンティティーの正当性や存続をかけた闘争の場としての性格をも

合わせ もつ ものと見ることができよう。

　いずれにせ よ,儀 礼や宗教空間は単に継承 されるものではなく,常 に改変され創造

され続ける。 しか し,同 時に全くの無からの創造が行われているわけではない。本論

で取 り上げた2つ の聖老廟では,師 に対する信仰や自らのアイデソティティーの表現

は,身 近にあるあ り合わせの材料をつなぐ,言 わぽブ リコラージュ的な創造として表

出されている。「墓を二重にする」,「表面の平滑な墓石を設置する」,「年忌祭を行 う」,

「礼拝の手順」などの儀礼的行為は,そ れぞれは一連のイディオムのようにセ ットの

まま,し か し各 々の儀礼的行為の基盤 となる文脈から切 り離 して流用され,つ なぎ合

わせられているのである。

　各hの 廟におけるイディナム的な儀礼的行為の布置は,廟 のおかれた状況に応 じて

当事者が慎重な戦略的計算のもとに行っているように見>xる。 しか し,我 々が出会っ

たのはむしろ,戦 略的計算の存在の否定であ り,計 算を行 う主体の拒絶であった。

　マーヤーラームは,現 代の政治的 ・法的な実践や既存の宗教制度自体が境界線の内

側への同化 と外側への異化を促進し7同 時に主体的なアイデソティティーを先鋭化す

る要素 となっていることを指摘する(Mayaram　 1998:303)。 換言すれぽ,近 代主義的

性格をもつ コミュナルな言説が政治や宗教的制度を支配する南アジアの現状において

は,自 他をヒンドゥーとイスラームの分断線に沿 って規定すること自体,ま た 「ヒン

ドゥー的」J「イスラーム的」とされる実践に自己の宗教的実践を重ね合わせて捉える

こと自体が,近 代的主体に自己が回収されてしまうことに直ちにつながってしまうの

である。

　バ リ・ラームやデヴィ ・ラールの宗教的実践や言述は,上 記のような主体化への陥

穽を回避 し,境 界的曖昧さを保持し続ける隆路を切 り開 くものであった。また弟子た

ちの行為は,師 の意思を解釈によって宗教的空間や行為に具現化 しながら,最 終的に

は自らの行為の成就を師の配慮に任せてしまうことによって,主 体化を促す言説から

の脱出を図るものであった。

　師の墓廟の性格をめ ぐる弟子相互の批判においては,相 手が コミュナルな言説に

b54



三尾　聖者廟空間におけるアイデソティティー・ポリティクスの生成とその回避

よって主体化しつつあるという言明がなされるようになってお り,そ の言葉使いの先

には自己が 「主体化」する言説に取 り込まれそ うになる危 うさが灰見}xる。 しか し,

その危険は廟 自体の造営の進行を師の下されるインスピレーションを待つとい う姿勢

を取ることによって,ぎ りぎりのところで回避されている。 こうして,2つ のスー

フィー的聖者廟空間は安易な名づけを頑強に拒みつつ,現 代 メーワールに屹立し続け

るのである。

　これまで述べてきたような宗教的実践をめ ぐるアイデソティティー ・ポリティクス

の生成やその回避の問題は,改 宗の意味に関わる問題に連なってゆ く。

　バ リ・ラームやデヴィ・ラールの事例からわかるように,彼 らは形式上は正式に改

宗 したとはいえないが,例 えぽ死後の霊や身体の運命の捉え方のような世界観の重要

な点において,コ ミュナルな言説においてヒソ ドゥー的とされる世界観を抜け出 して

イスラーム的世界観を受容 しているようにも見える。彼 らは果たして改宗を したとい

い うるのであろ うか。

　本論で触れたように,改 宗は1つ の教義から別の教義への断絶的で不可逆的な移行

ではな く,あ る行為主体が改宗 したかどうかに明確な境界が引けるものではないこと

は,既 に多 くの研究者が指摘 してお り,本 論の事例もそれを強 く支持するものと考え

られる。

　 しかし,南 アジアのように様々な宗教的イデオロギーが長年にわたって複雑な交渉

関係をもち,現 在宗教的アイデソティティーの純化を求める言説が支配的になりつつ

ある地域において,改 宗が行為主体にとってどのような政治的 ・社会的な意味をもち

うるのかとい う問題は,今 後アイデンティティー ・ポ リティクスを考える際に注 目す

べき課題であろ う。

　本論では,宗 教空間やそこでの儀礼的行為に関わるアイデソティティーに注 目した

ため,改 宗をめぐる言述や行為の意味に関 しては十分に検討することができなかっ

た。南アジアにおける 「主体」のあ り方 という問題とも関連 させつつ,稿 を改めて検

討する課題としたい。
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注

1)　 ヒン ドゥー ・ナシ ョナ リズムが 「イ ソ ドの大地」,「アー リア民族 の血統 」な どの シンボル

　 をいか に操作 し,ヒ ン ドゥー大衆 の国民 感情 を創造 して い った のか につ いては,Pandey

　(1993)及 びvan　 der　Veer(1994a)を 参照 されたい。

2)以 上,近 代化 とヒン ドゥー ・ナ ショナ リズムの関係 につ いては,田 中(1995)の 手際の よ

　 い分析を参考 にした。

3)　 イ ン ド人民党の メデ ィア戦略については,例 えば中村(1998)を 見よ。

4)イ ン ドの宗教 ナシ ョナ リズム と西欧近代主義的 アイデ ソテ ィテ ィーの関係につ いては,な

　 おMayaram(1997:36-38)を 参照 されたい。

5)南 アジアに おいて は ヒソ ドゥーもムス リム も他 の宗教 の信者 も,そ れ ぞれ の宗教 の同一性

　 に基づ いて言語そ の他 の差異 とは無関係 にそれ ぞれが 「共 同体」 を成 す とい う言説 が,イ ギ

　 リス植民地時代以来根強 い。 これは,植 民地支配者 の支配 を正 当化す る言説 にも,ま たそれ

　 に抵抗 し独立を勝 ち取 ろ うとす る側 の言説 にも根づ き,印 パ分離独立後 は国家 間の紛争や イ

　 ソ ド国家内部 の暴動や紛争の体 のいい原 因と して引 き合 いに出 され続け ている。 もちろんこ

　れが 「共 同の聖餐」 イメージに支 えられ,様 々なメデ ィアによって演 出 され人 々を動 員す る

　 「想像の共同体」(ア ソダー ソン1987:17)の1つ であ ることは論を待たないが,現 代 イ ソ ド

　の アイデソティテ ィー ・ポ リテ ィクスをめ ぐる言説に おいては強力 な リア リテ ィーをもつ こ

　 とを認識 した上 で,あ えてカギ括弧(「 」)つ ぎで宗教 共同体 とい う言葉 を用い る。 また南

　 アジアでは 「宗教共 同体」へ の帰属意識や 自らの 「宗教共 同体」 の優越を強調す る態度 を コ

　 ミュナ リズ ムと呼ぶため,本 論文で もそれに従 う。 なお,こ のよ うな 「共 同体」 の言説 の歴

　史についてはvan　der　Veer(1994a)を 参照 されたい。

6)　 大杉高 司(1999:116--124)。 なお,大 杉 が同書 で展 開 した主体 をめ ぐる論考 や 「無為 の共

　同性」とい う概念は,本 論考 を進 める上で大 きな刺激 とな った。なお,主 体性 とハイブ リデ ィ

　 テ ィー般についての論考は現状では筆者 の手にあ まる大 きな問題 であ り,本 論考 を踏 まえ別

　稿で改めて取 り組みたい。

7)同 廟 の歴史については三 尾(1998)に 詳 しい。左記の論文執筆時期以降 の調査 によ り,廟

　の歴史について よ り詳細な点が明 らか とな り,中 には内容を訂正すべ き事実 も明 らか とな っ

　て きてい る。 これ らの点 につ いては,別 稿で全面的な改訂を行いたい。

8)Sawanah　 Amrii(1992:20「22)。 本書 は,・ ミバの弟子 たちが 自分 たちの死 に よってバ バ の

　生涯や事蹟が忘 れ去 られ るのを恐れ て編 集 された ものである。500部 作 られた が多 くは弟 子

　たちや その親 族 ・知 人に配 られ た。 ここに記 され た事蹟 の信愚 性 につい ては三尾(1998:
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　 19-20)を 参照。

9)ム リッ ドとは スーフ ィズムにおいて スーフ ィー聖者 の正式な弟子 のことを指す。 ム リヅ ド

　 になれ るのは ムス リムのみであ る。 また ム リヅ ドに なることが,自 身が スーフ ィーの聖者に

　 な り,師 の法 統 を継 ぐに至 る までの長 い道 の りの最 初 の ス テ ップであ る(Pinto　 1994=

　 206-210)O

lO)モ ークシャを求め る瞑想 自体 がサマデ ィーと呼ばれてい る。

11)サ マデ ィーとい う呼び方 の他 に,こ の立方体の石はチ ャプッ トラとも呼ばれ る。

12)　 メー ワール地方 の ナー ト派 の宗教的 な指導者 の1人,マ ガ ン ・モーハ ソ ・ナ ー ト・ヨギ

　 (Magan　 M6han　 N縟h　Yogi)氏 との2001年8月 のイ ソタピュー。サ マデ ィーに関す る様 々な

　 概念についての説 明は,基 本的 に同氏 とのイ ンタ ビューに よる情報 に基づ いている。

　　 なお,サ マデ ィーを取 った聖者 とこの世の人 々の関係については,モ ークシャの状態にあ

　 る聖者は この世への執着が全て消滅 した状態にあ るのだか ら,今 生の生を生 きる人 々とは基

　 本的に無関係になるのだ とい う。

13)　 しか しヒソ ドゥー聖者のサマ ディーでは,聖 者の牛前の姿を偶像 に して安置す るような例

　 は管見の限 りでは存在 しない。ある意味,こ この廟は過剰 に反 イス ラーム的な性格が強調 さ

　 れ ている とも見る ことがで きるのであ る。

14)ナ ー ト派や ゴース ワ ミ派の ヒン ドゥーは世 俗者であ って もサマデ ィーに葬 られ る。彼 らは

　 聖者 の血を受け継 ぐもの とされ,一 般 の ヒン ドゥー とは異なる葬送 の方法が取 られ るのであ

　 る。埋葬 にあた っては,遺 体はサマデ ィーの姿勢 に体位を組み直 され る。彼 らのサマデ ィー

　 か ら何 らかの霊 的な力が生ず るとい う信仰 はない し,年 忌祭な どの特別 な祭礼 が ここで行 わ

　 1れる こともない。

15)　 ラージ ャス ターンの大衆 ヒソ ドゥーに とっての死 の意 味や,死 に対す る態 度につ いては

　 Gold(1989)を 参照。

16)パ ソデーに よる と,そ もそ も植 民地主義 的な言説 の中で創造 され た 「ヒン ドゥー教 」なる

　 概念 の内実は,19世 紀後半 か らの ヒソ ドゥー ・アイデ ソテ ィテ ィーの形成過程 で練 り上げ ら

　 れ た ものであ った。 その際,イ ン ドの民衆 の多様 な宗 教実践 の最大公約数 として作 り出され

　 た 「ヒソ ドゥー教徒 らしい」宗教 実践 は3つ あった。 その1つ はカース ト制 とバ ラモ ンの優

　 越 の承認,2つ 目は牝牛 の崇拝 で,3つ 目が死後遺体 を焼却す ることであ った。つ ま り,遺

　 体 の焼却 をす るか どうかは,コ ミュナルなアイデ ンテ ィテ ィーの言説 としても重大 な問題 と

　 い うことになる(Pandey　 1993:256)。

17)　 この儀式 は例えば アジメールの カジャ ・ムイ ヌッデ ィン ・チシュテ ィー(Khwaja　 Mu'inal-

　 din　ChishtD廟 な どでは行われ ていない(Moini　 1989)。 モイ ニの報告では,ア ジ メールの聖

　 者廟 の場 合,夕 刻 のマ グリブのナマ ーズの前に,ロ シ ュニ(Roshni)と い う廟に ろ うそ くを

　 灯す儀礼 が行 われ ている とい う。筆者が調査 に訪れた メー ワールのスー フィー聖者廟 の場 合

　 は どこでも,マ グリブのナマーズの前 にこの ローパ ー ンの儀式が行われ ていた。 この違 いは

　 地方差 なのかそれ とも法統 の違 いによる(ア ジメールのそれ はチシ ュテ ィー派 なのに対 し,

　 筆者が訪れ た聖者廟 はいずれ もチシxテ ィー派 のものではない)も のなのかは,聖 者廟で の

　 儀礼 に関す る資料が乏 しく今の ところ不 明である。

18)彼 もバ リ ・ラームの弟子 でバ ラモ ンであ る。 バ リ ・ラームの昇天後,彼 へ の信仰か ら,こ

　 のパ ラモソは毎 日墓廟の清掃に訪れ,墓 廟 に参拝す る者たちに参拝方法を教えた りしている。

　 この奉仕活動 に対す る収 入は一 切得 ていな い と言 う。彼 自身は 「自分は バ リ ・ラームのセー

　 ヴァク(奉 仕をす る者)で あ る」と言 ってい る。ス ーフ ィー聖者廟 で あれ ぽ,キ ドマ ッ トと呼

　 ばれ るべ き存在で ある し,ヒ ン ドゥー寺院 な らば プジ ャリ(神 像の プージ ャー　　 礼拝一

　 をす る者)と 呼ぼれ るべ き存在 である。

19)「 願い事」の意 とい う。最後 の審判 の際 の救 いを ア ッラーに願 う内容である。

20)　 オーム氏が なぜ東側 を向いた のかは よ くわか らない。 バ リ ・ラームは埋葬の際,頭 のみ西

　 を向 いて葬 られた とされ る。そ うだ とすれば ちxう どバ リ ・ラームの頭部 にあた る部分で東

　 を向い て祈れば,パ リ ・ラームの顔 に正対す ることに なる。 バ リ ・ラームその 人を神聖な存

　 在 と見 なせば,ヒ ン ドゥー的文脈 で解釈す ると,神 聖 な対象 の顔に正対 して拝礼す ることは

　 ダル シャンにあた る行為 とい うことにな る。オ ーム氏はバ リ ・ラームの石膏像を置 くことに

　 強 く反対 してい るので,像 に対 してではな くバ リ・ラームの墓に直接 ダル シャ ンしたのであ

　 ろ うか。 しか し,オ ーム氏 か らは 明確 な答は得 られなか った。

21)　 ランガル と呼ばれ る。 ラソガルの際には廟を訪れた人 々は アイデ ンテ ィティーや階層な ど
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　　に関係 な く同 じ場所に座 って共食する。

22)三 尾(2000:171-172)。 一 時バ リ ・ラームの妻は こ こで祖霊 に対す るヒソ ドゥーの伝統的

　　な祭礼であ るシュラー ッ ド祭を行 っていたが,今 は行わな くなった とい う。老齢が理 由とさ

　 れ るが,彼 女は オーム氏 と立場が近 く,バ リ ・ラームの墓 廟を スーフ ィー的に営むべ きとい

　　う考え方を とってい ることも,ヒ ン ドゥー的な祭礼を行わな くな った ことの背景にあ ると考

　　え られ る。

23)　 メーワールは,中 世時代 ク リシュナに熱烈 なバ クテ ィ信仰を捧 げ,そ の宗教的感情 を歌 い

　 上げた宗教 歌で あるバジ ャンを多数残 した ミーラー ・バ ーイの活躍 した地方 として名 高い

　　(Mukta　1994)。ババ ・デ ィワナ ・シャーも ミーラー ・バーイの残 したバ ジャ ン,即ち ミーラー

　　・バ ジャンを好 んだ と伝 え られている。 バ リ・ラームの墓廟 で も,専 門的な演奏 家がや って

　 来て ミーラ… ・バジ ャンが演奏 されるこ ともあ り,演 奏家 が来な くとも ミー ラーの作 とされ

　　るバジ ャンが歌われ ることが多い。

24)バ リ・ラームの愛 弟子 デ ヴィ ・ラールの次男 ジャム ネー シュ ・オ ジャ氏 との2000年8月 の

　 イ ンタ ビューに よる。

25)彼 は約3年 の間,病 に苦 しんで昇天 した とい う。パパ の祝福 を受 けず,苦 しい晩年 を送 っ

　 たのはバ リ ・ラームが何 らか の過 ちを犯 したこ とが原 因だ とす る見方 は廟 の事情 を知 る人 々

　 の間 には広 く見 られ るが,そ れが何 の過 ちか とい うこ とになる と具体的 な原因 を挙 げられ る

　 者は いな い。彼が改宗 しない まま廟 に仕 えたか らだ とい うムス リムもい るが,多 数 ではない。

2b)バ リ・ラームには息子 がお らず,娘 が3人 いた。そ の うちa人 はカパーサ ンの外 に婚 出 し

　 たが,1人 は カパ ーサ ンに残 って結婚 した。そ の夫 に廟 の管理運 営が一 時的に任 されたの で

　 あ る。 ババの最初期 の弟子 の1人 であ り,バ リ ・ラームとともに廟の運営 を支え てきた マ ン

　 ギー ・ラールはバ リ ・ラームといさかいを起 こ し,こ の時期 には既に廟 の信者集団か らは距

　 離を置 くよ うにな っていた。 この間 の事情は,構 想中の別稿で詳 しく触れ る。
27)バ リ ・ラームの妻は耳や 目の自由が きかな くな りつつあ るが健在で,現 在はバ リ ・ラーム

　 の墓廟 の敷地内で暮 ら している。彼女は寝込んでい ることも多 く,イ ンタビューがなかなか

　 で きなかた ったが,1999年7月 にそ の機会を得た。
28)若 い時か ら廟 の建設や ウル スでバ リ ・ラームに協 力を した ムス リムで,現 在は国民会議派

　 の地方議員を務めて いる。その関係で現在 も廟の管理運営や,廟 とワクフ ・t一 ドとの関係

　 の仲介な どでは隠然 たる影響力 を保 ってい る。

29)　 ジ ャムネ ーシュ氏 との1999年8月 のイソタビューに よる。

30)Khan(1997:175ff)。 もしKhanの 所説が他の研究 や資料 によっても補強 され るとすれば,

　 イ ン ド西部 の宗教社会史は革命 的 とす らいえる見直 しを迫 られる必要性 があるほ どに,イ ス

　 マイ リー派 の布教 活動 の影響は大 きか った可能性 が高い。

31)Vidal(1997:197-199)。 彼 は一旦 デ リーで土葬 されたが,彼 の改宗 を否 定す る近親者 や家

　 臣たちが植民地支配 当局の許可を得て墓を掘 り返 し,改 め て ヒン ドゥー式に火葬 した とい う。

　 なお,同 書には この藩王 が 自らの病 の癒 しを求 めて多 くのスー フィー聖者 を訪ね た ことへの

　 言及 はあるが,藩 王 とパ パ との交流 につ いてはは っき りと した記述が ない。バ バの弟子た ち

　 の子孫 やババそ の人 の子孫 たちからの証言か らも,こ の藩王がか な り頻繁 にババ の もとに出

　 入 りを し,バ バ を藩王 の宮殿 に招待す る こと もあったことは,ほ ぼ間違 いが ない事実 と思わ

　 れ るが,今 後の さらな る調査課題 としたい。

32)Khanは この事例に関 して,バ ・ミの聖者 と しての名称 にShahと い う名乗 りが用 いられ て

　 いる点や/¥-ーの出自が高 くない ことな どは,イ スマイ リー派 とのつ なが りを全 くは否定で ぎ

　 ない点か もしれな いとい う(2000年 にジ ャイプールで行 ったKhanと の個人的 な意見交換に

　 よる情報)。 タ ッキヤを取 る際にはイ スマイ リー派 であ りなが らス ンナ派 のス ーフィー聖者

　 とい う姿を とること もあ るので,パ パその人が タ ッキ ヤを維持 し続けていた可能性が全 くな

　 いわけではない。 これ も今後 の研究課題 の1つ であ る。
33)バ バが作 った とい う,ク リシュナ神へのバ クティを歌 った詩 も伝承が確認 された。バ リ ・

　 ラームの墓 廟の年忌祭 で 「ヒソ ドゥー化」派の弟子たちが ク リシ ュナのパ ジ ャソを歌 うのは,

　 パパが ク リシュナのバ ジャンを好んだ とい う事実に基づいてい るとい う。 ムス リムの弟子を

　 叱責 した話は,後 の ヒソ ドゥーの弟子たちの創作 の可能性 もあ るが,ム ス リムの間に もこの

　 話は伝 わ ってお り,こ のよ うな事実があ った可能性の方が高そ うである。
34)イ サ ーク ・チ ーパの子孫で,ニ サ ール氏を助けてババの廟の祭礼に も積極的に参加 してい

　 る ヌー ル ・モ ハ ンマ ド ・チ ーパ(Noor　 Mohammad　 Chipa)氏 との111年8月 の イ ソ タ
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　 ヒュー0

35)先 の注にあ るヌール ・モハ ソマ ド・チ ーパ氏 とは別の人物である。

36)オ ーム氏の長男 のアヴ ィニーシュ氏の説明。彼の他にデ ヴ ィ ・ラールの息子の ジャムネー

　 シュ氏 も独立に この説明をつけてお り,バ リ ・ラームの埋葬に関わ った弟子たちの間では,

　 この説明は共有 されてい るもの と思われ る。 しか し,出 来 る限 り多 くの クマ ワット ・ジャー

　 ティの人 々に確認 したが,マ ル ワール地方の クマワ ッ トの問で土葬が行われてい るとい う事

　 実は確認で きなか った。マル ワールは ラージャスターソ西部の砂漠地帯にあ るが,も し薪 を

　 集め るのが困難な らば他の ジャーティの人 々も土葬 して もよさそ うなのに,そ の よ うな慣 習

　 も聞かない。 この説 明は今の ところ根拠づけがで きない情報 とな っている。

37)当 面の間,イ ス ラーム式 の廟 が営 まれた理 由については,三 尾(2000a:173)を 参照。

38)こ の1年 目の年 忌祭 はイスラーム暦に基づ いて行われた らしい。

39)　 バ リ ・ラームの妻 との1999年7月 のイ ンタビュー。弟子たちは師に対す る尊崇の念を もつ

　 の と同様に,師 の妻(グ ル ・バ トニー)に も敬意を払い,そ の意向を尊重す ることが師弟関

　 係の大切な規範 とされている。

40)　 オーム ・プラカー シュ氏 は誕生直後に重い病気にかか り,医 師 も見放す危篤状態 になった。

　 しか し,マ ンギ ー ・ラールが彼を抱えてババの もとに走 り救いを求め ると,見 る見 る完治 し

　 た。この出来事の後,バ バはオーム氏の名を変え るよ うに勧め,自 らがオーム ・プラカーシュ

　 の名を考えて名付け親 になった。それ以降オ ーム氏は病気一つ したこ ともない とい う。

41)中 で もデ ヴィ ・ラールの妹 のア ヒリヤ ・バー イ(Ahiliya　Bai)は 熱烈 にババを信仰 した。

　 彼女は結婚 したが,「 自分が全 てを捧 げたのはバ バのみだ」 と言 って,遂 に婚家)r赴 くこと

　 は な く,事 実上未婚を通 した。パパが昇天す ると,彼 女は ババのローバ ーンに用 いられた香

　 料 の黒い燃%i..カスを ビソ ドゥの代わ りに 自分の額の真中に丸 く大 き くつけ,バ バへ の信仰の

　 証 としていた とい う。これ らの情報 は,全 て2001年8月 の ジャムネーシュ氏 とのイ ソタ ビュー

　 に よる。

42)　 この段 落 のババ や デ ヴ ィ ・プー ルの言葉 もジ ャム ネー シュ氏 との2001年8月 の イ ンタ

　 ビューに よる。

43)宗 教施設は実際上,登 録の不備や施設の運営上の不正が発覚 した り,運 営 トラス トが きち

　 ん と機能Lた りしな くなった時 に限 り,イ スラームの施設は ワクフ ・ボー ド,ヒ ソ ドゥーの

　 施設はデ ヴ ァスター ン委員会の管理下 に移 され る。 これ らの管理下に入 ると喜捨な どの収入

　 の一部を ボー ドや委 員会 の運営資金 に吸 い上げ られ るため,多 くの施設は何 とか公的機関の

　 管理下に入 らないよ うに してい るのが実情 であ る。既 出の拙論 で詳述 した よ うにバ バの廟は

　 土地の所有権をめ ぐって利害が錯綜 してお り,運 営当事者の資格に少 しで も疑いが生ず ると

　 ボー ドに管理権 が移 され る可能性が あった。 バ リ・ラーム とデ ヴ ィ ・ラールは何度 も州都

　 ジャイプールに足を運 んで 当局者 とよ しみ を通 じr廟 を自分た ちの管理運営下に とどめ るこ

　 とに腐心 した。そ の際,デ ヴ ィ ・ラールの官吏 と しての法 律知識 と人脈 は大 きな役割を果た

　 した と思われ る。

　　 80年 代後半 にニサ ール ・チ ー一パ氏 らが・ミパ の廟を ワクフ ・ボー ドの管轄下 に入れ るよ う画

　 策 した のは,廟 を一挙 にムス リムのみ の私的な トラス トの管理運営に移行 させ るのは当時の

　 状況では難 しい との判断が あった こ と,し か し廟が ワクフ ・ボー ドの管轄 に移れぽ 自分たち

　 が ワクフ委 員会 の委員長 に任命 され るのは ほぼ確実 で,そ うなれば実質上 の管理運営権を握

　 ることがで きるとい う判断があ ったか らだとい う。2001年8月 のパフ ィーズ ・モハソマ ド氏

　 とのインタ ビューに よる。

44)パ ソジャーブ出身のパ ラモ ソの女性 であ り,パ パの弟子の中では唯一公に改宗をLた 女性。

　 三尾(1998:27)参 照。

45)　 ジ ャムネーシュ氏 との2000年8月 のイ ンタ ビューによる。

46)　 この年 の年忌祭 も結局イス ラーム暦 で行 われた。グレゴリオ暦に換算 した場合,ヒ ン ドゥー

　 暦 とイス ラーム暦 とで パ リ ・ラームの昇 天 日は既 に約1ヶ 月ほ どずれてい る計算になる。

47)

48)

49)

50)

51)

ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 との2000年8月 の イ ンタ ビ ュー に よ る。

ラ メー シ ュ ・ダル ジ ー氏 との2001年8月 の イ ンタ ビ ューに よ る。

バ リ ・ラ ー ムの 墓 廟 が 今 の 形 を と った の は1998年 の こ とで あ る。

ジ ャム ネ ー シ ュ氏 との2000年8月 の イ ンタ ビ ューに よ る。

もち ろ ん ナ マ ー ズ の刻 限 は 日 の長 さに 応 じて変 動 す る。 そ の 変 動 に 合 わ せ る よ うに ロー
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　　バ ーンの刻限 も変わ って くる。

52)後 述する ように,こ の墓廟 では ヒソ ドゥーの祭礼 が多数 と り行 われている。言 うまで もな

　　く,ラ クシ ャー ・バ ンダンもその1つ である。

53)デ ヴィ ・プールには息子が2人 生 まれ た。 次男 がジ ャムネー シュ氏である。彼 はマ ンダル

　　か らバスを乗 り継 いで6～7時 間 ほ どの ところにあ る カーノールとい う町 の私立大学 の歴 史

　 学 の教授であ る。

54)仏 教 でい う五体投地の姿勢。つ ま り両腕を耳につけ てのば し,足 は閉 じてのぼ して うつぶ

　 せに な り,顔 か らつ ま先までを床面 に完全 につけ て恭1頂を表す姿勢。
55)管 見では聖者の誕生 日を記念す る行事を してい るところはない。

56)　 ジャムネーシュ氏 との2000年8月 のイ ンタ ビュー。

57)　 ヒン ドゥーが寺院な どで折にふれて行 う,宗 教歌を夜通 し歌 う宗教行事。特にバ クテ ィの

　 表現 として行われ る ことが多 い。
58)　 メー ワール地方におけ るラクシfi-・ バ ソダンは,他 の地方 と同様に,女 性キ ョウダイが

　 男性キ ョウダイの手首に ラクシャーと呼ぼれ る紐(多 くは金紙や銀紙,セ ル ロイ ドや色糸な

　　どの飾 りがついている)を 巻 き,同 時にナ リヤール と小額の紙幣を渡す行事を基本 とする。

　　これに よって,女 性キ ョウダイが男性キ ョウダイを霊 的に守るの と同時に,男 性キ ョウダイ

　 が女性 キ ョウダイが嫁 ぎ先で 出会 う困難か ら守 る ことが約 束 され るとい う。
59)　 この段落での引用は2000年8月 における ジャイ ・プラカー シュ氏 とジャム ネー シュ氏 への

　 イ ンタ ビューに よる。

60)　 彼自身スー フィー聖者 とな るべ く修行を し,見 神体験 を成就 したと主張 してい る。それ故,

　 彼 は自身 をスーフ ィー聖者 の地位を継 ぐもの即ち ピールザ ーダ(pirzada)で ある と自称 して

　 いる。 しか し,彼 らが廟 に現れ たのはあ ま りに遅 く,廟 の人気が高 まってか らであ ったため,

　 周囲か らは廟 の財産 目当て ではないか と警戒 され,彼 を ピールザーダ とは認 めよ うと しない

　 人 々も多い。

61)多 中心化 ・多次元化 したババの廟 の ウルスにつ いては,三 尾(2000b)で 検討を加えた。
62)2001年8月,マ ンダルの デヴィ ・ラール廟におけ るデヴ ィ ・ラールの息 子た ち,弟 子た ち

　　とのイソタピューに よる。

63)周 知の とお り,ア ヴァタールす るのは ヴィシュヌ神であ る。 ヴ ィシュヌ ・ブラフマーとと

　 もに ヒン ドゥーの三大神 と され るシ ヴァには化身す るとい う属性 はない。
64)2001年8月 におけるジャムネーシ ュ氏 とのイソタビューに よる。
65)　 ヒン ドゥー的要素 とス ーフィー的要素 との 「意図的」融合 と 「自然的」融合 との対比は,

　 大杉 の解釈す るパ フチ ソの言葉 を借 りていえぽ,「 意 図的」 ハイ ブ リデ ィテ ィと 「有機 的」

　 ハイ プリデ ィテ ィとの対比に相 当す るもの と思われる(大 杉1999:120-122)。
66)　 ジャム ネー ンユ氏 との2000年8月 のイ ソタピューに よる。

67)ナ ーム氏 との2001年8月 のイ ソタビューに よる。

68)　 ジ ャムネーシュ氏 との2001年8月 のイ ンタビューによる。
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